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序

本書は，県営の幡鉾川流域総合整備事業に伴い長崎県教育委員会・芦辺町教育委

員会・石田町教育委員会が協力して平成 5年度に実施した原の辻遺跡緊急発掘調査

報告書である。

今回報告する調査地区からは，弥生時代から古墳時代にかけての遺構群が検出さ

れ，数多くの遺物が出土しました。

特に，弥生時代の三重に巡る環濠の一部が発見され，大規模な多重環濠集落跡で

あることが発掘調査で明らかになりました。

これらの調査成果によって，三世紀頃に書かれた中国の歴史書 f三国志』貌書東

夷伝倭人の条いわゆる「貌志倭人伝Jに記載された「一支国jの中心集落であるこ

とが判明し，全国の注目を集めました。また，遺跡の重要性から鑑みて当該工事区

域内の環濠の大部分を含む地域約 5ヘクタールについて工事から除外し，非農用地

の設定がなされ文化財保存区域となりました。

このことは，地元の皆様をはじめ関係者及び関係機関の熱意の賜物と感謝してお

ります。

これらの埋蔵文化財は，私たちの祖先から永く培われてきた貴重な文化遺産であ

り，後世に引き継ぐことが私たちの責務であります。今後，原の辻遺跡も関係各位

のご理解とご協力を賜り，国史跡として指定されるよう努めると共に発掘調査も継

続して実施する予定であり，今後の調査成果が期待されるところでございます。

本書が，埋蔵文化財の保護並びに学術研究の資料として役立てれば幸いに存じま

す。

本書を刊行するにあたり，関係各位からご協力・ご指導を賜りましたことに対し

て心から感謝申しあげます。

平成 7年 3月

長崎県教育委員会教育長 宮崎政宣



例日

1.本書は，長崎県壱岐郡芦辺町及び石田町に所在する原の辻(はるのつじ)遺跡の発掘調査概要報

告書である。

2. 本書は，幡鉾川流域総合整備計画に伴い，平成 5年 4月22日から平成 6年 3月31日まで実施した

緊急発掘調査の概要を記すものである。

3.調査は，芦辺町教育委員会及び石田町教育委員会が主体となり，長崎県教育委員会が指導にあた

った。

4.発掘調査は，長崎県文化課壱岐教育事務所駐在係長副島和明・同文化財保護主事山下英明・芦辺

町文化財調査員松永泰彦が従事し，整理作業は上記のほか長崎県文化課主任文化財保護主事宮崎貴

夫の助力を得た。調査関係者及び調査協力者は， IV調査経過の項に記して謝意を表した。

5.本書の執筆は次の通りである。

….....・ H ・-…J1旧洋平(県文化課)

II.…...・ H ・-…・・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石尾和貴 (県文化課)

III ・IV.V-l ・V -3 (2)'"'-'(4)・V -4 (5)・VI.....……・……・・・……・・…・・・・副島

V-2・V-3 (1)・V-4 (1) (4) (7) (8)……....・ H ・-…………………………山下

V -4 (2) (3) (6) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松永

6.本書の付編として，次の方々に玉稿をいただいたO 記して感謝の意を表したい。

・朝鮮半島系の土器…・………………武末純一(福岡大学助教授)

・動物遺存体・……....・ H ・-…….....・ H ・..松井章(国立奈良文化財研究所主任研究官)

茂原信生(京都大学霊長類研究所教授)

・人骨…・…....・H ・-…………...・ H ・-……松下孝幸(土井ケ浜遺跡人類学ミュージアム館長)

.自然科学分析……・・…...・ H ・...・ H ・..…古環境研究所

-木簡………...・ H ・-…・…・……...・ H ・-…平日i南(国立歴史民俗博物館教授)

7 .本書の作成にあたり，整理作業において下記の協力を得た。

分類整理 横山JI買

復元整理

遺物実測

加藤博江・豊永直子・比留津睦子・平田勝子・柴山健美・平田けい子・富場章子

山口優・平尾典子・村田登代子・大坂敏代・上川久美子・平田明美・答瀬明宏・境靖

紀・是田敦

製 図 加藤寿子・瀧野百合子・中国ゆき校・江口由美

8.本書掲載の写真撮影は，遺構を副島・松永が，遺物を横山・山下が主におこなった。

9.本書関係の遺物・図面・写真は原の辻遺跡発掘調査事務所で保管している。

10.本書の編集は，付編を副島が，その他を山下がおこなった。
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長崎県壱岐郡原の辻遺跡出土の木簡・...
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1、止旦会主 跡 名町名 時代 選 跡、 名町名 時代

①串山ミルメ浦遺跡 勝本 短文~奈良 ⑩戸田遺跡 郷ノ浦 弥生

②主公崎遺跡 勝本 縄文 ⑬天手長男神校遺跡 郷ノ浦 弥生

③接|ト木古墳 勝本 古墳 ⑫ヱ算出遺跡 郷ノ浦 弥生

④篠塚古墳 )勝本 古墳 ⑬名切遺跡 郷ノ浦 縄文

⑤対馬塚古墳 勝本 古墳 ⑬輿 fqljt 遺跡 芦辺 先土器、中世

⑥カラカミ遺跡 勝本 弥生 ⑬輿原遺跡 石田 社器、中世

⑦双六古漬 !勝本 古墳 ⑬椿 1旦 跡 石田 弥生~奈良

@ 宮) jf友E指定のキf飽f:717 2合 芦辺 古墳
の山町E原県指J定のゑ史」跡辻叫よょ 士 皮 芦辺 古墳

の官)1;県主指役定史員跡2、 4宇跡 一戸 1一ー奈良・平安 ⑬ 遺跡 芦辺・石田 社器中世

壱岐島主要遺跡分布図 (1/100，000)



1 .遺跡、の立地と歴史的環境

1 .地理的環境

壱岐島は，九チ[¥[と朝鮮半島の聞に浮かぶ、東西約15km，南北約17km，面積139k1l12の小規模な島である。

行政的には長崎県に属するが直接航路はなく，佐賀県の呼子とブエリーで約 1時間，福岡県の博多と

2時間半で結んでいる。このため経済・文化的には福岡の圏内にある。

島は全体的に起伏が少なく，最高峰である岳の辻で213mにすぎない。北方に位置する峻険な対馬と

対照的で，しばしば「女性的Jと形容される。島の基盤は第三紀の堆積岩で，その上を玄武含が覆っ
ふかえた』まる

で低平な地形を形成する。島の南東部には「深江田原jとよばれる平野があり，長崎県下では有数の

穀倉地帯として知られている。原の辻遺跡はそこに舌状に伸びた台地を中心に広がっている。その面

積は約80haで，現在の芦辺町と石田町にまたがっている。台地の標高は高い所でも18m程度であるが，

平野全体を見渡せるほどの好位置にある。遺跡の北側には幡鉾川が東に流れ，約 1km離れた内海に注

いでいる。古代には騨家が置かれていた印通寺港は遺跡の南北約 1kmの位置にあり，現在は九州本土

と航路で結ぼれている。

2 .歴史的環境

壱岐島は古くからその地理的条件のため，大陸との中継点として重要な役割を果たしてきた。その

名があらわれる最古の文献である 3世紀の歴史書『貌志倭人伝』には「一支国jとして登場し，弥生

時代末の壱岐の様子が書かれている。「一支屈に着く。官をまた卑狗といい，副官を卑奴母離とい

う。竹林・叢林が多く，三千ばかりの家がある。やや田地があり，田を耕しでもなお食べるには足ら

ず，また南北に行き米を買うなどする。J簡単ながら非常に貴重な記述であるといえよう。壱岐では現

在約60箇所の弥生時代の遺跡が知られているが，原の辻遺跡はその中で最も規模が大きく，出土した

遺物は質，量ともに他をしのいでいることから，この一支国の中心集落と考えられている。この遺跡

については大正時代から紹介され，幾度か調査されてきた。そして平成 5年度からの調査では台地を

取り巻く多重の環濠が確認され，全国的に注目されるようになった。現在，原の辻遺跡は「貌志倭人

伝に記載された国の都が唯一特定された遺跡Jとして評価されている。

島内では，原の辻遺跡に次ぐ遺跡として島の北西部にあるカラカミ遺跡が知られている。高地に位

置し環濠を巡らせているが，原の辻遺跡に比すと規模は小さく遺物の内容もやや劣っている。島内に

は，原の辻遺跡を中心としていくつかの集団があったと思われるが，カラカミ遺跡はその中でも有力

なものではなかったかと推測される。

弥生時代から古墳時代の推移については不明な点が多い。原の辻遺跡は集落としては古墳時代初頭

まで続いたと考えられるが，その後どうなったかを知る手がかりは今のところ乏しい。現在，壱岐島

内には 4世紀代の古墳が知られておらず，最古のものと考えられている大塚山古墳は 5世紀代のもの

で原の辻遺跡を見下ろす山の上に築かれている。この頃までは付近にそれを築いた勢力があったと考

-1  
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番号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 立地 時 イ吃

1 定光寺前遺跡 芦辺町湯岳本村触 遺物包含地 平野 弥・古・平・中

2 観 上 山 l 号墳 芦辺町湯岳本村触字目細 古墳 丘陵 古墳

3 親上山 2 号墳 芦辺町湯岳本村触字辻の米 古墳 台地 古墳

4 主，u.主ら 山 l 号 墳 芦辺町深江南蝕字羽虞田 古墳 丘陵 古墳

5 主，u.主ら 山 2 号 墳 芦辺町深江南触字羽虞田 古墳 丘陵 古墳

6 堂 山 3 号 墳 芦辺町深江南触字羽鹿田 吉墳 丘陵 古墳

7 都 城 遺 跡 芦辺町湯岳今坂触 遺物包含地 丘陵 弥・古・中

8 盟 触 遺 跡 芦辺町湯岳興触 遺物包含地 丘稜 先・縄・弥・古

9 興 原 遺 跡 石田町湯岳興触字大JlI・興・古川 遺物包含地 丘陵 先・弥・古

10 壱岐国安国寺跡 芦辺町深江栄触 寺跡 山 中世

11 安国寺前遺跡 芦辺町深江栄触 遺物包含地 台地 弥・古・中

12 大塚 山 古 墳 芦辺町深江栄触 古墳 丘陵 古墳

13 清 水 遺 跡 芦辺町深江栄触字清水 墓地 丘援 弥生

14 鶴亀鬼屋古墳 芦辺町深江鶴亀触 吉墳 丘陵 古墳

15 {表 山 古 墳 芦辺町深江鶴亀触字俵山 古墳 丘陵 古墳

16 俵 山 号 墳 芦辺町深江鶴亀触宇俵山 古墳 丘陵 古墳

17 間 繰 遺 跡 芦辺町深江鶴亀触字閏繰 墳墓 丘陵 弥生

18 松 尾 遺 跡 芦辺町深江鶴亀触字松尾 墓地 台地 弥生

19 玉 塚 吉 墳 芦辺町深江鶴亀触字松尾 古墳 丘陵 古墳

20 神 ノ 嶺古 墳 石田町池田西触字神ノ嶺 古墳 丘陵 古墳

21 坂 本 古 墳 石田町池田西触字上池田 吉墳 丘陵 古墳

22 鶴 田 違 跡 石田町池田仲触字鶴田 墳墓・遺物包含地 台地 弥生

23 原 の 辻 遺 跡 芦辺町深江鶴亀触・石田町若田西触ほか 集落跡・墳墓 台地 先・弥・古・奈・平・中

24 ネ自 田 古 墳 石田町志田東触字柏田 古墳 丘陵 古墳

25 平 山 3 号 墳 石田町石田東触字平山 古墳 丘陵 古墳

26 平 山 2 τEミコI 墳 石田町若田東触字平山 古墳 丘陵 古墳

27 平 山 1 号 墳 石田町石田東触字平山 古墳 丘陵 古墳

28 過 辻 遺 跡 芦辺町深江平触字通の辻 墳墓 台地 弥生

29 重 山 塚 石田町筒城西触字泉 墳墓 丘陵 中世

30 西福 寺古 墳 石田町筒城西触字谷川 古墳 丘陵 古墳

31 久善ノ辻黒曜石原産地 郷ノ浦町平人触字久善ノ辻 遺物包含地 丘陵

32 真 弓 館 跡 石田町池田仲触字真弓 館跡 丘襲 中世

33 伝遣新羅使墓 石田町池田東触字石田峯 墳墓 丘陵 奈良

34 椿 遺 跡 石田町池田東触字椿 遺物包含地 台地 古・奈・平

35 浦 山 城 跡 石田町池田東触字浦山 城跡 丘陵 中世

36 津 の 宮遺 跡 石田町石田西触宇津の宮 墳墓 丘陵 弥生

37 白 水 遺 跡 石田軒石田西触字白水 遺物包含地 台地 縄・弥

38 中 尾 遺 跡 石田町池田東触字中島 遺物包含地 丘陵 弥・古

39 黒 木 遺 跡 芯田町本村触域ノ辻 城跡 丘陵 中世

40 石 回 城 跡 石田町石田東触字久保 城跡 丘陵 中世

41 小塚原 1 号墳 石田町石田南触字西ノ久保 古墳 丘陵 古墳

42 小塚原 3 号墳 石田町石田南触字西ノ久保 古墳 丘陵 古墳

43 小塚原 2 号墳 石田町石田南触字西ノ久保 古墳 丘陵 古墳

44 三Jl七与、 自 岐遺 跡 石田町石田南触字志自岐 遺物包含地 丘陵 弥・古

45 池 田 遺 跡 石田町石田南触字浜田 遺物包含地 平地 弥生

表 1 周辺遺跡地名表
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えられるが，考吉学的には証明されておらず今後の調査が期待されている。

6世紀から 7世紀になると古墳は集中的に造られるようになる。島内には約270基の吉墳が知られて

いるが，これは長崎県の古墳の約半数にのぼり，島の規模からすると驚くべき数である。その中でも

代表的なものとして県内最大規模の前方後円墳である双六古墳(全長約90m)や同じく県内最大の円

墳である鬼の窟古墳(直径約45m)，そして金銀製の馬具が出土した笹塚古墳(直径約38m)などがあ

げられる。これらはいずれも島の中央に造られており，付近に中心勢力があったことを裏付けている。

また離島の首長墓としては破格のものであることから，中央政権との結びつきの強さを指摘する意見

もある。だが 7世紀も後半になると壱岐島は，園内での政略的な拠点、から国防上の拠点、へとその位置

づけを変化させるようになる(九

663年，朝鮮半島の白村江で日本が新羅に敗れたことを受けて九州各地の防衛が強化されるが，最前

線である壱岐島にも俸と防人が置かれている(九 8世紀になると壱岐は島でありながら国の扱いを受

け，国府そして国分寺(3)が置かれ官道なども整備されたようである。 9世紀には新羅などへの警戒から

大宰府とのやりとりが頻繁に行われたことが文献でわかるヘ原の辻遺跡では，この奈良・平安時代の

木簡が出土しており，この頃付近に官街などが存在したことが推測されている。

註

(1) 森浩一 「海の生活-玄界・識海の海人Jr日本通史』第 1巻岩波書店 1993

(2) r日本書記』巻27

(3) 壱岐直の氏寺を転用 f延喜式』巻21

(4) r続日本後紀J巻4など
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2.藤田和裕 f原の辻遺跡IU長崎県文化財調査報告書第31集長崎県教育委員会 1977 

3 .藤田和裕・安楽勉『原の辻遺跡IIU長崎県文化財調査報告書第37集 長崎県教育委員会 1978 
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第 2図 遺跡全体図及び地区割図(1 /7，000) 
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11. 原の辻遺跡、の考古学調査

原の辻遺跡の調査は， 1.戦前の調査， 2. 九学会および東亜考古学会の調査， 3. 昭和49年~54

年の長崎県教育委員会による調査， 4.昭和55年以降の諸工事に伴う調査， 5.平成 3年以降の幡鉾

川流域総合整備事業に伴う調査，の 5期に分けられる。ここでは lから 4までの調査の歴史について

述べることにする。

1 .戦前の調査

第二次世界大戦前の原の辻遺跡の調査は，主に地元郷土史家によって進められている。遺跡発見の

正確な年代ははっきりしないが，松本友雄氏は自著の中で、「私が始めて此の遺祉地から遺物の出るこ

とを矢口ったのは，明治三十七八年頃(中略)であった(中略)原の辻の県道より西側の畑地に土器破

片が沢山散列して居たのを若干採集して帰ったことを記憶してゐる(1)Jと述べており，明治期には原の

辻一帯が遺跡として知られていたことがわかる。しかし，本格的な調査は大正期に入ってからのよう

である。松本氏は「私が原の辻を調査したのは石田校に奉職して(大正十二年四月カラ昭和二年三月

マデ)居た際で就中大正十五年が最も業践の見るべきものがあった(2)Jと述べ，石器や土器などを採集

している。その概要は『考吉学雑誌jに紹介されており町中央学界の知るところとなった。その後松

本氏は，原の辻遺跡のほか，同じ壱岐にある弥生時代のカラカミ遺跡の研究も含めて， r先史時代の壱

岐研究Jという著作を昭和 4年に発表している。

昭和14年，原の辻遺跡一帯で幹線道路の建設工事にともなって耕地整理が行われ，その埋め立て用

の土取り工事が遺跡台地先端部で進行していた際，当時壱岐中学校に勤務していた鴇田忠正氏が土取

調 査 年 調 査 者 調 査 士也 区 調 査 原 因

大正年間 松本友雄，山口麻太郎

昭和14年 鴇田忠正 高元 耕地整理に伴う土取り工事

昭和26，28， 29， 36年 九学会，東亜考古学会 高元・原ほか 学術調査

昭和49年 県教委 石田大原 畑地水田化工事

昭和50年 県教委 高元・原 学術調査

昭和51年 県教委 原・石田大原・大川・柏田 学術調査

昭和52年 県教委 原ノ久保・直ノ木 学術調査

昭和54年 県教委 置ノ木 学術調査

昭和55年 県教委 高元・原 電話ケープル路線新設工事

昭和60年 県教委 原 深江池波諜工事

平成 2年 県教委・芦辺町教委 高元 災害復旧工事

平成 3"-'4年 県教委・芦辺町教委・石田町教委 J 11原畑・不篠・石田高原ほか 幡鉾川流域総合整備計画

表 2 原の辻遺跡発掘調査史一覧
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りの進行に応じて詳細な土層の観察とともに遺物の取り上げを行っている(高元地区)。鴇田氏の報

告(めによると，下位から第 1層・第 2層・第 3層と，三層の包含層が確認されている。それぞれの年代

は，第 1層は「標式的須玖式容器と同時代のものJ，第 2層は「第一層築造年代よりさして遅れたもの

とは考へられないJ，第 3層は「第二層形成年代に比し多少時間的に遅れるj と推定され， r何等紀年

の徴すべき遺物を出土せざる本遺跡形成年代の上限を前漢末に置き，その下限を王葬の時代を下るこ

と遠からざる時代，即ち西暦一世紀前半期に置くを至当と考へるものであるJとまとめている。また，

遺跡の性格を， r北九州弥生式系文化の影響下に育成されJている一方で、， r顕著な史前時代的文化が

存有」していると述べている。この調査は，今でいう緊急発掘調査に当たり，制約のある調査ではあっ

たが，北部九州の土器編年の中に位置づけての考察がなされており，きわめて示唆的である。

また，詳しい調査時期は分からないが，山口麻太郎氏は「壱岐島の先史遺跡地帯について(5)Jの中

で，島内を「利用港湾を中心に，各遺跡の持つ性格と，伸び、て行った地理的条件とによって結びつけJ

て， 6つの遺跡地帯に分け，その第一地帯として深江印通寺遺跡地帯をあげている。山口氏によると

深江遺跡地(原の辻遺跡とその周辺一執筆者註)では， r台地突端の北辺から同隣接東辺J(高元地

区)， r台地表面J，(高元・原地区)， r現津合橋の下手側川底J(川原畑・芦辺高原地区)， r坊主橋の上

手側(中略)JI[底jの4地点で遺物が発見され，数カ所で饗棺や箱式石棺が確認されている。

その他，島外の研究者も来岐している。大正10年には鳥居龍蔵氏が，昭和 5年には森本六爾氏が原

の辻遺跡を訪れている(的。森本氏の報告によると「堀切県道の東側切断崖に沿ふて略ぽ南北に長く埋

まってゐた合口警棺Jを松本友雄氏の案内で発掘している。この饗棺は「筑紫平野に多く見る墾棺の

器形と規をーにしてjおり，長さ35cm前後の小形のものであった。

2 .九学会および東E考古学会の調査

戦後の原の辻遺跡の調査は，京都大学を中心とする学会によって始められた。昭和初年，考古学や

地理学など 9つの学会いわゆる九学会連合で対馬の共同調査が行われたが，その内第6班として水野

清一京都大学教授を主任として原の辻遺跡の調査が行われた(高元地区)。この調査の成果は，水野清

一・岡崎敬両氏によって概報にまとめられているへそれによると，二層の包含層が確認され，第 1層

(上層)からは弥生時代後期前半の土器，石器，骨角器，鉄製品川銅鉱，貨泉などが，第 2層(下層)

からは弥生時代中期後半の土器，石器，骨角器などが検出されている。また，両氏は同概報の中で第

一層(上層)の土器について「つぼはなお須玖式のおもかげをのこすが，かめはもはや須玖式をはな

れ，後期の高三瀦式に似ている。したがって，この第一層式を，後期の須玖式とよぶ、ことも，前期の

高三瀦式とよぶことも可能で、あるが，要するに，その中間形式で，むしろ現在では原の辻上層式とよ

んでおく方がよいとおもうJと述べ，弥生土器編年の型式名として提唱されている(九

昭和26年，対馬調査団の一つの班として来島した調査団は，翌昭和27年からは東亜考古学会として

独立し，壱岐の考古学調査を行った。原の辻遺跡の調査は，東亜考古学会としては昭和28・29・36年

に行われている。昭和28年には，遠賀川式土器が出土し，須玖期の竪穴式住居跡が検出された。また，
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鋤頭・鎌などの鉄製農具が出土している(1九

昭和29年の調査については，藤田国雄氏によると (1九「一メートル近く地山を掘撃した溝を伴う須玖

期の平地住居社jに「朝鮮金海式の漢式の壷が伴って発見jされている。そして，漢式土器の伴出は

「その分類編年を壱岐の弥生式土器の編年を手掛りとして推すことの可能性を示すものである。と同時

に，壱岐の弥生式土器を今迄のように北九州の編年に準拠して組立てるというよりは，壱岐自体の更

に細分した編年で北九州の編年を検討出来る程度に出土遺物も豊かになったjとまとめられている。

昭和36年の調査については，秋山進午氏によると(1ヘ「発見した遺物には銅鉱，管玉片，ガラス小玉

などの他，鍬先，釣針等の鉄製農具や魚猟具を含む多数の鉄器や漢式土器片などJが含まれていた。

そして「第一次調査(昭和26年の調査執筆者註)で東西方向において明らかとなっていた層位関係

に加えて，これを横切る南北方向に対して層位を明らかにし，その南端で明瞭な土器の層位を検出し

得たのは第一の収穫といえよう。更に，これに応じてガラス小玉がほぼ原の辻に伴なうことや，ひい

て鉄器，銅鉱，貨泉などの所属に見通しを得ることが出来たJとし， I壱岐の弥生式文化は漢式土器の

ごとく本土で発見の乏しいものもあるにはあるが，土器形式をはじめ鉄器，ガラス玉などいずれも北

九州と規をーにしているjとまとめられている。

3 .昭和49年~54年の長崎県教育委員会による調査

東亜考古学会の調査以降，原の辻遺跡の調査はしばらく行われなかったが，昭和40年代の大規模開

発の波が壱岐にも押し寄せ，この遺跡は再び注目されることとなった。

昭和49年，畑地の水田化工事の際，弥生時代前期から中期にかけての墓域が発見された(石田大原

地区)。調査面積1，000ぱの中に窪棺52基(須玖式を主体に城ノ越式もみられる)，箱式石棺19基，溝状

遺構4条が検出された。また，銅剣 1点，鈍 1点、，玉類約100点、が出土している(1九

この調査を契機として，従来「原の辻遺跡jと呼ばれていた台地の周囲にも遺跡が拡がることが予

想され，翌昭和50年から長崎県教委によって範囲確認調査が実施された。

昭和50年の第 1次調査では，現在に至るまでの遺構・遺物の出土地点，出土状況の聞き取り調査と，

従来「原の辻遺跡Jと呼ばれていた台地の試掘墳による調査が行われた(高元・原地区)。聞き取り調

査では，畑地の水田化に伴って，台地の各地で遺物の出土したことが記憶されており，また，遺構と

して墓地の存在が知られていた。試掘調査では，漢式土器を含めて多数の土器(弥生時代中期中頃か

ら後期前半)などが出土し，岩盤を切り込んだ生活社と忠われる遺構， V字溝になると考えられる遺

構などが確認された(凶。

昭和51年の第 2次調査では，台地の南東にある別の台地が調査対象とされた(石田大原・柏田・大

nl地区)。加えて，第 1次調査で検出したV字溝になると思われる遺構の解明も行われた。その結果，

玉類などを副葬する弥生時代後期の慕域が確認され，同じ地番内において多量の玉類・漢式鏡片・銅

釦!などが表採された。また，第 1次調査で不明のまま残した溝状の遺構が，底は平らであるが一種の

V字溝になることも確認された。さらに，この溝は，使用が中止されたあとで土器などの破損品ある
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いは不要物の捨て場として使われていたため，弥生時代中期後半から終末期にかけての良好な資料が

得られた(1九

昭和52年の第 3次調査では，第 2次調査区より南西方向の地点が調査対象とされた(原ノ久保・置

ノ木地区)。その結果，新たに 3カ所の墓域および，第 1・2次調査とは別のV字溝が確認された(16)。

昭和54年には，第 3次調査で確認されたV字溝の走行方向とその性格を探る自的で調査が行われた。

その結果，西側延長部分はすでに重機類によって削平されていたものの，東側部分は大きく弧を描き

ながら北東方向に延びていることが確認された。溝内からは護棺の破片が出土しており，このV字溝

は墓地を区画するために設けられていたと考えられる。

4 .昭和55年以降の諸工事に伴う調査

範囲確認調査によって，従来「原の辻遺跡Jと呼ばれていた台地の周辺にまで遺跡が拡がることが

確認されて以降，体系的な調査は行われていないが，諸工事に伴う緊急発掘調査によって若干ではあ

るが資料の増加をみている。

昭和55年には，電話ケーブル線路の新設工事に伴い，台地西側端部において発掘調査が実施された

(高元・原地区)。出土遺物の大半は弥生時代中期から後期にかけての土器で，石器はわず、かだった。

この調査は電柱埋設に伴う調査であったため面積は限られたものであり，また，土手部分の傾斜地が

大部分という制約もあり，層位的な遺物の取り上げには至らなかつただ(い仰問1汀川7η)

昭和6ω0年には，深江池の波深工事に伴い，深江池内で発掘調査が実施された(原地区)。少量ながら

!日石器時代および弥生時代の遺物が出土したが，出土状況から東側台地からの流れ込みの結果と考え

られる。

平成 2年には，災害復旧工事に伴い，台地先端部の東縁において発掘調査が実施された(高元地

区)。この調査地点は，昭和14年に鴇田氏が調査した地点、と昭和26年に九学会が実施した調査地点、との

中間に位置しており，昭和26年同様，上層と下層に分かれて包含層が確認された。前者は弥生時代後

期，後者は弥生時代中期の遺物が主体であった(日)。

註

(1) 松本友雄「探古日録J二(昭和 6年，県立長崎図書館蔵・稿本)

(2) 註(1)に同じ

(3) 松本友雄「壱岐国考古通信J(一) (r考古学雑誌』第17巻第 2号，昭和 2年)

(4) 鴇田忠正「長崎県壱岐郡田河村原ノ辻遺跡の研究J(柴田実編『日本文化史研究j，昭和19年)

(5) r山口麻太郎郷土研究集j分冊第三集(文末に「本稿は昭和十五年に一応完成し，廿一年三月第

三回現地史談会で『壱岐の開発と印通寺浦』と題して発表したものであるが，本書編纂にあたっ

てさらに稿を整理した。昭和舟五年十一月七日Jの注記がある)

(6) これについては，註(1)のほか，松本友雄「探古日録」巻三(昭和 7年，県立長崎図書館蔵・稿
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本)に詳しい。また，森本六爾「壱岐島のー斐棺JU考古学J第 4巻第10号，昭和 8年)

(7) 水野清一・岡崎敬「壱岐原の辻弥生式遺蹟調査概報J(九学会編『対馬の自然と文化j，昭和29

年)

(8) 原の辻遺跡出土の鉄製品については，岡崎敬「日本における初期鉄製品の問題J(W考古学雑誌J

第42巻第 1号，昭和31年)

(9) なおこれについては，高倉洋彰氏によって検討がなされている。高倉洋彰「原ノ辻上層式土器

の検討J(W森貞次郎博士古稀記念古文化論集j下巻，昭和57年)

帥註(7)に同じ

ω 藤田国雄「壱岐考古調査記J(W国立博物館ニュースj第89号，昭和29年)。また，藤田氏によれ

ば，同じ昭和29年の春に，原の辻の開拓工事に伴って，細形銅剣・鍋鉾が出土し，須玖式婆棺

が伴出している。また，原の辻遺跡の北側に隣接する閏繰遺跡においても，須玖式最初期の箱

式石棺と斐棺十数基が同位層に発見されている。なおこの銅剣・錦鉾の出土地点については，

地元の方からの聞き取りによって，昭和49年に多数の饗棺や石棺が検出された地点(石田大原

地区)に隣接した地点であることを確認している。

(12) 秋山進午「東亜考古学会第五次壱岐(原の辻)調査概報J(W九州考古学j17，昭和38年)

(13) 田川肇「原の辻・大原遺跡J(W日本考古学年報j27，昭和49年度，昭和51年)。報告書未刊。

(14) 長崎県教育委員会『原の辻遺跡j(長崎県文化財調査報告書第26集，昭和51年)

(15) 長崎県教育委員会『原の辻遺跡 (II)j (長崎県文化財調査報告書第31集，昭和52年)

(16) 長崎県教育委員会 f原の辻遺跡 (III)j (長崎県文化財調査報告書第37集，昭和53年)

(17) 長崎県教育委員会『長崎県埋蔵文化財調査集報XIVj (長崎県文化財調査報告書第101集，平成

3年)

(18) 長崎県芦辺町教育委員会『原の辻遺跡-災害復旧工事に伴う緊急発掘調査一j(芦辺町文化財誠

査報告書第 6集，平成 5年)
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111.調査に至る経緯

壱岐は，長崎県壱岐郡郷ノ浦町，勝本町，芦辺町，石田町の四町に行政的に分かれている。

壱岐島は，玄界灘に浮かび、東西約15km，南北約17km程の円形状を呈し，面積約138km2で，標高約213

mの岳の辻を最高に， 100m前後の比較的平坦な溶岩台地で形成されている。

壱岐は，博多，対馬へ約67km，佐賀県呼子まで約26km程の距離で，古来から対馬と共に日本と中国

大陸，朝鮮半島との文化の交流や交通，防衛上の重要な拠点であった。

この島の東南部に位置し，島内最大河川の橋鉾JI[(全長約 9km)が西から東に流れ，その流域には

壱岐最大の平野を形成している。

平成元年に県営|播鉾川流域総合整備事業の計画が策定され，県農林部局から県文化課へ遺跡の取り

扱いについての協議がなされた。

工事計画および規模は，平成 4年度から平成13年度の10か年計画で圃場整備・河川改修・農道整備

を骨子とするもので，土地条件の改良や耕地の集団化，大型機械の効率的な運行など生産性の高い条

件に整備し，地域農業の発展に期することを目的に，郷ノ浦町，芦辺町，石田町域の約340haの広範囲

にまたがる大規模な計画であった。

この幡鉾JI[流域一帯の平野部分には，広範囲に分布する弥生時代の集落跡である原の辻遺跡の発見

から昭和14年の幡鉾JI!(旧川内JI!)河川改修工事関係の耕地整理事業や昭和29年， 30年代の園場整備

事業の工事範囲での斐棺墓，箱式石棺墓などの遺構や青銅製の銅剣，銅矛，銅鉱などの貴重な遺物が

発見と共に，東亜考古学会，九学会の学術調査が実施されるなど重要な遺跡であることは認識されて

いた O そのために，今回の整備事業には，遺跡の重要性を鑑み，台地上の部分は予め工事計画範囲か

ら除外した形での策定であった。ただ，現在の水田面下にどれほどの規模で分布するのかどうかにつ

いては不明であった。

県文化課は，計画区域内の分布調査を平成 2年11月初日から同年11月29日に約340haについて実施し

た。

調査は，分布範囲が広大なことと計画区域が現水田面の為に，踏査を実施するのに困難を極めた。

その結果，区域内に新規発見の遺跡も含め13箇所の周知の遺跡と隣接する周知の遺跡 8箇所の計 2

1箇所の遺跡が確認された。その中で，隣接する遺跡については，現工事計画範囲であれば，工事着

工に支障無いものと判断された。
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IV.調査経過

1 .範囲確認調査

平成 2年度に実施した分布調査の結果を基に，関係機関と協議を重ね，平成 3年度と 4年度の 2か

年にわたり， 10遺跡についての範囲確認調査を文部省国庫補助事業として，当該教育委員会が調査主

体で，県文化諜の調査指導の基に実施した。

平成 3年度の調査は，芦辺町域で原の辻遺跡の北側および西側の現水田部分に 2mX2mの試掘壌

を49箇所設定し， 196m2について実施した。また，石田町域で原の辻遺跡の東，西，南側の現水田部

分に 2mX2mの試掘壌を50箇所設定し， 200ぱについて実施した。
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芦辺町域の結果は，遺跡の西側及び北側部分で弥生時代の杭列遺構，溝状遺構が数条と中世の杭列

遺構が検出された。また，ナウマン象の臼歯が 1個発見され，広範囲に出土することが予察された。

石田町域の結果は，遺跡の東，西側に範囲が拡がり，杭列遺構等が検出された。また，南側につい

ては，小川川の蛇行域で遺物等確認されなかった。

両町域の調査結果から， 20haの範囲に弥生時代や中世の時期の遺構，遺物が確認され，遺跡全体の

範囲は，台地部分の60haを合わせると約80haの広大な面積に分布することが明らかになった。

原の辻遺跡の調査は，今後の調査も踏まえ，字名を利用して地区名称を附した。また，遺跡全域に

30mX30mの網目方根の大グリットを設定し，更に 5mx5mの小グリットで区画し，西から東に f

~a ， A~z ，イ~ヌと北から南へ 1 ~35，南から北へ100~109 と記号を附して調査を実施した。

鶴田遺跡は，原の辻遺跡の西方へ約250m離れた地点、に在る弥生時代の墓域で， 2mX2mの試掘墳

20箇所， 2mX 5mの試掘墳3筒所を設定し， 110m2について実施した。その結果，饗棺墓が l基検出

され，更に墓域が拡がることが推察された。

平成 4年度の調査は，安田寺前遺跡，興触遺跡，都城遺跡(芦辺町)，興触遺跡，椿遺跡(石田

町)，車出遺跡，壱岐ノ戸遺跡，大宝遺跡(郷ノ浦町)の 8箇所について調査を実施した。

原の辻遺跡と隣接する安国寺前遺跡は，平成 3年度の原の辻遺跡の範囲確認調査の結果から遺跡の

範囲が|播鉾JlIより更に北側へ拡がることが予測され，また，昭和29年の圏場整備事業で発見，調査さ

れた閏繰遺跡も含むことから今回の調査を実施した。

安閣寺前遺跡は， 2 mX 2 mの試掘壌36笛所を設定し， 144m2について調査を実施した。その結果，

弥生時代の溝状遺構，柱穴群，土墳群や中i:!tの水田跡等が検出され，安国寺前A遺跡と安国寺前B遺

跡に分布範囲が別れることが明らかになった。更に，原の辻遺跡の範囲も，北側の台地先端部からl幡

鉾川を越して約200m程北側へ拡がることが確認された。

他の遺跡の調査結果については，各遺跡の報告書作成の折りに触れることにしたいが，中世の城跡

(館跡)である都城遺跡の重要な遺構群については，空堀も含めて工事区域から除外して，文化財の保

存・保護に努め，将来的には遺構の復元など遺跡の整備を実施し，歴史公園化の実現に向けて，芦辺

町教育委員会によって土地の公有化が図られた。

平成 5年度の調査は，原の辻遺跡の中心部分の東側に濠が検出されたので，西側部分の濠の有無に

ついての確認調査を実施した。その結果，濠が巡ることが確認され，大規模な環濠集落跡と判明した。

また，芦辺町教委は，原の辻遺跡内を流れる幡鉾川の河川改修工事関係の範囲確認調査を実施し，

約8，000m2の範囲の調査が必要となった。

郷ノ浦教委は，車出遺跡の範屈が平成 4年度調査区の東側に延びることが推察されたので，継続し

調査を実施した。
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2 .緊急発掘調査

平成 3年， 4年度の範囲確認調査の結果を基に，県文化課は農林部局，幡鉾川流域総合整備推進協

議会，関係 3町の教育委員会と埋蔵文化財の取り扱いについて協議を重ね，調査と整備事業の年度別

計画工事区域の施工箇所について，前年度に十分協議し，工事年度に緊急発掘調査を実施しすること

になった。また，文化財保護の面から，園場整備事業の農道建設及び

発掘調査を実施し，国場面については基本的に盛土で遺構等を保存し工事を施工することになった。

調査は，当該遺跡の所在する町の教育委員会が調査主体で実施し，県文化課は整備計画が広域にま

たがる事業のため，全面的に調査に協力することになり， 2名の職員を壱岐教育事務所に駐在させて

調査に従事させ，芦辺町教育委員会も 1名の専門職員を採用して調査に当たることになった。

平成 5年度の発掘調査は，遺跡の主体部分に当たり舌状に延びる台地の東側一帯が平成 5年度の工

事区域の農道建設及び、排水路布設箇所を芦辺町904m2，石田町4.065m2の計4，969ぱについて，平成 5年

4月22日から平成 6年 3月末日まで実施した。

その結果は，弥生時代の大規模な多重環濠集落跡と判明した。

本年度報告遺跡の調査及び整理関係者

調査指導 長崎県教育庁文化課壱岐教育事務所駐在係長 副 島和 明

// 文化財保護主事 山 下 英 明

調査担当 長崎県壱岐郡芦辺町教育委員会文化財調査員 松永泰彦

長崎県菅岐郡石田町教育委員会

調査関係者 長崎県教育庁文化課長 村田善則

/1 課長補佐(参事) 田JlI 肇

長崎県教育庁壱岐教育事務所長 木村晃一

/1 総務課長 脇坂正孝

長崎県壱岐郡芦辺町教育委員会教育長 野本茂生(前任)今西園善

/1 教育次長 辻本 正

長崎県壱岐郡石田町教育委員会教育長 後藤正敏(前任) 町田 忠治

// 教育次長 山口 税

調査協力者 岡村道雄，田中哲雄，井上和人，西田健彦(文化庁記念物課)

佐原 員，春成秀爾，平川 南，永嶋正春(国立歴史民族博物館)

ヱ楽善通，沢田雅明，光谷拓実，松井 章(国立奈良文化財研究所)

西谷 正(九州大学)，小田富士雄，武末純一(福岡大学)

茂原信生(京都大学)，渡辺 誠(名古屋大学)，石黒産隆(帯広畜産大学)

賀川! 光夫(別府大学)，高倉洋彰(西南学院大学)，金原正明(天理大学)

松下孝幸(土井ケ浜遺跡人類学ミュージアム)，松島義章(神奈川県立博物館)
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v.調査

1 .調査概要

調査は，遺跡東側一帯の芦辺町高元地区，石田町石田高原地区，石田大原地区と東南側の柏田地区

の緊急発掘調査を実施した。ただし，柏田地区の道路建設部分の調査は，古墳時代前期の配石遺構群

が検出され，約220ぱについて実施したが詳細については本報告書に掲載したい。

調査地区は， 1-2号道路建設部分及び 1-1号排水路布設工事箇所を北側から I区， II区， III区，

IV区， 1-4号道路建設部分をV区， VI区， 1-6号道路建設部分をIV区と呼称した。

IからVI区の調査区は，工事計画に合わせ，帯状に諦査を実施した。また，調査区は，西から東へ

QからW，北から南ヘ4から21区 (30m方眼)の中を東から 1から36区 (5m方自艮)に区画して， 1. 

II区から調査を実施した。各調査区の検出遺構は，検出地点、によっては昭和29年， 30年の圏場整備事

業で， 1m前後の掘削を受けていた。

I区の検出遺構は， 1'"'-' 6号溝状遺構， 16号溝状遺構，大溝遺構，石敷遺構， 1号土墳，貝塚が検

出された。 1'"'-'6号溝状遺構は，多重環濠の一部と考えられ，弥生中期から終末期，古墳時代前期の

遺物が多量に出土した。また，弥生前期末の大溝遺構とその遺構を埋め立てて構築したと考えられる

弥生後期の水場の施設と考えられる石敷遺構等である。

II区の検出遺構は， 1， 4号溝状遺構が検出された。 1'"'-'6号溝状遺構と同様に，多重環濠の一部

と考えられる。 1号溝状遺構は，調査時点で弥生後期の土器が多量に出土したため，記録処置後に将

来保存整備を実施し公開することを考えて，現状のまま砂をいれ埋め戻した。

III区の検出遺構は， 9号， 17号， 18号溝状遺構と柱穴群が検出された。 9号潜状遺構は，多重環濠

の一部と考えられる。

IV区の検出遺構は， 7'"'-' 8号， 15号溝状遺構と柱穴群， 2号土墳が検出された。 IV区は浅い谷の部

分に多重環濠の一部と考えられる溝状遺構が検出された。また，環濠内側の台地部分に柱穴群が検出

された。

V区， VI区の検出遺構は， 10号'"'-'14号， 19号溝状遺構と柱穴群が検出された。 10号， 12号溝状遺構

は，多重環濠の一部と考えられる。また， 13号と14号溝状遺構間を通路として利用したと推察される。

以上， 1 '"'-'VI区から検出された主な遺構は，多重環濠の一部と環濠外側の通路状遺構，内側の柱穴

群等で，環濠内側の台地部分に集落を形成し，それを巡る環濠の一部が検出された。

原の辻遺跡の環濠は，防禦用と用排水路としての利用が調査状況から窺い知れる。

出土遺物は，弥生時代前期末から古墳時代前期にかけての土器，石器，青銅器，鉄器，骨角器，土

製品，木製品，装飾品が多量に出土した。中でも，多重環濠のし わ 5号溝状遺構からの出土が顕

著である。中国大陸及び朝鮮半島から搬入された遺物も多量に出土した。

-15 
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2 . 土 層

今回の調査区は，以前の圃場整備によってかなり削平を受けており，一部遺構面まで影響を受けて

いる地点、がある。そのため土層は各地区によってばらつきがみられるが， 1区・ V区においては概ね

基本的な土層を捉えることができた。

土層は基本的に 5層に大別できる(第 9図)0 1層は現耕作土， II層は灰色系粘質土で!日田面土層と

思われる。 III層は茶褐色系土層で鉄分を多く含む。旧田床土層であると思われる。 II・III層には中世

から近世の遺物がわずがに含まれる。弥生時代の遺物もかなりみられるが後世の撹乱による混入であ

ろう。 IV層は暗茶褐色系土層で弥生時代の遺物包含層である。この層は台地に近づくにつれ希薄にな

り，消滅している。また，環濠内の覆土も W層として捉え，上・中・下に細分している。 N層上は茶

褐色系土， N層中は黒褐色系土， N層下は黒褐色系粘質土・茶褐色系腐食土である。ただし，環濠内

の覆土は複雑な堆積状況を呈しているところもあり，調査時において層位的に遺物を捉えることは困

難であった。そのため，細分はかならずしも時間的な差異を現しているものではない。 v層は青灰色・

黄灰白色などの粘質土で地山である。

1 • II・III・IV区の台地緑辺部はII・III層が検出されず，表土底下が地山となっている。環濠は，

その地山を掘り込んで形成されているが，部分的に浅く，幅も狭いところがあり台地緑辺部の掘削は

著しいようである。

。

T7-8区西壁
刈 ¥j ¥1 

r-- 1 ! 

1 i-J 血
トー ; /-1 

L= ~一」
I層[::と主主じ蕊窓おな---
E層 I 1.  ..:.:::::::::::::;::}IJ: 

」一一一一← i 

3π1 

5.5m 

第 9図土層断面実測図(1 /60) 
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3 .遺構

(1 ) 溝状遺構

溝状遺構は，全体で19箇所確認した。それぞれ便宜上 1~19号まで番号を付けている。そのうち弥

生時代の環濠としての機能を持つと思われるものは， 1 ~10 ・ 12 ・ 15号である。その他，弥生時代の溝

状遺構が11 ・ 13 ・ 14 ・ 16号，時期不明の溝が17~19号である。

ここでは， 1 ~16号溝と I 区で検出した大溝の概要説明を行うが，出土遺物は大半が現在整理中で

あり，環濠形成の時期等は今後の検討課題である。

① 1号溝(第11図)

I区南端から II区にかけて検出した。南北方向に延び，やや蛇行しながら北端は大溝に取り付く。

全長80m，幅2.2'"'-'3.6m，深さ 0.9~1. 3mを測り，断面は逆台形状を呈する。覆土は，上層が茶褐色

系，中層は黒褐色系で遺物が多い。北端では最下層が灰色系の粘質土となり，その上に腐食土が堆積

している。南端では中層に砂質土あるいは砂際層があり最下層は腐食土であった。下層には自然流木

が多く遺物は少ない。溝は青灰色粘質の地山層まで掘り込んでいる。遺物は，弥生中期~後期の土器

が多く出土し，土師器も僅かにみられる。 T10-8・14・15・20・21区では完形の土器が特に集中している

状況がみられた(第10図)。そのほ

か，上層から銅鉱9本，中層から

貨泉・鋳造鉄斧・朝鮮半島系の瓦

質土器，下層から木製の矢柄など

が出土している。溝の底面レベル

は，南端で6.3m，北端で5.1mを

測る。

② 2号溝(第12図)

I区南半で検出した。南東~北

西方向に延び台地に沿って蛇行す

る。南端は石敷遺構を挟み二股に

分かれ，一方は西へ延び，もう一

方は大溝に取り付く。全長95m，

幅1.6'"'-'3.2m，深さ 62~90cmを測

り，断面は北端でU字形状，南端

で逆台形状を呈する。覆土は，上

層が茶褐色系および灰褐色系，中

層は黒褐色系土層である。最下層

は腐食土が堆積するが，中央部で

は灰褐色系の粘質土が最下層にあ

。

第10図 1号溝遺物出土状況平酉実測図(1 /40) 
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1.耕作土

2.暗茶褐色土

3 '.茶褐色土(黄褐色小喋混在)
4.灰褐色土

5..灰褐色土(淡黄褐色喋混在)
6.褐色砂質土
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8.黒褐色砂礁

9.黒褐色土

10.黄灰褐色土(風化膿混在)
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13.黒褐色砂質土
14.淡灰茶褐色腐食土

15.青灰色粘質土(地山)

第11図 1・4号溝平面実測図(1 /400)，土層断菌実測図(1 /40) 
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第12図 2・3・16号溝平面実測図(1 /400)，土層断面実測図(1 /40) 
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15.緑茶褐色土(しまっている)
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17.灰茶褐色粘質土
18.暗黒茶褐色腐食土

19.暗灰茶褐色粘質土
20. ?炎灰茶褐色粘質土

21.青灰色粘質土(地山)

第13図 5号溝平面実測図(1 /400)，土層断面実測図 (1/40) 
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第15図 7・8号溝東壁土層断面実測図(1 140) 
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り，その上に腐食土が堆積する。北側の土層は 1-----5までが溝内覆土で，ここは地山を掘り込んだも

のではない。遺物は，弥生中期~後期の土器が多く出土し，一部上層に土師器もみられる。そのほか，

上層から銅鉱 5本・鋳造鉄斧・骨角器，中層から鉄鎌・人骨，下層から木製品・人骨などが出土して

いる。溝の底面レベルは，南端で4.4m，溝中央部 (S8 -5区)付近が4.8mと最も高く， S 7-21区付

近では4.2mと低くなる。北側の S7-14区では4.4mを測る。このように， 2号溝は大溝に向かい傾斜

する部分と， S 7 -21区に向かい傾斜している部分がある。 S7 -21医付近は地山も一段低くなってい

ることなどから，この周辺が溜りであったか，もしくは別の溝が取り付いている可能性もある。今回

時間的制約もあり詳細に調査できなかったが，保存区域内でもあり今後再調査が必要であろう。

③ 3号溝(第12・16図)

I区東側で検出した。 2号溝と約 8 mの間隔を持ち，ほぼ並行している。全長3.2m，幅2.8m，深

さ80cmを測り，断面は逆台形状を呈する。覆土は，上層が茶褐色系，中層は黒褐色系，最下層は地山

粘質土を含む黒褐色粘質土で，その上に腐食土が堆積している。遺物は，弥生中期~後期の土器が多

く出土し，土師器も僅かにみられる。そのほか，上層から銅鉱 2本が出土している。溝の底面レベル

は，中央部で3.7mを測る。

④ 4号溝(第11図)

I区南端から II区北端にかけて検出した。 1号溝と並行し，その間隔は 3-----5mである。北端は大

溝に取り付く。全長23m，幅 3 m，深さ1.2mを測り，断面はU字形状を呈する。覆土は，上層が黒色

土，中層が黒褐色・灰褐色の腐食土，最下層は灰褐色系土層である。溝は淡灰褐色土層を掘り込んで

形成している。遺物は，弥生中期~後期の土器が多く出土し，土師器も僅かにみられる。そのほか，

上層から磨石・凹石等を含む拳大~人頭大の礁が多数出土している。 4号溝は，溝を掘り込んだ土層

と溝内覆土との明確な区別が付かず土層断面で溝の形状を確認した。そのため，溝の底面レベルの傾

きは不明であるが， 1区南端で4.5mを測る。また， II区北端の溝底部に直径20cm程の柱材が垂直に立っ

た状態で検出された。これは，溝に架かる橋の脚柱とも考えられるが，脇を通る農道が崩落し始めて

いたため，記録せずに埋め戻さざるを得なかった。

⑤ 5号溝(第13図)

I区北端で検出した。南北に延びるが，途中大きく西側に湾曲し南端は東に向かつて延びる。北側

では，幅 1m前後，深さ35cmの小溝が取り付く。全長44m，幅 3m，深さO.6-----1.2mを測り，断面は

逆台形状に近い。覆土は，上層が暗茶褐色系あるいは黄灰褐色系，中層が灰褐色土あるいは黒茶褐色

の腐食土層，下層が灰茶褐色粘質土である。遺物は，弥生中期~後期の土器が多く出土したが，上層

には土師器もかなりみられる。そのほか，上層から拳大~人頭大の擦が多数出土している。また，銅

鉱 2本も上層から出土している。中層からは骨鉱・朝鮮半島系陶質土器，中~下層から木製短甲・礎

板・ねずみ返しなど木製品が多く出土している。特に， Q 4 -36区では，多数の自然流木や柱材などが

集中してみられる。溝の底面レベルは，南端で3.9m，北側断面で4.1mを測る。溝は北から南への傾

斜である。なお小溝も北から南へ傾斜している。
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⑥ 6号溝(第 5・16図)

I区東側 3号溝の北約50mで検出した。ほぽ東西方向に延びる。全長 2m，幅2.3m，深さ72cmを測

り，断面はU字形状を呈する。覆土は，上層が暗茶褐色土，中層が暗茶褐色あるいは黄褐色土でいず

れも炭化物が含まれる。下層は黒褐色粘質土である。溝は砂混在の緑色粘質土まで掘り込んで形成し

ている。遺物は弥生後期の土器片が数点出土している。溝の底面レベルは，西壁で4.1mを測る。

⑦ 7号溝(第14・15図)

IV区西側で検出した。南北に延びるが，中程で東側に膨らむ。北はいったん調査区外へ出るが，北

30mの地点、で溝の東側立ち上がりが10m程確認されており， 7号溝の連続であると考えられる。全長

34m，幅 3m，深さ 1~1. 4mを測り，断面は逆台形状を呈する。覆土は，上層が暗茶褐色，中層が黒

褐色系土層，下層は黒褐色粘質土，最下層は黒茶褐色の腐食土である。溝は青灰色粘質土の地山まで

掘り込んで形成されている。 7号溝はいったん中層まで埋まった後，南側に幅1.2m，深さ74cmの小溝

が掘り直されていることが土層図により明らかであるが，調査時には判別が困難で小溝の方向・性格

等は確認できなかった。遺物は，弥生中期~後期の土器が出土しているが，中層以下は中期土器が多

い。溝の底面レベルは，北端で5.6m，南端で6.2mを測る。

⑧ 8号溝(第14・15図)

IV区西側で検出した。 7号溝と並行し南北に延びるものと思われるが，部分的にしか検出しておら

ず，明確ではない。北50mの地点で溝の西側立ち上がりが18m程確認されており， 8号溝の連続であ

ると考えられる。全長15m，深さ1.lmを測る。覆土は， 7号溝とほぼ同様である。遺物は，弥生中期

~後期の土器が出土している。溝の底面レベルは，土層図最下層で 6mを測る。

⑨ 9号溝(第 7・16図)

III区北端で検出した。ほぽ東西方向に延びる。全長4.4m，幅2.4m，深さ 65~68cmを測り，断面は

U字形状を呈する。覆土は，上層が黒色土，中層が黒色泥炭層，下層が黒色腐食土である。溝は茶褐

色の土層を掘り込んで、形成されている。土層の堆積状況から，この付近が以前は自然流路であり，いっ

たん埋没した後，溝を施工している可能性がある。遺物は，弥生中期~後期の土器が出土しているが，

上層には土師器もみられる。そのほか，上層から銅鉱 1本，中層から勾玉などが出土している。溝の

底面レベルは，西壁で6.4m，東壁で6.3mを測る。

⑩ 10号溝(第 6・9図)

V区西端で検出した。北西から南西方向に延びる。全長 2m，幅2.4m，深さ1.lmを測り，断面は

V字形状を呈する。覆土は，上層が茶褐色系，中層が黒褐色土，下層は灰黒褐色粘質土である。遺物

は，弥生中期~後期の土器が僅かに出土している。溝の底面レベルは，北壁で3.6mを測る。

⑪ 11号溝(第 7図)

VI区中央部で検出した。南東から北西に延びる。南東端で溝は終結している。南側の立ち上がりは

土墳で切られている。北西側はしだ、いに浅くなり，壁付近ではほとんど消滅する。全長10m，幅1.9

m，深さは南東端で30cmほどである。覆土は，灰褐色粘質土・黒褐色腐食土である。遺物は，弥生中
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期~後期の土器が出土している。また，多くの自然流木に混じり，杭材が出土している。

⑫ 12号溝(第 7図)

VI区北寄りで検出した。南東から北西に延びる。 11号溝と6.5mほどの間隔を持ち，ほぽ並行してい

る。全長17m，幅1.8'"'-'2.8m，深さ93cmを測り，断面は逆台形状を呈する。覆土は黒褐色泥炭・黒色

腐食土である。溝は灰黒色粘質土を掘り込んで形成している。遺物は，弥生中期~後期の土器が出土

している。また，多くの自然流木に混じり梯子や大鉢などの木製品が数点出土している。溝の底面レ

ベルは，北側で4.0m，南側で3.9mを測る。

⑬ 13号溝(第 6・22図)

V区中央部で検出した。ほぼ東西に延びる。全長 6m，幅2.4'"'-'2.7m，深さ60'"'-'65cmを測り，断面

はU字形状を呈する。覆土は，上層が茶褐色系，中層が灰白色土，下層が灰黒色土である。遺物は，

弥生中期~後期の土器が僅かに出土している。また，下層からは自然流木が出土した。溝の底面レベ

ルは，東側で4.0m，西側で3.9mを測る。

⑭ 14号溝(第6・22図)

V区中央部で検出した。 13号溝と並行しほぽ東西に延びる。その間隔は3.0'"'-'4. 5mで、ある。 13号溝

と14号溝の間は通路として利用していたと考えられている。 14号溝は西端で終結している。全長5.1

m， I幅l.9'"'-'2 m，深さ80'"'-'84cmを測り，断面は逆台形状を呈する。土層及び出土遺物は13号溝と同様

である。溝の底面レベルは，東側で3.81m，西側で3.87mを測る。

⑬ 15号溝(第 8・16図)

IV区南端で検出した。南北に延びる。全長2.5m，幅3.4'"'-'2. 2m，深さ75cmを測り，断面は逆台形状

を呈する。覆土は，上層が黒色土系，中層が黒色腐食土，下層が黒色泥炭層である。青灰色の地山ま

で掘り込んでいる。遺物は，弥生中期~後期の土器が僅かに出土している。また，須恵器の混入もみ

られた。中~下層は自然流木が多い。溝の底面レベルは，中央部で6.46m，西側で6.43mを測る。

⑬ 16号溝(第12・16図)

I区東側で検出した。 3号溝と 3'"'-'5mの間隔を持ち，ほぽ並行している。全長4.5m，幅1.9m，

深さ40cmを測り，断面は逆台形状を呈する。覆土は，上層が黒褐色土，下層が灰粘質土の混じる黒褐

色土である。遺物は，弥生後期の土器が僅かに出土している。溝の底面レベルは，東側で4.2m，西側

で4.4mを測る。

⑫ 大溝(第 5・17図)

I区南側で検出した。東西方向に延びる。 1・4号溝及び 2号溝の一部はこの大溝に向かい傾斜し

ている。全長8.4m，幅は西端で11.7m，深さは弥生土器包含層の下面まで1.2mで，地山までは 2m

を測る。土層(第17図)は， 1・2が現耕作土， 3~5 までは旧耕作土である。 6 は 4 号溝の上層の

土である。 7は石敷遺構造成時の土で聞くしまっている。 9以下が大溝の覆土である。覆土は上層と

下層に分けられる。 9~16までが上層で，黒褐色系や灰褐色の粘質土・砂質土が混在している。遺物

は弥生中期初頭~後期の土器が含まれる。 17が下層で黒茶褐色の腐食土である。この層は弥生前期末
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の土器を主体とする層である。更にこの下は80cmほど最

下層の淡灰黄褐色粘質土が堆積している。その下は黒褐

色砂磯層で地山である。出土遺物は，上層に弥生中期初
E 
寸

頭~後期の土器が含まれるが，中期の土器が数では圧倒

そのしている。下層は弥生前期末の土器が主体である。

ほか下層からは木製楯・手斧の柄・織機部品・杓子・ス

プーン状木製品・透かし台付容器・漆塗容器脚片など木

製品が多数出土している。最下層は一部しか掘り下げて

いないが，遺物は確認できなかった。溝の底面レベルは，

東端の遺物包含層下面で4.2mを測る。。

そ大溝は前期末の段階に，土器や木製品が流れ込み，

1・2・4号溝れが下層に堆積したものと考えられる。

それ以降

に環濠が形成され大溝に取り付けられたことが推測され

る。
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(2) お敷遺構

石敷遺構は，調査医 I区のT-9区の 2， 3， 8， 9区に検出された。検出箇所は，大溝遺構と環

濠のし 2， 4号溝状遺構が検出された地点に当たる。台地の東側裾部に位量し，現在でも非常に出

水が著しい笛所で，環濠と関連する水場の遺構である。

遺構の規模は，石敷き面で南北約5.5m，東西約 5mの範囲に平面が方形状になるように，扇平な石

を敷き並べている。ただ，石敷は西側に位置する水溜めの土壌の更に西側の断面に南北方向に石が敷

き並べてある状況が観察されるので，西側に拡がるものと考えられる。また，その他の部分について

は，敷石がみだれているがあまり拡がらないようだ。

石敷の南端に東西約2m，上幅径約1.3m，下幅径約 1m，深さ0.35mの長方形状を呈し，三方をコ

字形に石で、囲っている。その東側に，南北に長径約2.6m，幅約0.9m，下低で径2.2m，幅0.5m程の

楕円形状の土壌が構築されている。

土墳は，丘陵から流れる水を溜める施設と考えられ，水は土壌及び、環濠へ流れるように計画され，

その水を利用する水場の施設として，石敷遺構があるものと考えられる。

これらの石敷遺構は，検出状況から弥生前期末の時期である大溝状遺構に多量に出土している木器

類を埋めた状況で盛土し構築されている。盛土には，遺構の西南部分で厚く堆積した貝塚が見られ，

石敷遺構下の盛土内には，弥生中期の遺物が出土している。

環濠の 2号溝状遺構と合流することが確認されている。このことは，環濠の検出状況及び環濠内土

層堆積状況をも踏まえ，原の辻遺跡の環濠は防禦用と共に水利用の用途も合わせたものであることが

推測される。

(3) 柱穴群

① 調査区III区検出の柱穴群

U-15区のれ 13，14， 19， 20区に検出された。検出箇所は，北東方向に約50mで12号溝状遺構，

南方向約30mで7号溝状遺構が検出された地点に当たる。

柱穴の検出面は，掘削を受ているために灰白色粘土層で確認された。遺構は，調査区の北側につい

ては明確でないが，南側では径3Ocm'"'-'70cm程の柱穴が30箇所確認された。更に，屑辺に広がると考え

られる。

これらは，弥生中期~後期頃の建物遺構の柱穴群と推測され，規模等については不明である。

② 調査区N区検出の柱穴群

T-181Zの 9，15区に検出された。検出箇所は，環濠の 7号溝状遺構の内側(西側)で，丘陵部分

が張り出し，環濠が曲線を呈する部分に当たる。この附近も昭和30年代に圃場整備が実施された区域

のため全面的に掘削を受けている。

柱穴は， 9箇所確認されているが掘削を受けているために，浅い状況で検出されている。

-38-
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一3 5.0円1

1.耕作土

2.暗緑灰色粘質土

3.茶福色土(鉄分を含む)

4.暗灰茶褐色土(鉄分を含む)

5. 明茶褐色土

6.灰白色土

7.灰黒色土

8.黄灰白色粘質土(地山)

+ 十

、、そトー~斗--

十 十 十

。 4m 

第22図 通路状遺構平面及び土層断面実測図(1 /80) 
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柱穴群の性格については，狭い範囲の調査区域のために定かで、はないが，環濠と関連した遺構で，

環濠内の棚列群や環濠の通路としての橋等が推測される。

③ 調査区V区検出の柱穴群

W-7区の32，33区， W-8区の 2区に検出された。検出笛所は， 19号溝状遺構から南へ 5m程，

通路状遺構から約26m程の距離に当たる。

柱穴は，径20cm~30cmが28箇所，径50cmから 70cm程が 9 箇所の柱穴群で，規模等については不明で、

ある。時期は，弥生中期から後期と考えられる。

遺構の性格については， 19号溝状遺構との関連と柱穴群の広がりを，今後明らかにしていく必要が

あろう。また，遺跡の範囲が，さらに東側に広がり，範囲の見直しも検討する必要があろう。

(4) 通路状遺構

通路状遺構は，調査区V区のW-9区のし 2， 7， 8， 1 4区に検出された。検出箇所は，今次

の調査で検出された I区の石敷遺構から東へ約80m程， 1区の10号溝状遺構から北東に約45m，V区

の12号溝状遺構から北に約45mの距離に当たる。

遺構は，北側に14号溝状遺構が，南側に13号溝状遺構が北西方向に構築され，更に東西方向に延び

ることが推察される。

2つの遺構の詳細な規模等については， V-(l)の溝状遺構に述べてあるので省くが，通路状遺溝の

記載上で若干述べることにする。

14号溝状遺構は，現計で幅約 2m，深さは約80cm~84cmで東へ傾斜している。 13号溝状遺構は，現

計で幅約2.4m~2.7m程で東側より西側が若干幅狭くなり，深さは約62cm程である。遺構内から，弥

生時代の土器，木器類が出土している。

通路状遺構の規模は，東側でi隔が4.5m程，西側で3.0m程で西側に向って狭くなっているに観察さ

れる。この遺構は，両側の溝間の部分を通行帯として利用し，溝状遺構と同様に東西方向に延びるこ

とが推測される。

構築時期については， 13， 14号溝状遺構の構築時期と同じと考えられるようだ。

-44-



4 .遺物

(1)土器

今回の調査で出土した土器は，移しい数に上り大多数は現在整理中である。そのため今回の報告で

は弥生前期末~中期の土器が出土した大溝と，弥生中期~後期・古填-時代前葉の土器が出土した 5号

溝の資料に限定した。ただし，ここで示す土器も遺構の中の一部分の資料であり，かなり偏りがある

と思われる。今後，整理作業が進展した時点で改めて正式報告する予定である。また，原の辻遺跡で

は瀬戸内系と思われる土器も出土しており，ここで合わせて報告したい。

① 大溝出土土器(第23図)

ここでは大溝下層出土土器のみ13点図化した。

童形土器(1 ，.._. 7 ) 

1・2は肩部に 2条の沈線を施すものである。 1は直線的に立ち上がる頚部から強く外反する口縁

部を持ち，口縁端部は丸くおさめる。外面は黒塗りである。 3は頚部から口縁にかけ緩やかに外反し，

口縁端部には粘土を鮎り付け，内側は僅かに突出し外端部は尖り気味におさめる。内外面ともに黒塗

りである。 4~7 は肩部に沈線及び文様を組合わせて施すものである。 4~6 は貝殻による羽状文あ

るいは綾杉文を施し， 4は肩部から頚部にかけて縦方向への施文が特徴である。 7は爪形状文を施し，

肩部上端には径 5mm程の焼成後の穿孔がある。無形査であろう。

護形土器 (8，.._.13)

口縁部が緩やかに湾曲しながら外反するいわゆる如意形口縁のものがほとんどである。 9・13は屈

曲の度合いがやや強いが内面に稜が付くほどではない。全て口唇部下端に刻目を施すが， 12・13はや

や深めに刻む。口縁部下への施文は， 1~2 条の沈線を施すもの (11 ・ 12) ，断面三角形の刻目突帯を

施すもの (13)があるが，刺突文を施すもの (10) も出土している。 12・13は胴部上半が僅かに膨ら

む。

3は弥生中期初頭，他は弥生前期後半~終末に位置付けられよう。

② 5号溝出土土器(第24，.._.30函)

ここでは 5号溝の中で出土遺物の多かったQ5-18区と Q5-12区出土の土器を中心に図化した。

童形土器(1 ，.._.21) 

lはいわゆる袋状口縁査である。口縁部直下に断面M字状の突帯を貼り付け，頚部外面には縦に暗

文を施す。 2 ・ 3 は上部を欠くが 1 のような口縁部を持つ壷形土器であると思われる。 1~3 とも外

商丹塗磨研仕上げである。 4は広口査である。胴部と頚部の境に段を有し，頚部外面には部分的に縦

方向の暗文を施す。口縁部内側上半と外面は丹塗りである。 5は断面T字状の口縁部を持ち，外側は

僅かに垂れ，端部はくぼむ。口縁部と外面は丹塗りで，内面にも僅かに丹が残る。 6はほぼ完形の広

口査である。胴中位よりやや上方に胴部最大径があり，服部と頚部の境に断面三角形の突帯を持つ。
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第24図 5号溝出土土器①(1 / 4 ) 

-47 



-8f7-

(ヤ/L )②醤芋芋吊撃告E園町議

。6t 8L 

Ll 
Ol 

n 

N 

OL 

LL 



口唇部は上方をやや摘み上げ気味におさめている。底部は平底である。 7• 8は複合口縁査である 0

7は服部と頚部の境に断面三角形の突帯を持つ。 8は胴部中位に径 7mmの穿孔と腕下位に不整形の穿

孔がある。底部は凸レンズ状底である。 9は広口壷である。服部最大径は中位にある。口頚部は緩や

かに外反し大きく聞き，口縁端部は僅かにくぽむ。 10・11は直立気味の短い口縁の付く査形土器であ

る。胴部は球形状を呈し， 10は胴部と頚部の境に断面三角形の突帯を持つ。 12'"'-'14は複合口縁壷であ

る。 12は長めの頚部が緩やかに外反し直立気味の口縁部へと続き，口縁端部は外方に屈曲する。頚部

と口縁部の境は突帯状につまみ出し，先端部に刻目を施す。頚部と胴部の境には断面三角形の突帯を

持つ。胴部外面にはタタキ目がみられる。灰白色を呈し，胎土に石英・黒色砂粒・金雲母を含む。 13・

14は山陰系の土器の特徴を持つものである。 13は短めの頚部が急激に外皮し，直線的な口縁部は外傾

する。口縁下端はシャープに突出する。胴部内面はヘラケズリである。浅黄樺色を呈し，石英・赤色

砂粒・金雲母を含む。 14もおと同様の形態を持つ蜜形土器でやや大型で、ある。口縁端部は外側に肥厚

させ，頚部に 2条の沈線とへラ状工具の押圧による綾杉文を施す。胴部内面はヘラケズリである。に

ぶ、い掻色を呈し，胎土に石英・角閃石・金雲母を含む。 15'"'-'21は小型の壷形土器である。 15は無頚壷

で，内部に指頭痕が残る。 16は口縁部が直線的で外傾しながら長く伸びる。口縁内部と胴外面上半は，

部分的に朱彩が残る。 17は胴部に対して口縁部が長く伸びる。胴部内面はへラケズリである。 18'"'-'20

は胴部外面下半を手持ちヘラケズリで仕上げる。口縁部は外湾しながら立ち上がり，直立するものと

外傾するものがある。 16'"'-'20は畿内系であると思われる。 21は服部外面下半を縦方向に削り，底部は

尖り気味に粗く造り出している。

聾形土器 (22"-'45)

22'"'-'25は鋤先状口縁を持つ翠形土器である。 22は口縁上面が内傾し，胴部との接続部は肥厚する。

23は口縁部が内側にやや突出し，端部は垂れる。 24・25は口縁部直下に断面三角形の突帯を持つ。 24

は口縁上面がやや内傾し，内側は僅かに突出する。 25はほぼ水平の口縁部で，内側にかなり突出して

いる。 26・27は饗底部である。いずれも平底で， 26は非常に薄いっくりである。 28'"'-'31はく字状口縁を

持つ窪形土器である。服部外面下半に粗い板ナデ状の調整を施すことで共通する。 29は踊部最大径が

中位よりやや上方にあり倒卵形の体部をなす。口縁端は丸くおさめ底部は凸レンズ状底である。 30は

胴部最大径が中位にありラグビーボール状の体部である。口縁部は，端部にいくほど厚みを増す。底

部は凸レンズ状底である。 32は頚部が締まり長めの口縁部が大きく開く。頚部に 2条，胴部に 1条の

断面コ字状突帯あるいはM字状突帯を持つ。 33・34は28'"'-'30と同様の器面調整である。 33は胴部がや

や膨らむ。底部は凸レンズ状であるが丸底に近い。 35の胴部外面はタタキの後，縦方向のハケ目調整

を行う。口縁部と胴部の境が明瞭ではない。 36は口縁部が亘線的に立ち上がり，端部をつまみ上げる。

胴部外面はタタキの後，縦方向のハケ自調整を行う。内面はハケ白調整である。黒褐色を呈し，胎土

に石英・角閃石・金雲母を含む。 37は庄内系の護形土器である。胸部から強く外反する口縁部を持ち，

やや外湾気味に立ち上がり，端部は上方につまみ上げる。胸部外面は細かいタタキ目が残る。内面は

ヘラケズリである。褐灰色を呈し，胎土に石英・黒色砂粒・金雲母を含む。 38は山陰系の複合口縁翠
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である。口縁部は胸部から強く外反し，吏に上方に外傾しながら直線的に伸びる。反転部はシャープ

に突出する。口縁部から頚部外面はヨコナデ，胴部外面は横方向のハケ日調整である。内面はヘラケ

ズリである。灰白色を呈し，胎土に石英・黒色砂粒を含む。 39~43は布留系の護形土器である。日縁

部は内湾ぎみに外傾し，端部は内側に僅かにつまみ上げるもの (40~42) と，つまみ上げが明瞭でな

いもの (39・43) とがある。肩部は丁寧な横ハケ調整を施すが，櫛巨波状文・沈線を施すものもある。

胸部内面はいずれもへラケズリである。 44・45は窒棺である。 44は口縁部が内外に突出し，外側に低

く傾斜する。口縁部下には断面コ字状の突帯を持つ。口縁外端と突帯は横ナデによりややくぼみを持

つO 丹塗りの痕跡が認められるが明瞭ではない。 45はく字状に緩やかに外反し長く伸びる口縁を持つ。

頚部には広めの突帯を貼り付け，ロ縁端部には間縞を置き刻目を施す。

鉢形土器 (46'"'-'48)

底部から口縁部まで屈曲なくそのまま伸びる鉢である。いずれも丸底であるが， 48は深く不安定で

ある。 47は外面下半をヘラケズリで仕上げている。

富士不形土器 (49'"'-'57)

49・50は鋤先状口縁を持つ高杯である。口縁部内側はやや突出し， 49は口縁外端部が僅かに垂れる。

51・52は高杯脚の筒部である。 51は長めで，筒部と裾部の境に 3個の穿孔がある。笥部から裾部への

移行は緩やかである。内面にしぼり痕がみられる。 52は51よりも裾部寄りに 3備の穿孔がある。内面

はナデておりしぼり痕は僅かに残る。 53・54は均二部の屈曲がほぼ中位にあるが，外面の屈曲部は不明

瞭である。内面は段をなす。いずれも筒部と裾部の境に 3個の穿孔を持つ。 55は特異な形態を持ち搬

入品と思われる高杯である。坪部は下半が膨らみ，中位で屈曲しやや外傾気味に伸びる口縁部を持つ。

短い脚部から裾部へと移行する。裾部の中位に 4個の穿孔を持つ。口縁部には縦方向の暗文を施す。

灰白色を呈し，一部に丹塗りの後が認められるが明瞭ではない。胎土に石英・白色砂粒・赤色砂粒・

角関石を含む。類例が三雲遺跡サキゾノ地区で出土している(1)0 56・57は短いエンタシス状の筒部を持

ち，筒部と裾部の境に 2個の穿孔を持つ。

器台形土器 (58'"'-'67)

58は胴部のくびれがほぼ中位にあり，上下に均等に開く。 59はくびれがやや上位にあり，外面は下

方向へのケズリがみられる。 60・61はくびれ部が受け部付近にまで上がるが，胴部と受け部の屈曲は

緩やかである。 62~64は胴部から受け部への屈曲が著しい。 63は受け部上端をつまみ上げる。 64は受

け部が皿状になる。 65は畿内系の小型器台である。くびれが上位にあり直線的に上下に開く。権色を

呈し，胎土に石英・黒色砂粒・金雲母を含む。 66・67は山陰系の土器で鼓形器台と呼ばれるものであ

る。くびれ部分の上下が明擦に突出し，受け部は外傾しながら大きく開く。 66は受け部内面にへラミ

ガキ，裾部にヘラケズリがみられる。浅黄澄色を呈し，胎土に石英・赤色砂粒・白色砂粒・金雲母を

含む。 67は2号溝の出土であるが，参考までに掲載した。筒部の内面は鋭角に屈曲する。風化のため

受け部内部の調整は不明だが，裾部内面はヘラケズリである。にぶい澄色を呈し，胎土に石英・白色

砂粒・角関石・金雲母を含む。
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第30図 5号溝出土土器⑦(1 / 4 ) 

杯形土器 (68・69)

いずれも山陰系の低脚付杯形土器である。皿状の杯部に短く開く脚部が付く。 68は杯部内面はナデ

仕上げ，外面には縦方向のハケ白がみられる。灰白色を呈し，胎土に石英・角閃石・金砂粒を含む。

69は2号溝出土である。杯部内面がヘラケズリの後ナデ仕上げ，外面は縦方向のハケ調整の後，横ナ

デで仕上げてある。淡黄櫨色を呈し，胎土に石英・角閃石・金雲母・赤色砂粒を含む。

支脚形土器(70-----74)

沓形器台とも呼ばれるものである。 7o r-__， 72は受け部が面をなし中央に穿孔を持つ。 73は筒状の胴部
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の上端に粘土を継ぎ足しつまみ部を造る。 74は上下に開く筒形器台の受け部を左右からつぶし，つま

み部を造り出している。

以上 5号溝出土土器について述べた。調査時に遺物を層位的に取り上げることが国難であり，ま

た遺物について詳細な分析や検討も行っていない。そのため今後再検討の必要もあると思われるが，

北部九州の一般的編年の中に位量付けると概ね次の通りである。 22・44は弥生時代中期中葉， 1~5 ・

23~27 ・ 49 ・ 50 は中期後葉， 6は後期前葉， 7・8・58・59は後期中葉， 46・51・60・61は後期後葉，

9 ・ 10 ・ 28~33 ・ 45は後期後葉~終末， 11 ・ 34 ・ 35 ・ 52 ・ 62~64 ・ 70~74は後期終末~古墳時代初頭，

H ・ 15~21 ・ 36~43 ・ 47 ・ 48 ・ 53~57 ・ 65~69は吉墳時代初頭~前葉に，ぞれぞれ位置付けられよう。

③ 搬入土器(第31図)

すでに， 5号溝出土土器の中に畿内や山陰系と思われる土器も取り上げているが，ここでは瀬戸内

系と思われる土器について述べることにする。

1~3 は，いずれも破片であるが，その形状から壷形土器であると思われる。 1 ・ 3 は肩部片で，

斜格子を持つ鋸歯文，平行沈線，半裁竹管文を組み合わせて施している。肩部と頚部の境には断面コ

字形の突帯を持つ。 1がにぶい黄櫨色， 3がにぶ、い権色を呈し，いずれも胎土に石英・白色砂粒・赤

色砂粒・金砂粒を含む。 2は底部である。高台状の平底が付き，側面に平行沈線と半裁竹管文を施す。

その上に斜格子を持つ鋸歯文， 4条の平行沈線，高台側面とは逆向きの半裁竹管文を施す。残存部分

はほとんど黒班で占められているが，本来にぶい黄櫨色を呈するものと思われる。胎土に石英・白色

砂粒・赤色砂粒・金砂粒・角閃石を含む。 4は大型の複合口縁査の口縁部である。ほぼ直立気味の頚

部から大きく外反し，反転部は鍔状をなし，内湾しながら口縁端部に続く。口縁上端部には 2条の沈

線を施す。鍔状反転部の上側には， 6 条の横平行沈線と 9~10条を単位とする縦方向の沈線を 5 cm程

の間隔で施し，その下に鋸歯文状の文様を施す。頚部には 9条の横平行沈線及び 9条を単位とする縦

方向の沈線を 5cm間隔で施している。また，頚部と胴部の境には刺突列点、文を施す。にぶ、い樟色を呈

し，胎土に石英・赤色砂粒・金雲母を含む。山口県周防の宮原遺跡に類例がある(幻。 5・6は接合しな

いが同一個体であると思われる。その形態から大型の複合口縁壷の口縁部であると考えらるが，大型

器台の可能性もある。いずれも外面に斜格子を持つ鋸歯文，山形文，竹管文を組み合わせて施す。に

ぶ、い種色を呈し，胎土に石英・赤色砂粒・金砂粒を含む。

1・2・4は1号溝， 3 ・ 5 ・ 6 は 2 号溝出土である。 1~3 ・ 5 ・ 6 は類例を見ずその分布地域

や時期も明らかではないが，施文や形態から瀬戸内系であると思われる。 4と同様に弥生時代終末か

ら古墳時代初頭にかけてのものであろうか。

註

(1) 柳田康男ほか『三雲遺跡IIU福岡県文化財調査報告書第63集福岡県教育委員会 1982 

(2) 山本一郎「防長の弥生式土器Jr山口県の弥生式土器J周陽考古学研究所報 2 周陽考古学研究

所 1979
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(2) 荷器類

武器類・工具・農具・魚携具などが出土した。

石銀(第32図)

1~5 は磨製石鉱である。

1は，凹基式磨製石鉱である。断面レンズ状を呈し，錆を有しない。基部は緩く湾曲する。先端部

と逆刺の一部を欠く。鉱身，基部ともに研磨を施すが，片面は風化を受けている。現存長4.15cm，幅

1.79cm，厚さO.33cm，重さ3.6gを計る。材質は頁岩である。 T9-21区3層より出土した。 2は，小

片のため形態が不明である。これにも鏑はなく断面レンズ状を呈する。基部，先端部とも欠損してい

る。現存長2.46cm，最大幅1.37cm，厚さO.3cm，重さ1.3gを計る。材質は頁岩で， R3区の排土表採品で

ある。 3は，凹基式磨製石鉱である。ややl福が広いが形態は 1と同様である。現存長2.51cm，幅2.85

cm，厚さO.31cm，重さ3.7gを計る。 T9-9区大溝の上面より出土した。黒色頁岩で全面に研磨を施

す。 4は，先端部，茎部を欠く有茎式磨製石飯である。関部は弧状に削り込み，茎と区別する。現存
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長3.34cm，幅1.45cm，厚さ0.4cm，重さ2.8gを計る。材質は頁岩製である。風化が著しい。 U13-22区

9号溝より出土した。 5は，磨製石鉱の先端部である。

6~22は，打製石鉱である。

6は，二等辺三角形を呈する。刃部側縁を直線的に作り，基部は緩く湾入する。黒曜石製で重さ l

gを計る。 T8-1区3号溝より出土した。 7も形態的に同様の作りである。 8は，刃縁部が曲線をな

し，基部を深く扶る。黒曜石製で重さ 1gを計る。 T9-21区1号溝より出土した。 9は，逆刺の部分

を両方とも欠く，黒曜石製で重さ1.1gを計る。 T9-21区1号溝排土表採品である。 10は，逆刺の部

分のみで鉱身部を大きく欠損している。 T8-32区2号溝排土表採品である。 11は，大型の石鉱であ

る。 12は，逆刺部分を両方とも欠く。黒曜石製で重さ0.8gを計る。 T8-18区2号溝排土表採品であ

る。 14は，先端部と基部端を欠いた平基式石鉱である。黒曜石製で重さ2.2gを計る。 S8-12区2号

溝内より出土した。 15は，やや内湾した平基式石鉱である。材質は玄武岩系で重さ0.5gを計る。 S8

-5区2層より出土した。 16は，やや外湾した平基式石鉱である。先端部と基部端を若干欠く。黒曜石

製で重さ1.1gを計る。 T8-33区2号溝排土表採品である。 17も，平基式石鉱であるが，先端部と基

部端を欠く。黒曜石製で重さ0.8gを計る。 S7-35区排土表採品である。

18~20は，刃部側縁が鋸歯状に仕上げられた鉱である。 8 も，若干側縁が鋸歯状に仕上げられるが

顕著ではない。 18，19は鍛身が狭い。 18は，逆刺部を欠くが，重さ 1gを計る。材質は玄武岩系であ

る。 S7-26区2号溝内より出土した。 19も逆刺部を欠くが，黒曜石製で重さ0.9gを計る。 T9-9区

大溝 4層上面より出土した。 20は，逆刺の断片である。 S7-28区2号溝排土表採品である。

21は，凹基式石鍬である。刃部側縁が若干内湾する。主剥離面と基部内面は研磨を施している。黒

曜石製で，重さ3.2gを計る。 S8-131Z2号溝内より出土した。 22も回基式石鉱である。基部は深く

扶りを施している。主剥離面に若干研磨痕を残す。黒曜石製で，重さ1.1gを計る。 T10-2区1号溝

内より出土した。

石剣(第33図)

この調査では完形品の出土がなく，また遺物は小片であるため確実ではないが石剣として扱った。

23は，鉄剣形磨製石剣と忠われる。現存長9.98cm，幅4.2cm，厚さ0.9cm，重さ41.8gを計る。石材

の関係か，刃部は丁寧な研磨を施すが，錆はなく敵打痕を残し平面をなす。石材は黒色頁岩である o

T8-13区2号溝より出土した。 24は，鋒部である。全体に風化を受けている。重さ54.0gを計る。 25

も脊のない鉄剣形磨製石剣と思われる。風化を受けている。 28，29，31も25と同タイプの小片である。

27は，身幅3.22cmと細く全体に研磨を施す。片面は刃部端を残し剥離している。 30は，身幅2.54cmと

細形で鏑を有する。全体に研磨を施すが，一部風化を受けている。

石文(第34図)

32は，石鎌の可能性もあるが，ここでは石文の鋒部として扱った。現存長9.90cm，幅4.2cm，厚さ1.19
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cm，重さ59.0gを計る。石材は黒色頁岩である。 TIO-21区2号溝上面より出土した。 33も石鎌の可

能性がある。厚さO.63cmと薄く刃部のみ研磨を施す。刃部は内湾ぎみに緩くカーブする。関に至る張

り出しの部分と考え石文で取り上げた。 T9-16区4層上面より出土した。 34も石鎌の可能性が強い。

現存長8.44cm，最大幅2.60cm，厚さO.42cm，重さ11.6gを計る。 T9-27区3層より出土した。 35は，

己 41 

に~

43 

42 

仁二二コ

47 

45 
46 仁コ

49 

48 

。 5cm 

第35図石器実現。図④(1 / 2 ) 
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長さ6.27cm，幅3.94cm，現存厚0.64cm，重さ19.8gを計る。鏑を研ぎ出し，子しを穿っている。孔の大

きさは，外径0.92cm，内径0.55cmある。片面は剥離を受け不明である。石材は粘板岩系と思われる。

37は，石文の茎部分である。厚さ0.93cm，重さ25.6cm，孔の外径1.03cm，内径0.52cmを計る。孔はど

ちらも両面より穿っている。身と茎との段差はなく，茎の部分がわずかに傾斜している。身は鏑が僅

かにうかがえる。蛇紋岩系の軟質な材質である。 S19-30区4層上面より出土した。 38は，鋒部であ

る。現存長4.09cm，幅3.98cm，厚さ1.08cm，重さ15.8gを計る。材質は硬質の蛇紋岩系である。 Q5-

12区5号溝内より出土した。 39は，現存長6.35cm，幅4.92cm，厚さ1.30cm，重さ58.5gを計る。全体

に研磨を施す。鏑は明瞭ではない。石餅の可能性もあるが，基部側の窪みが穿孔に関わるものと考え

ここでは石文とした。材質は黒色頁岩と思われる。 T9-27区I号溝上面より出土した。

石斧(第35図)

40は，扶入石斧の未製品である。長さ13.22cm，幅3.36cm，厚さ4.31cm，重さ340gを計る。材質は

珪質頁岩でQ5-12区排土表採品である。 41は，石斧の石材である。荒割りされただけの物で，長さ6.85

cm， I福3.1cm，厚さ2.05cm，重さ71.5gを計る。 43は，偏平片刃石斧の未製品である。長さ6.41cm，幅

3. 72cm，厚さ1.88cm，重さ62.5gを計る。石材は珪質頁岩である。 T8-32区2号溝排土表採品であ

る。 45は偏平片刃石斧である。現存長4.9cm，幅1.74cm，厚さ0.46cm，重さ6.3gを計る。 T9-15区4

層上面より出土した。 46は，石斧の石材である。幅2.81cm，厚さ1.74cm，重さ45gを計る。 47は長さ

3.75cm，幅2.32cm，厚さ1.05cm，重さ15.2gを計る。刃部，片側面のみ研磨を施す。 T9-16区排土表

採品である。 48は，太型蛤刃石斧の刃部である。現存長4.02cm，幅4.71cm，厚さ2.81cm，重さ84.0g 

を計る。全体に風化を受けている。 49は偏平片刃石斧である。長さ5.11cm，幅1.57cm，最大厚0.8cm，

重さ 10.6gを計る。材質は黒色頁岩である。 R7-6区4層上面より出土した。

参考文献

森本晋「石鉱JW弥生文化の研究~ 9 雄山関 1986

長沼 孝 f磨製石剣・石文JW弥生文化の研究~ 9 雄山関 1986 

下僚信行「武器形石製品の性格JW平安博物館研究紀要』第 7輯 古代学協会 1982 
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石庖丁(第36図)

50は，背部が欠落しているが，外湾刃形石庖丁である。全体を研磨しているが，子しを穿つ蔽打痕も

見られる。刃部は明瞭な境が無い。現存長8.35cm，厚さ0.36cm，重さ16.3gを計る。材質は黒色頁岩

と思われる。 Q4-36区4層上面より出土した。 51は，直背外湾刃横長形である。孔より 1/2は欠落し

ている。全体に研磨を施すが，凹凸も残る。刃は片刃仕上げである。現存長7.97cm，幅4.04cm，厚さ

0.5cm，重さ25.4gを計る。材質は黒色頁岩である。 T9-34区4号溝内より出土した。 52は，背部，

刃部ともに外湾した杏仁形石庖丁と呼ばれるものである。刃部は両面研ぎ出しで，子しはこ穴である。

全長8.67cm，幅4.4cm，重さ39.2g，孔端3.40cm，3.73cm，孔間1.42cm，背孔0.69cmを計る。材質は頁

岩と思われる。 T9-10区より出土した。

石鎌(第37，38図)

53は，板状剥片を素材とした，局部磨製の石鎌である。基部を欠くため本来の大きさはつかめない。

現存長12.53cm，最大幅5.7cm，厚さ0.72cm，重さ89gを計る。背縁は交互剥離を施し，刃部は両面よ

り研磨した直線両刃でやや内湾する。材質は黒色頁岩である。 Q4-30区5号溝より出土した。 54は，

板状剥片を打裂整形した，未製品である。現存長11.83cm，幅5.17cm，厚さ0.97cm，重さ96gを計る。

56は，先端部と基部を欠く大型の石鎌である。現存長8.48cm，幅5.97cm，厚さ0.77cm，重さ64.5gを

計る。刃部は両面から研磨を施す。背縁も研磨し縁面をなす。身部は研磨を施すが，敵打痕を残す。

材質は硬質の頁岩でる。 T18-4区7号溝より出土した。 57も先端部と基部を欠く石鎌である。背縁部

は打裂整形後，研磨を施す。身部は敵打による調整である。刃部は両面を研磨する。現存長7.44cm， 

幅5.42cm，厚さ0.86cm，重さ50.5gを計る o R6-29区3層より出土した。 58は，先端部が丸みをおび

50 

51 

52 
。 5cm 

第36図石器実測図⑤(1 / 2 ) 
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た，直線刃の石鎌と思われる。現存長7.28cm，幅4.0cm，厚さ0.62cm，重さ30.8gを計る。身部は研磨

を施すが敵打痕を残す。先端部は打裂痕が見られるものの，縁辺および刃部も研磨を施している。ま

た欠損部に研磨痕がわずかに残るのが，本来の研磨面か 2次的なものか不明で、ある。 59は，石鎌の基

部と思われる。縁辺と刃部のみ研磨を施す。厚さ0.37cmである。 T9-15区4層上面より出土した。 60

は，石鎌の基部である。縁辺を打裂調整を施し，わずかに刃部の研磨痕を見る。現存長5.13cm，幅4.6

cm，厚さ0.67cm，重さ30gを計る。 T9-27区4層上面より出土した。 62は，先端部および基部を欠い

た石鎌である。現存長7.93cm，幅6.36cm，厚さ1.03cm，重さ88.5gを計る。刃部と背縁のみ研磨を施

す。 64は，内湾刃の石鎌の先端部分である。全体に研磨を施す。現存長7.32cm，幅2.97cm，厚さ0.47

cm，重さ13.4gを計る。 Q5-24区5号溝より出土した。 65も石鎌の先端部分である。現存長7.22cm，

幅4.06cm，厚さ0.37cm，重さ17gを計る。縁辺の調整は不明だが，板状剥片を整形し刃部のみ研磨を

施す。 T9-15区4層上面より出土した。 67は，先端部と基部を欠く。現蒋長9.06cm，幅3.90cm，厚さ

0.47cm，重さ29.2gを計る。刃部と背縁部のみの研磨と思われるが，全体に風化を受けている。 S8-

12区4層上面より出土した。 69は，石鎌の先端部分である。板状剥片を整形し，縁辺と刃部のみ研磨

を施す。現存長4.20cm，幅4.12cm，厚さ0.29cm，重さ7.6gを計る。 S7-20区2号溝より出土した 0

70は，刃部のみ研磨痕を残す。厚さ0.28cmと薄く風化を受けている。長さ，幅は復原できない。 R6-

29区3層より出土した。 71，72は，小片で、はあるが，石鎌の先端部分である。 71は厚さ0.31cm，重さ

4.2 g， 72は厚さ0.44cm，重さ4.9gでどちらも，刃部と背縁のみ研磨を施す。 71はT9-10区3層， 72 

はT9-15区4層より出土した。 73は， 58と同様に先端が丸みをもっタイプである。現存長4.79cm，幅

2. 27cm，厚さ0.34cm，重さ7.2gを計る。全体に研磨を施す。材質は黒色頁岩である。 T9-15区3層

より出土した。

参考文献

下篠信行「石器の生産JW弥生文化の研究j 5 雄山閣 1989 

酒井龍一「磨製石庖TJW弥生文化の研究j 5 雄山閣 1989 

水島稔夫「石鎌J W弥生文化の研究j 5 雄山閣 1989 
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紡錘車(第39図)

82は，直径4.83cm~4. 75cm，厚さ0.8cm，重さ36.4g，孔の径0.6cmを計る。材質は硬質の蛇紋岩系

と思われる。 T10-27区4層上部より出土した。 83は， 3/5を欠くが復原径4.5cm，最大厚0.4cm，現

存重6.8gを計る。孔は径0.46cmで両面より穿つ。材質は黒色頁岩である。 S7-28区2号溝内より出

土した。 84は未製品である。直径6.5cm~6.27cm，厚さ 0.86cm，重さ 65.5g を計る。中心部に錐による

小さい孔が 3点、残る。もう片面は，中心部に小さい打痕点が無数に施され，その中に錐による孔が 2

点、みられる。硬質の黒色頁岩製で， Q4-30区5号溝より出土した。 85は， 1/2を欠く大型の紡錘車で

ある。復原径12.5cm，最大厚1.15cm，残存重140gを計る。孔は，復原径2.4cm'"'-' 1. 66cmで両面穿ちを

行っている。材質は珪質頁岩と思われる。 T10-20区より出土した。環状石斧の可能性もある。

石錘(第39図)

74，75は棒状有孔石錘である。

74は，棒状をなし断面偏六角形を呈する。長さ12.57cm，最大幅2.79cm，重さ80gを計る。両端に直径

0.05cmの孔を，直行する面に穿っている。材質は黒色頁岩でQ5-24区5号溝内より出土した。

75は，断面歪な円形を呈する。両端は，両面より削りを施している。長さ11.28cm，幅2. 2cm~2 . 4cm， 

重さ80gを計る。子しは直径0.58cmとo. 44cm'"'-'0 . 36cmとが，ほぼ平行に穿たれている。材質は黒色頁岩

で， T9-27区4層上部より出土した。

76~81は，有溝石錘である。

77は，ナマコの形態をした小石で，長軸方向に 1条の溝を施している。長さ4.59cm，最大幅2.21cm，

厚さ1.53cm，重さ21.4gを計る。材質は細粒砂岩である。 R5-32区5号溝内より出土した。 78は，紡

錘状を呈し，長軸方向に 1条の溝を施している。長さ4.52cm，最大幅1.93cm'"'-' 1. 7cm，重さ19.0gを計

る。材質は黒色頁岩である。 T10区1号溝排土表採品である。 79も長軸方向に 1条の溝を施している。

長さ4.1cm，最大幅1.2cm~ 1. 56cm，重さ10.8gを計る。黒色頁岩製である。 80は，紡錘状を呈し，長

軸方向に 1条の溝を施している。長さ7.65cm，幅2.33cm，厚さ2.15cm，重さ48.8gを計る。 T9-3区

2号溝内より出土した。 81は，長軸方向に 1条の溝と，端部から約1.5cmの部分に横軸方向に I条の溝

を2筒所に施している。長さ7.43cm，復原幅1.26cm，残存重9.0gを計る。長軸方向の溝の両面は剥離

している。材質は黒色頁岩である。 T9-3区2号溝より出土した。

その他の石製品(第40図)

86~89は，砥石である。 86は，長さ 20cm，幅9.5cm，厚さ 6.0cm，重さ 2.26kgを計る。上下面とも使

用痕を残す。材質は細粒砂岩である。 R6-3区4層上面より出土した。 87は，欠損品で，上面に使用

痕を残す。現存長 9cm，幅7.5cm，厚さ 5cm，重さ0.54kgを計る。材質は中粒砂岩である。 T9-21区

3層より出土した。 88は，小片であるが上下面に使用痕を残す。片面には錐状の物を研いだ、とj思われ

る2状の溝状使用痕も残る。厚さ1.6cmを計る。材質は中粒砂岩である。 89は，長さ14.3cm，幅47cm，
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厚さ5.2cm，重さ0.741沼を計る。細粒砂岩で，上面のみ使用。 S7-28区4層上面より出土した。

90， 91は，凹石である。この遺跡で特に目につく石器である。ここでは紙面の関係で 2点だけを紹

介する。 90は，径8.5~7.7cmの円磯で，厚さ 3.9cm，重さ 0.44kgを計る。上下中央部に径4.65cm，深さ

0.38cm・径4.30cm，深さ0.56cmと殴打による窪みをもっo T9-27区より出土した。 91は，径11. 0~10.7

cmの円礁で，厚さ4.5cm，重さ1.04kgを計る。窪みは，径3.30cm，深さ0.66cm・径3.17cm，深さ0.23cm

である。 T9-27区3層より出土した。 92は，スリ石と思われる。長さ14.0cm，幅5.3cm，厚さ4.2cm，

重さ0.56kgで，断面楕円形を呈する。先端付近に赤色顔料が付着している。 T8-19区3層より出土し

た。

89 亡コ
口

90 

一。 92 

Cコ 91 

第40図石

。

器実測図⑨(1 / 4 ) 

10cm 
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(3) 青銅器類(第41図)

31本の銅鉱と貨泉，鉄剣形銅剣の出土があった。

銅剣u(第41図 1) 

1は，鉄剣形銅剣の一部と思われる。残存長7.4cm，幅2.48cm，厚さ0.73cm，重さ60gを計る。断面

菱形を呈するが，刃部は刃止をしている。下方はわずかに狭まり，関部に連なるものかと思われる o

T9-9区3層に現れた Pitより出土した。

貨泉(第41図 2) 

2は，貨泉である。外径2.30x 2 . 29cm，厚さ0.16cm，重さ1.30gを計る。表面には右に『貨j，左に

『泉』を配している。方孔の郭は裏面にだけあり，表面には無い。出土時に 3つに割れていたが，現在

保存処理をして復原を行っている。昭和26年に東亜考古学会が 5号溝西側の台地を調査したおりも貨

泉が出土しており，原の辻遺跡ではこれが2例目である。 T10-23区1号溝内より出土した。貨泉は

弥生時代の遺跡では 9遺跡38枚の出土例が知られる。

銅鉱(第41図 3~33) 

3~33は，有茎形の銅鉱である。

3は，腐食で芯部分が辛うじて残っている。現存長2.52cm，最大幅0.64cm，最大厚0.19cm，重さ0.7

gを計る。 S8-5区排土表採品である。

4も腐食が激しい。現存長3.04cm，最大幅0.95cm，最大厚0.30cm，重さ1.9gを計る。 T9-3区IV

層上面より出土した。

5は，鋒，茎をわずかに欠く，柳葉形有茎錬である。逆刺は，鋳型による痕跡は見られるが研ぎだ

していない。銀身に樋に似た窪みがある。故意に作ったものか，鋳込時に偶然できたものかは不明で

ある。長さ5.32cm，最大幅1.23cm，最大厚0.46cm，重さ5.4gを計る。 R5-32区IV層上面 5号溝より

出土した。

6は，腐食を受け剥離している。現存長4.91cm，最大幅0.80cm，最大厚0.39cm，重さ4.0gを計るo

T 9-10区III層より出土した。

7は，鋒，逆刺を欠いている。現存長3.04cm，最大幅0.95cm，最大厚0.30cm，重さ1.9gを計る。全

体に風化を受け，薄い灰青色を呈する。鏑は僅かに見られる。現存長4.69cm，最大幅1.19cm，最大厚

0.38cm，重さ3.5gを計る。 T10-27区IV層上面より出土した。

8は，鉱身と茎を部分的に欠く。逆刺はあまり発達していない。全体に風化を受け，薄い灰青色を

呈する。鉱身の片面は 5と同様の窪みがある。現存長4.83cm，最大幅0.98cm，最大厚o. 41cm，重さ3.9

gを計る。 T10-21区IV層上面より出土した。

9は，全体に騎食を受け灰白色を呈する。現存長4.19cm，最大幅0.96cm，最大厚0.38cm，重さ4.0g

を計る。 S7一一13区の排土表採品である。

10は，有茎形の長三角形を呈した鉱である。鏑は明瞭である。逆刺は鋳型による痕跡は鋭いが，切
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り込まず茎と直角に研ぎ出している。長4.67cm，最大幅1.57cm，最大厚0.52cm，重さ7.9gを計る。 T

9 -15区2号溝内排土表採品である。

11は，有茎形の模葉形を呈した鉱である。鏑は明瞭で，逆刺も切れ込みは無いが残りが良い。茎が

僅かに湾曲する。現存長4.61cm，最大幅1.14cm，最大厚0.32cm，重さ4.8gを計る。 T9区排土表採品

である。

12は，全体に腐食を受け鋒，逆刺，茎を欠いている。色は灰青色を呈する。現存長4.58cm，最大幅

1.00cm，最大厚0.39cm，重さ3.2gを計る。 T10-14区IV層 1号溝上面より出土した。

13は，全体に腐食を受け灰黄色を呈している。現存長4.50cm，最大幅0.97cm，最大厚o. 33cm，重さ

3.5gを計る。 R6-35区2号溝上面より出土した。

14は，有茎の柳葉形の鉱と思われる。鋒と鍛身片側部を欠く。鏑は明瞭である。腐食で青緑色を呈

する。現存長4.45cm，最大幅1.22cm，最大厚0.44cm，重さ4.7gを計る。 T10-2区III層より出土した。

15は，有茎の柳葉形の鉱である。全体に風化を受けているが，ほぽ原形を保っている。鏑も明瞭で

ある。現存長4.48cm，最大幅1.13cm，最大厚0.35cm，重さ4.4gを計る。 T9 -10区III膚より出土し

た。

16は，鋒と茎端を欠く。風化を受け灰緑色を呈する。鉱身に窪みが見られる。現存長4.46cm，最大

幅1.09cm，最大厚0.53cm，重さ4.2gを計る。最大厚みは，断面円形の茎部分にある。 T10区排土表採

品である。

17は，有茎の柳葉形の鉱と思われる。ほぼ原形を保っと考えるが、鏑より片方は欠けている。鋳込

時の未充填と思われる。研磨は鉱身，逆刺部分に見られる。現存長4.81cm，最大幅0.97cm，最大厚0.40

cm，重さ3.6gを計る。 R5-31区5号溝より出土した。

18は，全体に腐食を受けている。鋒，逆刺，茎端を欠く。現存長4.05cm，最大幅1.16cm，最大厚0.49

cm，重さ3.8gを計る。 T9-32区IV層上面より出土した。

19は，腐食による剥離で原形は不明。現存長4.08cm，最大幅0.80cm，最大厚o. 35cm，重さ2.3gを計

る。 T9-21区1号溝内より出土した。

20は，全体に腐食を受け周囲は欠けているが，錬身中心部分は原形を保つ。 5と同じタイプと思わ

れる。銀身は鏑が不明瞭で，鏑と平行に窪みがある。現存長4.16cm，最大幅0.94cm，最大厚0.42cm，

重さ3.4gを計る。 T10-9区II層より出土した。

21は，有茎の柳葉形の鉱である。風化に耐え，最近まで使用していたかと思える様な色調でよく原

形を保つ。鍛身は鏑が発達し，研磨の条痕が明瞭に残る。逆刺は僅かに切れ込み，茎は四面に研磨を

施し，断面楕円状を呈する。現存長3.98cm，最大幅1.18cm，最大厚0.42cm，重さ4.4gを計る。 S8-5

区1号溝内より出土した。

22は，先端部分，逆刺の一部，茎端を欠く。風化を受け灰青色を呈する。鏑は明瞭で，逆刺は僅か

に切れ込む。現存長3.91cm，最大幅1.20cm，最大厚0.50cm，重さ1.9gを計る。 Tll-34区排土表採品

である。

23は，全体に腐食を受け原形は不明である。現存長4.05cm，最大幅0.90cm，最大厚0.46cm，重さ3.5

gを計る。 T10-3 III層より出土した。
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24は，鉱身 1/2と茎端を欠く。現存長3.86cm，最大幅0.95cm，最大厚0.42cm，重さ2.2gを計る。

Tll-28区IV層上面より出土した。

25は，全体に腐食を受けにぶい褐色を呈する。鏡は高く，逆刺は僅かに切れ込む。 21，22タイプと

思われるが，原形は不明で、ある。現存長3.85cm，最大幅0.95cm，最大厚o. 45cm，重さ3.9gを計る。 T

9 -32区排土表採品である。

26は，有茎形の長三角形を呈したま族と思われる。全体に腐食を受け，緩く湾曲している。鉛を思わ

せるにぶ、い灰黒色を呈する。現存長3.61cm，最大幅1.28cm，最大厚0.47cm，重さ4.9gを計る。 S7-7

区III層より出土した。

27は，全体に風化を受け，原形は不明である。うすい褐色を呈する。現存長3.60cm，最大幅0.82cm，

最大厚0.39cm，重さ2.5gを計る。 U13-22区9号溝上面より出土した。

28は，腐食を受け，鋒部分，茎を欠く。灰青色を呈する。 22と同タイプで逆刺が僅かに切れ込む。

現存長3.27cm，最大幅l.16cm，最大厚0.46cm，重さl.5gを計る。 Tll-22区1号溝より出土した。

29は，腐食を受け原形は不明である。逆刺部分が茎と直角に研ぎ出されたタイプである。現存長3.34

cm，最大幅0.92cm，最大厚0.33cm，重さl.5gを計る。 T10-9区II層より出土した。

30も，全体に腐食を受け，剥離をおこし芯部だけのもので原形は不明である。現存長3.39cm，最大

幅o. 68cm，最大厚0.31cm，重さl.5gを計る。 T8 2区III層より出土した。

31も，全体に腐食を受け原形は不明である。現存長3.09cm，最大幅0.84cm，最大厚0.43cm，重さ2.5

gを計る。 T8-2区3号溝より出土した。

32も，全体に腐食を受け原形は不明である。現存長3.19cm，最大幅0.61cm，最大厚0.30cm，重さl.9

gを計る。 T3-31区2号溝排土表採品である。

33も，全体に腐食を受け原形は不明である。現存長3.36cm，最大幅0.88cm，最大厚0.22cm，重さl.6

gを計る。 T8-25区2号溝上面より出土した。

以上， 31点の銅鉱について述べたが出土笛所が溝の内，或いはその周囲もしくは排土内採集であり

時代を特定できないのが残念である。形態的にもそのほとんどが風化，腐食を受けているため本来の

形が掴めない。原形を保っていると思われる数点よりパターン分けすると 5， 7， 8， 14， 20が逆刺

部が茎と直角に研磨され，茎は断面円形に近い形を呈するグりレープである。 15，21， 11， 12， 22， 25， 

28は，逆刺部が若干切れ込むように研ぎ出し，茎は断面楕円若しくは方形状を呈するグループで、ある 0

10， 26は長三角形を呈した鉱で逆刺は切り込まず茎と直角に仕上げている。このタイプはほかには見

られず， 2点だけである。

前者は福岡県御床松原出土例に見られるタイプで後者 2例は大阪府巨摩・瓜生堂，大阪府瓜破出土

例に近いタイプと思われる。

参考文献

田中勝弘「銅鉱J~弥生文化の研究j 9 雄山閣 1986 
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(4) 鉄器(第42・43図)

鉄斧 (1~ 4) 

1 • 2は袋状基部を持つ鋳造鉄斧である。 1は2号溝 (S8-5区)出土で，基部に 2条の突帯を持

ち，刃部は両側に拡張されている。基部断面は誘化のため不整形であるが，本来長六角形を呈してい

たものと思われる。長さ9.3cm，基部幅8.4cm，刃部幅9.5cm，基部厚さ3.4cmを測る。 2は1号溝 (T

10-14区)出土である。基部に段を持つが誘化のため明瞭ではない。基部の断面は長方形で，基部よ

り刃部が僅かに広い。長さ8.4cm，基部幅7.7cm，刃部幅7.9cm，基部厚さ3.1cmを測る。 3は1号溝(T

11-16区)出土である。厚さ 6~ 2mm程の鉄板であるが，表面上端に沈線状の溝が認められ， 1・2

同様袋状基部を持つ鋳造鉄斧であると思われる。 x線観察では側面が僅かに残るが，銭化のため不明

瞭である。 4は1号溝 (Tll-34区)出土で，袋状基部を持つ鍛造鉄斧である。袋部は密着せず現状

で 1cm程の間隔がある。現存長8.4cm，基部幅3.55cm，刃部幅3.95cm，基部厚さ2.0cmを測る。

鈍 (5~ 7) 

5は1号溝 (Tll-34区)出土で， 3片に割れ身部と刃部先端は接続しないが同一個体であると思

われる。断面は三日月形を呈し，刃部表面の鏑は認められない。先端部長さ3.1cm，身部現存長8.2cm，

最大幅1.2cm，刃部の厚さ 1mmを測る。 6は1号溝 (Tll-28区)出土で，断面より錨と判断したが，

誘化が著しく細部は不明である。現存長6.7cm，最大幅1.15cm，厚さ2mmを測る。 7は5号溝(R5 -31 

区)出土である。断面がやや湾曲しており，鈍と考えられる。先端部は丸くおさめる。 5・6に比べ

ると幅が広く，重量感がある。

刀子 (8~11) 

8は1号溝 (Tll-34区)の排土中より採集した。 3片に割れるが，完形品である。茎を持つ刀子

で片関をつくる。長さ 10.9cm，刃部断面幅2.2cm，茎部断面幅1.7cm，厚さは刃部・茎部ともに2mm前後

である。 9は明瞭な背を持つ万子である。表面は僅かに稜が認められ，裏面は僅かに内湾する。長さ

9.85cm，最大幅1.2cm，背部の厚さは最大で 5mmを測る。 II区排土採集品である。 10は1号溝(Tll-16

区)出土である。形状から万子であると思われるが，全体に鋳化が著しく細部は不明である。現存長

6.0cm，幅1.lcm，厚さは最大4.5mmを測るが，万身内部も腐食し膨張しており，本来の厚さではない0

11は4号溝 (T10-4区)出土である。茎端部は一部欠損するが，半欠の目釘穴が認められる。刃部

はやや湾曲している。現存長7.7cm，最大幅2.1cm，厚さは背部最大で 3mmを測る。

鎌(12~14)

12は2号溝 (T8-25区)出土である。 3片に割れるが完形の鉄鎌である。刃部は湾曲し，先端は丸

くおさめる。身の断面は模形である。基端部は僅かに折り返しがあるようだが，銭化のため明確では

ない。背の一部には鎌本体とは別の金属片が付着している。長さ19.7cm，刃部幅2.65cm，厚さ 5mm， 
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基部i幅2.3cm，厚さ 4mmを測る。 13はI区の排土採集品である。直刃の鎌で，基部は僅かに段を持つ。

長さ1l.Ocm，断面幅3.05cm，厚さ6.5mmを測る。 14は2号溝 (S8 -12区)出土である。刃部は直線的

で，端部は 1cm程折り返す。身は非常に薄く 1mm前後で、あり，手鎌と思われる。現存長6.65cm，断面

幅2.05cmを測る。

鋤先 (15)

2号溝 (S8 -18区)出土である。 2片に割れ刃先部を欠損する。刃部は基部に比べ若干狭くなる。

現存長6.7cm，基部幅9.0cm，厚さ 6~2mmを測る。

鎖 (16~18)

16はl号溝 (Tll-34区)排土からの採集品である。無茎で基部は台形状に扶る。中央やや先端部

よりに 2mm程の穿孔が認められる。長さ5.1cm，最大幅2.85cm，厚さ1.5mmを測る。 17は1号溝(Tll-22

区)出土である。無茎で基部は台形状に扶る。 16に比べると細身で長い。長さ6.2cm，最大幅2.1cm，

厚さ2.0mmを測る。 18は5号溝(Q5 -12区)出土で，分厚く大きめの無茎鍛である。基部は逆U字形

に扶る。肩が張り基部はやや窄まる。長さ6.6cm，最大幅3.7cm，厚さ 4mmを測る。

剣 (19~21)

19は5号溝東側の 3号土壌 (R5 -26区)から出土した。剣の基部で，長さ2.0cm，幅1.8cm，厚さ

5.5cmの茎を持つ O 万身の断面は菱形，茎部の断面は長方形である。身の両面には明確な鏑が認められ

る。現存長7.0cm，身の!福3.0cm，厚さ 8mmを測る。 20・21はいずれも 1号溝 (Tll-28区)出土で，

鋒と基部を欠損する鉄剣片である。断面は菱形で両面に錆を持つようであるが，銭化のため細部は不

明である。

その他の鉄器 (22~24)

22は1号溝 (Tll-34区)出土である。断面は現状でレンズ状に見えるが，内部腐食のため膨張し

た可能性もあり，錨であると考えられる。先端部は鋭く尖る。先端部片の長さは4.55cm，身部片の長

さは3.9cm，最大幅1.2cmを測る。 23はT10-9区立層から出土した。方柱状を呈し，先端部には逆刺

を持つ。現存長7.55cm，断面幅1.0cm，厚さ1.lcmを測る。魚、携具の一種であろうか。 24はT10-14区

の排土から採集した。円柱の棒状を呈す。両端径は 3mm程の差がある。現存長6.3cm，径4.5~7.0mmを

測る。用途は不明で、ある。
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(5) 木器

① 大溝状遺構内出土(第44~48図，第54図)

1は，楯の左肩部分の一部と推定され，器の大部分を欠損している。器は，現長10.5cm，幅7.4cm，

厚さ1. 1~0.8cmで若干内湾している。器の表面に赤いベンガラの顔料が塗られ， 4列に渡り穿孔があ

り，その部分は線状に圧痕が顕著である。穿孔は， 24箇所で，器の材質は杉である。

2は，弓矢の矢柄の根挟み部分である。器は，長さ4.9cm，径o. 85~ 1. 5cm (内，身の長さ4.1cm)

で，先端部は鉱の装着の為か切り込みが見られる。また，他方は凸状になるように長さが0.8cm，径0.5

cm程で丸くなるように作出されている。先端部には，幅約 1cm~こ桜の表皮が巻いてある。根挟み部分

と矢柄を組み合わせて使用するものと考えられる。この資料は， I貌志倭人伝Jに記載の竹製弓矢の矢

柄を想定出来る貴重な遺物と考えられる。

3は，木鉱である。器長は， 5.5cmで先端部に径0.9cmの最大幅をもち，基部は尖るように作出され

ている。

4は，器長22.5cmのスプーン状木器である。身の部分は，長径11cm，短径5.5cmで、上面部分は平坦，

裏面は半円状を呈し，厚さは2.7cmである。把の柄の部分は最大4.8cm，最小3.5cm厚さ 1~1. 6cmでパチ

状を呈す。

5は，器長20cm，基部径11.8cmの円錐状を呈し，内面も円錐状に粗い調整加工で扶られ，先端部分は

径4.7cm，幅3.2cmで丸く加工され，その上端部分は粗い整形のままで，くの字状に傾斜をもっ不明木器

である。

6 は，机の脚部と推測される。現長23cm，幅5cm~6.2cm，厚み3.3cm程の断面が楕円形状を呈すO 器

の上端部には，長さ2.7cm，幅1.8cm，高さ0.6cmの凸状の作り出しがあり，はめ込み式になっている。

7は，把手付き容器で，器の約半分を欠損している。容器は，楕円形状をなし，器高が9cmで深さ約

5cmである。調整加工は入念で、，鋭利な刃物で作り出されている。

8， 9は，漆器で脚付き容器の脚部である。いずれも赤と黒色の顔料を使用している。

10， 11は，機織り具の経巻具である。 10は，器長63cm ， 1幅7.8cmで両端に長さ 7.5~9.5cmの把がある。

また，把を除き器は長方形状を呈し，上端は平坦，下端は刃器状に両側から作出され，長径は44cmで

ある。同幅の布幅のものが織れることが推測される。 11は，体部の一部を欠損する。丸太の芯を利用

し，端部は幅 1cm程を残し丸く，他は扶りでもって加工を施し調整されている。

12は，木偶の未製品である。全長34cm，厚さ 2cmで柄鏡状を呈し，裏面は粗い加工であるが他は入

念な加工を施している。

13は，不明木器の柄の一部分で， 4面共に調整痕が著しい。

14は，横打である。器長16.5cmで円形棒状を皇し，長さ8cm，径4cmと長さ8cm，径2.3cmの部分に区画

された小型のものO 全体の半面が焼けている。

15は，台座の性格をもっ台状木器で，一部欠損している。法量は，上端部の径8.5cm，下端部の径17.5

cm，器高15cmで，上端部に斜めに幅 3cm，深さ 1cmの凹状の切り込みがある。
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16は，しゃもじの未製品である。法量は，器長26cm，最大幅9cm，最小幅3.5cmで、ある。

17は，諸手鍬の未製品である。法量は，器長47.5cm，最大幅16.7cm，最小幅15cm，厚さ約2cm中央部

分が若干狭心円弧状に内反している。

18， 19は，不明木器である。 18は，建築材の一部と考えられ，現長52cm，I隔8cm，厚さ約3.5cmで，

一端に把手状の段と扶りが作出されている。 19は，現長150cm，径 9cmの丸太棒の一端に扶りを施した

ものO

20， 21は，扇平な板材である。 21は，厚さ 4cm程と部厚く，一端部分に切断痕が顕著である。

22'"'--'31は，手斧の柄で， 30と31を除き未製品である。手斧は，蔚平片刃石斧，鉄斧，方柱状片刃石

斧の曲柄と蛤刃石斧の直柄の 2つに分類され，出柄は手斧の機能により細分されるようだ。

31は，方柱状片刃石斧を手斧の側面に装着したと推察される手斧の柄である。入念に加工が施され

頭部はー側面が柄と一直線になるように作出され，頭部先端は紐で固定可能なように幅5cmの浅い溝が

掘られている。法量は，器長58cmである。

23， 25は，上面及び一側面に溝を穿き，方柱状片刃石斧等を装着する手斧の柄の未製品である。

27は，肩平片刃石斧，板状鉄斧の装着， 26は袋状鉄斧の装着が考えられる。特に，鉄斧の装着が推

察される形態としては，原の辻遺跡からは初めてである。

22， 28は，手斧の柄の未製品である。中でも， 22は他の手斧の形態と相違を示し，斧柄の頭部の部

分が柄の部分から曲線的に作出されているのが特徴である。

30は，石斧装置部分を一部欠損しているが，大形の斧の柄部分である。柄の頭部がふくらみ，装着

孔の前の段は片側のみに作出されている。法量は，器長78cmで、ある。

55'"'--'57は，杭材である。

② 1号溝状遺構内出土(第49図)

32は，杓子である。身の部分は，径14.6cm，深さ 5cmの半円錘状を呈し，身と柄が直角に近く，柄

が長く，器高は約38cmである。

33は，不明木器で，扇平な板材にコ字形の切り込みが施されている。

35は，身の半分を欠損しているが台脚付容器である。脚部分に 5箇所の透かしが穿かれている。身

の部分は，楕円形状を呈すようである。また，器高は 8cmと低い。

36は，丸太材を利用し，両端を尖るように円弧状に削り，上面に径 5cm，深さ2.5cm長方形の穴が穿

かれたもので，性格は不明である。器全体は焼け，器長49.5cm，径 9cmである。

③ 2号溝状遺構内出土(第49・50・53・54図)

34は，えぶりである。一部を欠損するが円弧状で，鋸歯状の刃縁を呈す。柄孔は，径3.5X2.5cmの

長方形に穿かれている。規格は，現長幅34.5cm，高さ12cmで身の一部分を欠損している。

37は，手斧の曲柄の未製品である。柄は，大形で器長81.5cmで，粗削りの段階のもので，柄に木の

皮が付着している。石斧装着溝が上面あるいは側面に施されるものと推察される。 54，58は，杭材で

ある。 54の杭先端部は，右から 3面加工で作出され，現長26cm，径12.5cmである。 58は， 3面加工で
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作出され，現長138cm，径 8cmである。

④ 4号溝状遺構内出土(第51図)

42は，身の一部分を欠損するがほぼ完形に近く，柄の部分は身から鈍角に上方に延びて，短し〉。法

は，器長32cm，身の径17cm，身の深さ現長 5cm，柄の長さ13cm程である。

⑤ 5号溝状遺構内出土(第50・51・53図)

38は，手斧の曲柄の未製品である。石斧装着面と考えられる上面部分が平坦に加工されており，肩

平片刃石斧か鉄斧の柄と推測される。

39は，部厚く肩平な杭材である。 4面とも入念に加工を施している。

40は，ねずみ返しで，器長28cm，幅18cm，厚さ 3'""--'3.5cmで，身の中央部に径3.5cmの方形状の穿孔

カまある。

41は，一本木造りの短甲の未製品である。法量は，幅36.5cm，高さ31.5cmで，厚みは肩部から服部

にかけて肥厚する(1'""--' 3 cm)。また，胴部は円弧状に外反し，一部加工痕が器面及び胴下底面に観察

される。 43は，杓子の未製品である。法量は，器長46cm，器高28.5cmで，身の径は15cm，厚さ6.5cm，

柄の長さ33cm，柄のi幅は 3'""--'4.5cmである。器は，身と柄が鋭角で長く，外反する形を呈すと推察され

る。 44は，用途不明木器である。丸太材を利用し，柄と考えられる部分は断面長方形状に面を揃え，

先端部は尖るように加工されているが未完成である。柄の部分は焼け，一部欠損している。 45は，用

途不明木器である。厚みが1cmの肩平の板材に 2箇所の穿孔を施したもので，一部分欠損している。法

量は，現長23.5cm，幅2.7'""--'7.5cm，穴の径0.5cmである。 52は，加工痕ある板材である。器の両端は切

断加工し，材の内側は加工痕跡が著しい。法量は，器長32cm，幅18cm，厚み3.4'""--'3. 8cmである。 53は，

径17cm程の丸太材を利用した杭材で，断面が長方形状になるように作出されている。

⑥ 11号溝状遺構内出土(第52・54図)

47は，玉杓子の柄の部分と推察される。器は，身と直角に延びる長い柄をもつものである。

59'""--'63は，大形の杭材である。

⑦ 12号溝状遺構内出土(第52・53図)

46は，大形の深鉢である。器の口縁部は幅 2cm，厚さ 1cmの平縁で若干外反する。法量は，口縁部

の径約32cm，深さ17..5cm，底の径12.5cm，器壁 1cmである。

48は，用途不明木器である。器の中央部分に穿孔を施し，両端は交互に線状になるように加工をお

こなっている。法量は，器長46.6cm，中央部の幅4.8'""--'6 cm，両端部の幅 1cmで，穿孔は 3'""--'3.6cmの

長方形状を呈す。

50は，梯子である。環濠内の溝壁に立て掛けた状況で検出されたもので，一部毛欠損している。器

の 2箇所に踏み段が約130'""--'135度の斜角度に作出され，その面は他に比べて摩耗度が著しい。法量は，

現長74cm，幅14.5cm，厚さ約 3cmである。
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器 種 材 質 地区 遺溝名称 備 考 番号

l ネ扇 スギ I 大 溝 赤色顔料を塗布

2 矢柄の根ばさみ I 大 溝 組合せ式

3 木鉱 散孔材 I 大 溝 26 

4 スプーン状木器 マキ属 I 大 溝 12 

リ「 不明木器 環孔材 I 大 溝 内部，掘込み 11 

6 机の脚部 ヤブツノてキ 大 溝 先端部欠損 7 

7 把手付容器 サイカチ I 大 溝 半身欠損 9 

8 脚付容器の脚部 I 大 溝 漆器(赤・黒)欠損 88 

9 脚付容器の脚部 I 大 溝 漆器(赤・黒)欠損 87 

10 織機具 サカキ I 大 溝 経巻具 16 

11 織機具 針葉樹 I 大 溝 経巻具 13 

12 木偶 ス夕、ジイ I 大 潜 未製品 18 

13 用途不明木器 散子し材 I 大 溝 欠損 19 

14 横打呉 ヒノキ I 大 溝 17 

15 台状木器 タフ、ノキ I 大 溝 上端部欠損 38 

16 しゃもじ ヤブツノてキ I 大 溝 未製品 3 

17 諸手鍬 ヤマグワ I 大 溝 5 

18 建築部材 クリ I 大 溝 現長52cm，幅 8cm，加工あり 46 

19 不明木器 ヤブツノてキ I 大 溝 現長150cm，径 9cm 77 

20 板材 コナラ，アカガシ亜属 I 大 溝 50 

21 板材 カヤ I 大 溝 大部分欠損 49 

22 手斧の柄 ヤプツバキ 大 溝 68 

23 手斧の柄 ヤプツノてキ I 大 溝 未製品，大型 14 

24 手斧の柄 サカキ I 大 溝 未製品 53 

25 手斧の柄 サカキ I 大 溝 未製品 36 

26 手斧の柄 スダジイ I 大 溝 未製品 15 

27 手斧の柄 マキ属 I 大 溝 未製品，一部欠損 35 

28 手斧の柄 サカキ I 大 溝 未製品 37 

29 手斧の柄 サカキ I 大 溝 未製品 71 

30 手斧の柄(ヨキ) ミズキ属 I 大 溝 未製品，現長78cm 6 

31 手斧の柄 サカキ I 大 溝 70 

32 杓子 マキ属 I 1号溝 33 

33 不明木器 スギ I l号溝 コ字形の加工 48 

34 えぶ、り コナラ属 I 2号溝 8 

35 脚付容器 コナラ，アカガシ亜属 I 1号溝 半身欠損 10 

36 用途不明木器 マキ属 II 1号溝 69 

37 手斧の柄 アカマツ 2号溝 未製品 4 

38 手斧の柄 コナラ属，クヌギ節 I 5号溝 未製品，柄の大部分欠損(1型) 64 

39 杭 マキ属 I 5号溝 60 

40 ねずみ返し I 5号溝 未製品 85 

41 短甲 I 5号溝 未製品 86 

42 杓子 クスノキ I 4号溝 保存処理済 30 

43 杓子 マキ属 I 5号溝 未製品 31 

44 不明木器 マキ!高 I 5号溝 未製品 61 

45 不明木器 スギ I 5号溝 58 

46 深鉢 マキ属 VI 12 溝 丸底 34 

表 3 出土木器一覧表①
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器 種 材 質 地区 遺構名称 備 考 番号

47 杓子の柄 ヒノキ VI 11号溝 身を欠損 1 

48 不明木器 ヒノキ VI 12号溝 前形の穿孔一箇所 2 

49 手斧の柄 マキ属 III型末 51 

50 梯子 タブノキ VI 12号溝 上端部欠損 20 

51 柱材 クリ 折れ，径大型材 81 

52 加工痕ある板材 クリ I 5号溝 崩平で両端切断 39 

53 杭材 ナシ亜科 5号溝 大型杭 66 

54 杭 タブノキ 2号溝 一部焼けている 三面加工 65 

55 杭材 ヤマグワ 大 溝 一部欠損 57 

56 杭 マキ属 大 溝 先端部のみ焼けている 40 

57 杭 ス夕、ジイ 大 溝 67 

58 杭材 マキ属 2号溝 現長138cm，径 7~7 .6cm 76 

59 杭材 シャシャンボ VI 11号溝 折れ 79 

60 杭材 ヤブツバキ VI 11号溝 62 

61 杭材 イチジク属 VI 11号溝 先端部のみ三面 59 

62 杭材 散孔材 VI 11号溝 先端部のみ 42 

63 杭材 ムクノキ VI 11号溝 63 

64 スダジイ 82 

65 板材 タブノキ 両端欠損 21 

66 環孔材 22 

67 タケ亜科 23 

68 散孔材 24 

69 ナシ亜科 25 

70 ヤマグワ 27 

71 マキ属 28 

72 イヌガヤ 29 

73 杓子 マキ属 1号溝 33と同一個体 32 

74 クリ 5号溝 柱材と楚板 41 

75 不明 ス夕、ジイ 加工面 43 

76 丸太材 ス夕、ジイ I 大 溝 両端欠損 44 

77 板材 ス夕、ジイ 幅狭 45 

78 不明 ニレ属 切断面有り 47 

79 板材 広葉樹 I 大 溝 52 

80 板材 スダジイ 現長38.5cm，幅6.5cm，厚み1.8cm 54 

81 板材 トネリコ属 幅狭 55 

82 不明 ヒノキ 2号溝 加工品 56 

83 杭材 マキ属 5号溝 現長135cm，径2.5cm 72 

84 杭材 マキ属 大 溝 現長143cm，径2.5cm 73 

85 杭材 ヤブツバキ 1号溝 現長 96cm，径 3cm 74 

不明 マキ属 現長106cm，径3.5cm 75 

不明 マキ属 大 溝 現長131cm，径5.5cm~4.5長方形 78 
一

表 4 出土木器一覧表②
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(6) 骨角器(第55，56図)

骨角器には狩猟具・工具・装身具などがあるが，狩猟異が多く出土した。

錯頭(第55図 3，4) 

3は，典型的な燕形鈷頭である。開寓式の話頭を組み合わせて閉嵩式の話頭とした，非常に珍しい

形をしている。先端部は腹の頭状の突起部を削り出し，左右の合わせ目は先端から3.1cmの所までは

0.15cm幅の刃溝をつくり，鉄製錬を挟めるようにしている。ソケット部は左右話頭の腹面，縄綿質部

分を rUj字状に扶りとり，組み合わせたときに窺ができる仕組みである。逆刺の付け根部には幅1.5

cmの間に約17本の緊縛痕を残す。重さは13.8gを計る。 S7-28区2号溝内から出土した。

4は，閉嵩式である。先端部は欠損している。鹿角製と思われる。残存長5.13cm，逆刺も含めた最

大幅1.78cm，重さ3.5gを計る。海綿質部が側面に見られるが破損している。 Q5-18区5号溝内から

出土した。

骨鍛(第55図 9~15) 

過去，原の辻遺跡の調査で骨鉱の報告が数例あるい)。

12~14は，鉱身の断面が三角形を呈する，三稜鉱である。

12は，茎が二段になり箆被と呼ばれる部分は三角形の角を取り，断面六角形に作られ，径0.6cm~0.2

cm，長さ1.68cmで円錐台状の箆代が下につづく。鉱身の先端部分では断面正三角形を呈するが，外の

部分のー稜は骨本来の稜を利用し，他の二稜は加工による鋭い稜をなす。全長6.54cm，最大幅1.06cm，

重さ4.0gを計る。 Q5-18区5号溝内より出土した。

13は無段の三稜鉱で，鉱身と茎の区別がつきにくいが茎の部分に色調の異なる部分が見られる。お

そらく矢柄との結合部で，竹の矢柄に差し込まれていたことが考えられる。全長5.54cm，最大幅0.8

cm，茎の長さ 1.45cm，径0.5~0.45cm，重さ 2.4g を計る。 T 9 -27区 1号溝内より出土した。

14も， 13と同様の三稜鉱の破片である。残存長3.3cm申高0.67cm，重さ1.0gを計る。 S7-13区2

溝排土表採品である。

9は，榔葉式鉱である。長さ5.87cm，幅0.76cm，厚さ0.33cm，重さ1.4gを計る。 S7 -20区2号溝

排土表採品である。

10も，柳葉式鉱である。長さ4.92cm，幅0.67cm，重さ1.4gを計る。 T9-9区2号溝内より出土し

た。

11は，茎部を欠損した柳葉式鉱である。残存長6.37cm，幅0.97cm，重さ3.9gを計る。 T9-32区 1

号溝内より出土した。

15は， i族身の断面が長円形で、厚ぼったく，先端を山形に削り出している。残存長5.03cm，幅1.7cm， 

厚さ 1.26cm，茎の径0.8~0.5cm，長さ 1. 45cm，重さ4.8gを計る。細胞組織が粗く，海獣骨と思われ

る。未製品の可能性もある。 T9-15区5号溝より出土した。
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第56図骨角器実測国②(1 / 2 ) 

刺突具(第55図 5~ 8) 

5~7 は，ヤス状刺突具と思われる。

5は，長さ8.96cm，幅1.0cm，厚さO.45cm，重さ4.8gを計る。未製品の可能性もある。

6は，残存長9.51cm，幅1.0cm，厚さO.65cm，重さ5.9gを計る。先端と基部を欠く。 T8-32区2

号溝内より出土した。

7は，長さ13.7cm，幅8.5cm，厚さO.64cm，重さ7.6gを計る。 T9-14区大溝内より出土した。

8は，大型の刺突具状骨角器で，用途は不明である。長さ32.5cm，幅2.65cm，厚さ2.45cm，重さ92.2
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gを計る。 T8-32区2号溝内より出土した。イルカ類の下顎骨かと思われる。

紡錘車(第55図し 2) 

1， 2は，紡錘車である。

1は， 1/2を欠損している。復元径 5cm，厚さ0.98cm，残存重9.5gを計る，穿は推定で0.46cmあ

る。片扶りで穿っている。骨組織の粗い材質である。鯨骨製かと思われる。 Q5-24区5号溝内より

出土した。

2は，径4.23x 3 . 93cm，厚さ 0.89cm，重さ 16.0g を計る。穿は上穿が0.55~0.59cm，下穿が0.63~0.64

cm，両面扶りで穿っている。材質は不明であるが，J徴密な骨組織を利用している。 Q5-18区5号溝

内より出土した。

未製品(第56図16'"'-'23)

16'"'-'20は一括出土で， T 9-8区大溝上層より出土した。 21・22・23は鹿角を利用し，粗削りを行っ

ただけでいずれも未製品と思われる。 21'"'-'23は，開形角製品の未製品である(九

21は，両端に切断痕を残し，支枝の側の 2笛所にも切断痕を残す。万子柄に加工途中かと思われる。

T9区大溝内より出土した。

22は，長さ6.2cm，最大径2.7cm，重さ28.6gを計る。 長さ (cm) 最大幅(cm) 重さ (g)

16 8.97 1.25 6.7 

17 9.05 1.05 6.0 

18 7.85 1.15 5.8 

19 4.80 0.91 2.6 

20 4.65 0.83 2.8 

海綿質の部分は扶り取り，端から約 2cmの表面に，深さ

0.2cm位の溝を掘っている。過去の調査で鹿角製管玉が報

告されている(3)が，同様のものなのか分からない。用途は

不明である。未製品と思われる。 Q5-12区5号溝より

出土した。 5表未製品骨角器計測表

23は，切断痕のある鹿の角座である。 Q5-18区5号

溝より出土した。

註

(1) 鴇田忠正「長崎県壱岐郡田河村原ノ辻遺跡の研究Jr日本文化史研究j 星野書届 1944 

(2) 岡崎敬「日本における初期鉄製品の問題Jr考古学雑誌j第42巻第 1号 日本考古学会 1956 

(3) 前掲 註(1)
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(7)土製品(第57図・表 6) 

投 弾 (1~12) 

全て紡錘形の土製投弾である。 1号溝出土のものが 5点と最も多く， 2号溝が 2点， 3号溝・ 5号

溝・ 9号溝・大溝・ 3号土壌がそれぞれ 1点ずつの出土である。破損品を除く法量の平均値は，長さ

4. 52cm，最大径2.80cm，重さ31.8gである。 1が長さ・重さともに最大で，径は 4が最大である。 7

が，長さ・重さともに最小で，径は 8が最小である。ほとんどが均整のとれた紡錘形であるが， 8と

12は若干形態が異なる。つまり， 8は長さに対し径が小さく細身であり，逆に12は長さに対し径が大

きく丸みを帯びている。胎土は全体に砂粒は少なく， 3・7は特に顕著でほとんど砂粒を含まない。

土錘 (13・14)

13は2号溝 (T8 -32区)排土の採集品である。管状土錘で紡錘形を呈し，断面は円形である。 14

は5号溝 (R5 -32区)出土の棒状土錘である。紡錘形を呈し断面は円形である。両端に穿孔があり，

端部は僅かに膨らみを持ち溝を施す。

(8) 装飾品(第57図)

勾玉 (15)

9号溝 (U13-22区)上層出土である。透明感のある緑色で部分的に白色が混じる。穿孔は両側か

ら施している。長さ1.83cm，厚さ6.4mmを測る。石材分析は行っていないが，葱翠製と思われる。

管玉 (16~19)

16は1号溝(T11-10区)上層出土である。濃緑色を呈す。 1/2程を欠損し，現存長2.0cm，径7.8

mmを測る。 17・18はいずれも l号溝 (Tll-34区)排土採集品で，灰緑色を呈す。 17の表面は他と比

較すると光沢がない。 17が長さ1.34cm，径4.2mm，18が長さ0.91cm，径4.0mmを測る。 19は2号溝 (S

7-28区)排土採集品である。灰緑色を呈し，長さ0.48cm，径2.3mmを測る。管玉も石材分析を行って

いないが，碧玉製と思われる。

小玉 (20~55)

20~25以外は，排土の洗浄選別によって検出されたものがほとんどである。但し調査区は広範囲に

渡るため，全ての排土を洗浄選別することは困難であった。重点的に洗浄選別を行ったのは，排土中

から小玉の採集された 1号溝 (Tll-34区)，大溝周辺 (T9区)，人骨が出土した 2号溝 (S7-28区)

である。小玉の出土点数は， 1号溝9点， 2号溝 9点， 5号溝2点， 7号溝 1点， T 9区9点， 1号

土壌 1点、，調査区外表採 2点， T10-8区IV層出土が 6 点である。 20~25は T10-8区IV層から 6 点ま

とまって出土した。出土地点は 1号溝の西側である。ガラス小玉であると思われるが風化して白色を

呈する。径は10.2~8.3mmである。 26~30 も風化して白色を呈す。径は4.8~8.8mmである。 31は風化し

て黒灰色を呈す。径は4.1mmである。 32~40は紺色を呈す。径は2.6~6.9mmで、ある。 41~44は濃紺色を

呈す。径は3.2~5.8mmである。 45~48は黄緑色を呈す。径は1.9~2.9mmである。 49~52は水色を呈す。

径は2.9~5.0mmである。 53は黒濁した紺色を呈す。径は3.8mmである。 54 ・ 55は赤褐色を呈す。径は3.0
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VI まとめ

原の辻遺跡は，遺跡の発見から平成 5年度に至る数多くの発掘調査の結果，旧石器時代，弥生時代

~古墳時代，中世に至る複合遺跡で，分布範囲が約80ヘクタールに拡がる遺跡である。

特に紀元前二・三世紀から後三・四世紀頃(弥生時代前期から古墳時代初頭)にかけて形成された

大規模な多重環濠集落を主体とすることが明らかになった。また， I貌志倭人伝」記載の「一支国jの

領域は，現在の壱岐島全域で，その中心集落は発掘調査成果から原の辻遺跡と考えられる。

平成 5年度の調査箇所は，丘陵部の東側部分の現水田に計画された農道と排水路建設工事予定地で

幅 5~8m程のトレンチ状の調査墳のために，検出遺構の全容が不明な部分が多いが，判明したこと

について述べたい。

1 ~VI調査区検出遺構の性格と時期及び、環濠の規模等について

溝状遺構は， 1~2 ・ 7 号溝状遺構が環濠の内濠， 3~5 ・ 8 ・ 9 号溝状遺構が中濠， 6. 10・12・

15号溝状遺構が外濠と推察される。環濠の時期は，環濠内の遺物出土状況から弥生中期から後期が主

体で，終末期にかけての時期と考えられる。(環濠の構築は，少くとも弥生前期末から初頭頃と考えら

れよう。)また，部分的に環濠上面に古墳時代初頭の遺物が出土している。

環濠の規模は，東西約350m，南北約750mの平面楕円形状で，環濠内面積は約24ヘクタールである。

環濠は，北端部分で河道に係り河川を利用した環濠であることが明らかになった。濠は，防禦用の施

設であると共に水溜め及び洗い場跡等の水場の施設が検出されたことや科学的分析でも環濠内は常に

湿潤な状況であったことが明らかになったことで，原の辻遺跡では用排水路としての利用も考えられ

る。また，環濠内では，弥生後期の多数の土器類がほぼ完形のまま廃棄された状況下での出土や水場

の施設周囲の内濠，中濠からはイヌの骨が集中して出土している状況が見られる。

その他の遺構として，弥生前期末~中期の大溝遺構が丘陵部から東へ向かつて形成され，その一部

を埋めて，石敷遺構や環濠を構築している。その溝内から木製楯等の多量の木製品が出土している。

通路状遺構は，並行した 2状の溝状遺構の間を通行帯としての利用が考えられ，溝を利用した同様

な遺構は当該遺跡で数例確認している。この遺構は，集落内から外部に向けての通路としての性格が

推察される。その他にも各地区で，柱穴群が検出されているが詳細については不明である。

主な出土遺物について

遺物は，楽浪系統の瓦質土器等や朝鮮系統の無文土器等の中国大陸や朝鮮半島及び国内との交流を

示すものや50本もの銅鉱，鉄鉱，石剣等の戦いに関するものが多く出土している。また，弓矢の矢柄

先端部に装着する弥生前期の木製及び骨製の根挟み部分が環濠内から出土し，貌志倭人伝に記載され

た竹製の矢柄を想定出来る資料の出土があった。

原の辻遺跡の発掘調査は， 80ヘクタールの分布面積の内，僅か 2ヘクタール程について実施されて

いるに過ぎないので，規模・内容についてはまだ明らかではないが， I一支国jの中心集落としての集

落構造等の様相について，継続的な発掘調査による究明が必要であろうし，期待されるところである。
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h十 鶴一



朝鮮半島系の土器

武 末 純 一

はじめに

1993年度に発掘された朝鮮半島系の土器についての執筆を求められたため， 1995年 3 月 13~15 日に

資料の調査を行なった。当年度の出土土器は膨大な量で，いまでもまだ登録整理中なため，筆者が直

接すべての土器片にあたって抽出することはとうてい不可能で、あり，整理の過程で「朝鮮半島系か」

としてすでに選び出されていた資料を対象とした。またその量も予想外に多かったために，時間的な

制約もあって，その中から，確実な資料やどうしても今回報告しておくべき資料に限定せざるを得な

かった。したがって当年度出土の朝鮮半島系土器は，本報告以外にもまだかなりの量があり，見落し

ている器種や器形の存在は当然予想されるが，大まかな様相は今回の報告でっかみえたと考えている。

なお，原稿執筆中や提出後にも収録すべき資料が続出したため，追補を 2回行なった。

朝鮮半島系の土器は，無文土器系土器，三韓系土器，楽浪系土器，三国陶質土器の大きく四者に大

別できる。無文土器は朝鮮半島の青銅器~鉄器時代初期の土器である。楽浪土器は楽浪郡一帯を中心

に使われた中国漢式系の土器で，谷豊信氏によれば(1)灰色泥質系土器， (2)滑石混入土器， (3)白色土器，

(4)縁柏陶器， (5)灰柏陶器があり， (l)~(3)は土城や墳墓から多数発見される楽浪郡産の土器， (4)(5)はほ

とんどが中富からの搬入品である(りという。帯方郡産の土器もこの中に含む概念である。三韓土器は朝

鮮半島南部の原三国時代の土器で，古くは金海(式)土器とも呼ばれ，最近では瓦質土器という名称

も有力になってきているが，筆者は時代と分布地域が三韓の時代や領域と重なることから三韓土器と

呼んでいる(針。その内容は楽浪の灰色泥質系土器の系譜をひき，密閉した窯の中で還元焔で焼かれて青

灰色や灰白色を呈する軟い瓦質土器と，無文土器以来の酸化焔で焼かれた赤焼土器(韓国では軟質土

器と呼んでいる)の三者がある。縄目や格子目の叩きも特徴的である。三国土器はほぽ朝鮮半島の三

国時代に相当する土器である。還元焔で焼かれ，硬質でガラス質の皮膜が器全面をおおう開質土器が

特色だが，瓦質土器や赤焼土器も存在する。今回の原の辻遺跡出土資料に「系jの字を付したのは，

無文土器に日本列島産かとみられるものを含むことや次の三韓土器までの存続幅があって三韓赤焼土

器との区別が難しいものがあること，三韓瓦質土器には楽浪灰色泥質系(瓦質)土器との区別が難し

いものがあることや，三国土器までの存続幅があって特に破片では三国瓦質土器との区別が難しいも

のがあることなどの理由による。

(1) 無文土器系土器(第 1国 1~ 7，囲版 1・2) 

1~5 は朝鮮半島南部の無文土器時代後期の粘土帯聾である。

1は同一個体の口縁部の破片で， 2点ある。断面円形の粘土紐をそのまま貼りつけ，横方向のナデ
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と研磨で仕上げる。器形は胴部へ向かつてひろがる。胎土は精選されており，断面は青味がかった灰

色だが表面は内外ともに黒色を呈し，黒色研磨の聾として良いと思われる。口径は12.0cmである。

2は粘土紐を貼りつけるが，ややかぶせたようになって，外面は断面円形を呈するものの，内面は

直線的で，粘土紐の直下の器壁も厚い。ロ縁部は暗茶褐色だが，体部は淡茶褐色である。 3はやはり

口縁部に断面円形の粘土紐をかぶせるように鮎りつけているが，ヨコナデで仕上げて口縁上端が幅 6

mほどの水平面をなす。口縁上面を平坦につくるこうした特色は朝鮮半島ではほとんどみられず，佐

賀県土生遺跡など日本列島製の擬無文土器とされる粘土帯警に多くみられる。)。器面は淡乳灰色を呈

し口径は12.3cmである。

4も断面円形の粘土紐を貼りつけた聾で，口縁外面下半に指おさえの痕がのこり，体部は指で縦に

ナデている。器形は口縁部に最大径があり底部に向かつて単純にすぽまっている。口径は11.4cmで，

淡茶褐色を呈するが，体部外面にはススが付着している。

5は同一個体の口縁部の破片で， 2点ある。粘土紐を姑りつけた断面三角形の口縁である。口縁部

は指おさえとヨコナデ，体部内面は指で縦にナデている。体部外面は図版 1-5bの部分写真からも

わかるように叩き目と刷毛目の痕がわずかに残っており，平行叩き日を縦の刷毛目で調整した後，さ

らに指で縦にナデて消している。口径は19.7cm，胎土は淡赤褐色で細砂粒を多く含むザラザラした質

感の土器である。

6はやはり粘土紐を貼りつげた断面三角形口縁の歪である。体部外面の刷毛自が粘土紐の接合面ま

で入り込んでいるから，接合する前に縦刷毛目で調整したことがわかる。刷毛目は一部ナデ消されて

いる。口縁外面は指おさえ，体部内面は指で縦にナデている。口径16.0cmで，淡褐色を呈し砂粒を多

く含んで、いる。

7は完形に復元された把手付の壷である。底部はやや上げ底となった平底で，外底面にはナデが一

周しており，底部から胴部へと移行する部分には強いオサエがみられる。胴部はやや長腕で最大径が

胴中位よりもわずかに上の方にあり，すこし肩の張った卵形をなす。外面は器壁の剥落が著しいため

に調整はほとんど不明で，肩部の一部にミガキの痕がみられる。内面は横方向のあらい刷毛自に指お

さえで仕上げている。把手は横断面が横長の楕円形をなす牛角形で，向かいあわせに一対が貼りつけ

られている。つけねは広く，先端へ向かつて急激にすぽまる。端部は丸くおさめられ，全体に指おさ

えとナデで仕上げられている。把手が貼りつけられた部分の内面は，盛り上がって黄褐色を呈し，そ

のまわりは全体に暗茶褐色となっている。器壁外面と把手が接する面積よりも黄褐色胎土の範囲が狭

いことからみて，把手の内壁側部分を一段細く円棒状につくって押し込み，あるいは差し込んで，内

面にとびでた部分と器壁との落差を粘土を塗つてなだらかに仕上げた可能性が高い。把手の差し込み

部分を細くする技法は無文土器の把手では靭島遺跡に例(4)がある。

肩部から頚部の器形は上部へ向かつてゆるやかにすぽまっている。頚部のつけねでは胎土の接合部

で剥離しているが，接合面は外傾して幅 2cmとかなり広く，粘土板の貼り合わせに近くなっている。

口縁部は頚部からゆるやかに反転し，短く直立気味に外反して端部を丸くおさめる。頭上半部の内面



は指ナデで仕上げている。

器高22.9cm，口径12.6cm，底径7.2cm，胴部最大径は約20cm，把手をふくめると26.4cmである。胎土

はあらし砂粒を多量に含んでいる。

以上の無文土器系土器のうち 1・2・4・5・7は朝鮮半島産ないし日本列島での忠実復元型とみ

られるものである。 6は，外面に刷毛目がそのまま残る。無文土器は刷毛目を残さないのが原則だ

が，勤島遺跡例では刷毛日を残しているため列島産と決めつけるわけにはいかない。 3は口縁上面を

ヨコナデで水平に仕上げる手法からみて日本列島，それもこうした擬無文土器の聾が多く発見されて

いる北部九州(壱岐・対馬を含む)産の可能性が高いといえよう。

これらの時期はいずれも無文土器時代の後期にあたる。後期無文土器は前半の水石里式と後半の勤

じえ-
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島式に細分される。本報告例も 1~4 が水石里式， 5~ 7が勅島式の段階に比定されよう。

この中でも 1は粘土紐の形状や接合のっくりからいって，もっとも早い時期に比定される。出土し

た層からの共伴の土器も前期末を中心としている。 2. 3は中期初~前半頃に比定されるであろう。

4も同様だが，この資料については前期までさかのぼる可能性もある。

7については底部のっくりや全体の形状をみると一見古そうに思われるが，朝鮮半島南部の無文土

器であることは間違いなく，朝鮮半島南部での牛角形把手の出現時期は鞘島式以降とみられる(吋〉ら

この時期に比定される。横断面形が横長で古い形態を示すことから，三韓土器の時期まで下ることは

ないと思われる。残念ながら明確な共伴関係はとらえられていないが，日本の土器との関係でいえば

5~7 は中期前半を中心とする時期に相当しよう。

(2) 三韓系赤焼土器 (第 1図 8'"'-'12，第 3図28，図版 1) 

把手が数点でており，ほかに小形の鉢がみられる。

8は牛角形の把手で， 7の把手に比べると棒状になり，端部もだいぶ、直線化がすすんでいる。横断

面形も円形に近くなっているが，まだ厚さに比べて幅がやや広い。把手はナデで全体を仕上げている

が，内面には粗いタテハケと丹塗の痕が残る。

9は小形の把手である。蓋の上面としたが，横位につく把手の可能性もある。復元すれば長7.4cm，中

ほどの幅1.5cm，厚1.05cmである。

10は査の肩に横につく小さな把手である。上面で径1.2cmをはかるが，貫通している孔径は0.7cmで

ある。器面に貼りつけて，そのまま指おさえとナデで仕上げている。全体に方形に近いが中央に稜が

できている。正面から見た時の横の長さ3.5cm，縦の長さ2.7cm， 上面での器体までの長さは2.5cmであ

る。胎土は精選され外面赤褐色，内両灰赤褐色を呈する。福岡県前原市浦志遺跡A地点、で出土したよ

うな短頚直口の小形壷(6)になるかと思われる。

11は断面円形となり棒状化がすすんだ牛角形の把手である。側面からみると端部は直線的に終わっ

ているが，上面からみると先端がすぽまっている。長さは4.5cmで、ある。二次的に熱を受けて淡赤灰色

を呈している。

12は小形の鉢である。肩の部分に最大径があって頭部は内傾する。口縁部は短く外反して端部を方

形に近くつくるが，観察したところでは小さく外に折り曲げて上から粘土をかぶせたようにみられ

る。後期無文土器の口縁部のかたちをそのまま受けついでいるかのようである。口縁部はヨコナデで

仕上げる。胴部外面はナデ消されているため不鮮明だ、が，粗い斜格子自の叩きで成形された痕跡がみ

られる。内面は指ナデで仕上げており，口径12.1cm，最大径12.6cmである。赤褐色を呈し胎土には砂

粒を多く含んでいる。胴径が器高を上回り，大きな平底がつく器形となろう。

三韓土器は大きく前期と後期に分かれるが，今回の報告例では 8・12が前期に， 9~11が後期に位

置づけられよう。なかでも 8は無文土器の末期にさかのぼる可能性もあり， 12も前期でも古くなるか



とみられる。このほかに図版 1-9に示した牛角形把手も，一応三韓系土器に入れておく。 12は朝鮮

半島産であろうが，他の把手については日本列島産の可能性も残る。

(3) 楽浪系土器 (第 2図，図版 3・4・5) 

多くは灰色系泥質のいわゆる瓦質 (13~21 ・ 23) だが，滑石混入土器 (22) もみられる。 13~18は

壷， 19・20は洗形の杯， 21は大鉢， 22は植木鉢形の鉢， 23は筒杯である。

13は口縁部が外側に方形に張り出し，上面を水平につくる。厚手だが，頭部は外反しつつ下方にわ

ずかに開くから，植木鉢形ではなく，胴部が球形になる壷の口縁部としておく。ヨコナデ後に口縁端

部をさらに指でナデているため，口縁端部の下方が，場所によっては下にはみ出す。胎土は精選され

ているが，砂粒が混じる。全体に淡茶褐色だが，口縁端部だけは黒い。口径は10.6cmである。

14は厚さ 3~3.5mmと薄手の壷の小片で，外面に縄呂叩き，内面には同心弧の当具痕が残る。胎士は

精選されて内外面ともに灰色を呈する。

15も無文の壷の胴部破片でロクロの痕跡がよく残っている。胎土は精選され，器壁の断面と内面は

灰色だが，外面は灰黒色を呈する。胴最大径20.4cmである。

16は外面に縦方向の縄日の叩きがみられる壷の下半部である。三韓瓦質土器との区別が難しいが胴

部が屈曲しているところから， 18のような器形を考え一応楽浪系としておく。

17は壷の底部付近の小破片である。縄目叩きで内面の当具の痕は同心弧をなしており，楽浪土器

(系)とした。

18は1号溝から出土し完形に復元できた大形の壷である。底部は平底気味の丸底である。胴部は球

形だが，胴部最大径30.6cmに対して頚部つけねまでの高さ21.4cmとやや横長の器形であり，肩部と胴

下半部に屈曲点があって，胴中位は直立気味になる。口径は12.9cm，総高26.4cmである。口頚部は内

膏気味に直立し，端部は水平で外方にわず、かに張り出す。成形は，口縁内面の粘土の接合痕跡からみ

て，粘土を積み上げた後に，縦方向の縄目で底部から口縁部まで叩いており，したがって底部外面で

は叩き目が縦横に交差する。また，口縁部から肩部にかけては，内外面ともにヨコナデで消している。

胴部外面には幅 2mmの横方向のラセン沈線を 9回転させて刻んでいる。胴部内面には向心弧の当具痕

が残る。青灰色を呈し焼成は良好で、ある。

19・20は洗形の杯の下部である。おそらく口縁上面を水平にし，端部が断面三角形で外に張り出す

器形になるとみられる。

19は底径7.8cmで，外底面は静止糸切りの後に外周だけをヘラで削って消している。内面にはロクロ

の痕跡がよく残り，かすかではあるが6条の縦方向の集線文が，上からみて十文字をなすように 3個

所まで確認できるから， 4個所に刻まれたとわかる。色調は灰色である。胴部外面の残りは悪いが，

底部付近は横に削ってからナデ消しているようである。

20は底径8.0cmで，タト底面は回転糸切りの後にやはり外周だけをへラで削っている。内面および外面
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第 2図楽浪系土器



にはロクロの痕がよく残るが，胴部外面の最下部には横方向のへラ削り痕がみられる。色調は灰色で

ある。

21は器壁が薄いが，大鉢の胴下半部の破片としておく。灰色無文で内外面ともにロクロの痕がよく

残っている。この破片での最大径は22.6cmだが，このまま聞いて水平な口縁部へいたるとみられる。

22は滑石混入の植木鉢形の鉢で大きな平底がつくとみられる。 2片あり，明茶褐色の色調ゃっくり

から同一個体とした。口縁部は外方へ断面方形の粘土紐を貼り付けて上面を水平につくるが，端部は

ヨコナデでくぼみ，口縁下面には指おさえの痕が残る。内面は縦方向のヘラケズリをナデ消してとと

のえているがへラの痕が残っており，一部にはかすかに同心弧をなす当具の痕跡がみられる。ただし，

外商は丁寧にナデ消されて叩き目の痕は明らかで、はない。口径は14.6cmで、ある。また上半部の破片の

内面下方には，ごく一部に細かな平織の布目痕が残っていて，たしかに楽浪土器であることを証明し

てくれる。

23は2片あり，筒杯の下半部である。底部の円盤に筒状の胴部を接合する。底径7.6cmで外底面には

静止糸切りの痕がそのまま残る。上方にいくにつれて，やや外に開くであろう。腕部は内外面ともに

ロクロの痕がよく残っている。そして胴部の外面は最終的に斜方向のヘラ研磨で仕上げられているた

めに明瞭ではないが，底部付近は菌取風にへラで削ったとみあれる。胎士は精選され色調は灰色であ

る。

28は灰色で非常に軟質の査で，口頭部を欠失するが，頚部つけねから高台部まで、残っている。肩部

には高さで1.0cmの間隔をおいて， I隔1mmの横沈線が上に 1条，下に 2条めぐっている。胴部は球形で、

削り出しの高台がつく。外面の胴中位以下は回転へラケズリで仕上げられる。内面上半部は丁寧なヨ

コナデ仕上げた、が，下半部には上からみて「の」字のロクロ痕が顕著に残っている。外底面の高台付

近には間心円状の痕跡があり，回転糸切り痕に似ているが，高台の部分にまで及んでいるため，カキ

司と考えた。現高7.8cm，底径5.85cm，胴部の最大径は11.7cmである。

このほかに図版 4--4~6 ・ 9~11に示すようなロクロ痕の顕著な土器片や，縄目叩きで内面に同

心弧の当具痕が残る土器片があって楽浪土器(系)として処理しておく。

これらの土器はいずれも朝鮮半島産である。三雲遺跡、番上II-5土器濡(7)での楽浪土器(系)の発掘

結果からみても弥生中期後半~後期の中におさまる。中でも 18・21・22・23は比較的古く，中期後半

~後期前半代に相当するであろう。

(4) 三韓系瓦質土器 (第 3図24""""35，第 4図36""""41，図版 6・7・8) 

いずれも査の破片である。

24は短頚球形査の破片で同一個体が 6片あり，頚部つけねから胴下半部までを図上復元した。下ぶ

くらみの扇球形胴を縦方向の平行叩き目で成形し，幅O.5mm~ 1 mmの細い横沈線をヒ半部に密にめぐら

している。おそらくラセン沈線である。底部付近は格子日叩きで成形している。頚部つけねは，強い



ヨコナデで幅0.9cmほどの平坦面をつくる。口縁部は直線的に外反するであろう。胎土は精選され灰色

を呈するが，器表の一部に丹がついている。胴部最大径は30.6cmで、ある。同様な器形としては対馬島

の小姓島 5号石棺例(8)があるが，本例の方が胴部が丸味を帯びており，最大径も上方にあって，やや新

しい傾向を示している。

25は長胴丸底の体部に，やや長く外反する口頚部をもっ査の上部破片である。胴部は縦方向の平行

叩き後に横沈線をめぐらすが，内面全体と口頭部内外面はヨコナデで仕上げている。口頭部つけねの

外面には，わずかに平坦面が形成されている。灰色で砂粒が混じるが，焼成は良く，瓦質土器の中で

はかなり硬質である。

26は口頭部の小片で直線的に外反する。内外ともにヨコナデで仕上げているが，頚部のつけねのあ

たりに平行ないし縄目の縦方向の叩き目痕がかすかに残っており，口縁部まで叩き目で成形したこと

がわかる。緑灰褐色でやや軟い質である。口径は17.3cmである。

27は灰色を呈する非常に軟質の小形査の口縁部片である。口縁端部は水平に近く，口縁内面が一度

くぽむのが特色である。

29は胴上部から口頭部にかけての破片である。縦方向の縄目叩き後に横沈線をめぐらすが，肩上部

から上は叩き自をナデ消している。頚部には粘土のつぎ自の痕がよく残っている。胎土は精選され白

濁色の軟い質である。器形がナデ肩で，胴部よりも頚部つけねから上が分厚く，頚部も長く直立して

わずかに聞くことから，韓国慶尚道地方の前期三韓土器によくみられる長頚査，卵形長胴丸底の体部

に組合式の牛角形把手がつく長頚査である。胴部内面は当異の痕がナデ消されている。

30は29と同様な色調と質の土器で，肩部の破片である。やはり粗い縄目叩きの後に横沈線をめぐら

している。 29と同一個体の可能性もないではないが，胴径や厚さが29とは異なるために別個体として

扱い，短頚球形査とした。いずれにしても小片のため断定はできない。

31は大形の短頚球形査の破片である。縦方向の縄目叩き後に横沈線をめぐらし，頚部つけねから上

はヨコナデで消している。内面はナデで仕上げている。灰色で細砂がかなり混じりザラザラした質感

の土器である。

32~40は査の胴部破片である。 32は非常に粗い縄目叩きに幅25mmほどの太い横沈線をめぐらしてい

る。胎士は精選され器表は晴赤褐色を呈し，断面や内面に接合の痕が残る。 33も縄目叩きに横沈線を

めぐらしており，内面はナデ仕上げである。胎土は精選されて灰白色を呈し焼成は良い。 34は斜格子

日の叩き後に横沈線をめぐらすが，途中で沈線が一度途切れてひき直している。内面は指おさえとナ

デ仕上げである。胎土は精選されて灰白色を呈し，焼成は良い。 35は縄呂の叩き後に横沈線をめぐら

している。内面はナデ仕上げである。胎士は砂粒を含んでやや粗く，灰色を呈する。 36は胴上半の平

行叩き目と，その後の底部付近の格子目叩きが重なる部分である。細い平行叩き自には幅0.5~ 1 mmの

細い横沈線がめぐる。内面はヨコナデ仕上げである。細粒を含み外面黒灰色，内面は暗茶褐色を呈す

る。 37も胴下半部の破片で，斜格子目の叩き後に幅2.5mm前後の太いラセン横沈線がめぐるが，沈線の

開始部が残っている。やや組い胎士で淡灰赤褐色を呈する。内面はナデ仕上げである。 38は胎土が精

~172 
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選された白濁色を呈する軟い質で，縦方向の縄目叩き後に横沈線がめぐる。 29ないし30と同一個体と

みられる破片である。 39は太い斜格子目叩きの破片で，内面はナデ仕上げである。胎土は精選され，

灰白色を呈する。 40はやや細かい格子目叩きの胴下半部で，幅 1mmの横沈線の最下段部がかろうじて
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三韓系瓦鷺土器 (3S，-._，41)陶質土器 (42，-._，45)第 4図



みとめられる。黒灰色の胎土は細粒を含みやや軟い質である。

41は丸底部の大きな破片で，外面は細かい縄目の叩きが縦横に交差している。内面は指ナデで仕 t

げるが，無文当具の痕がよく残っている。外面青灰色，内面黒灰色を呈する堅撤な焼成で，人によっ

ては陶質土器とするような資料である。

以上の三韓系瓦質土器はいずれも朝鮮半島産とみられる。 24・25・26・29は確実に三韓土器前期に

属し，弥生中期後半~後期前半に相当する。なかで、も24はやや古く位置づけられよう。 25の長嗣査と

29の長頚壷は日本国内では初めて報告された器種である。

これに対し27・28・40・41は，器形や質からみて，後期に位置づけられる。なかでも28・40は，三

国土器まで下る可能性をもっている。

このほかにも図版6・7・8に示したように，叩き目をもったり無文瓦質の土器片が，かなり出土

している。格子自にも大小ある(図版 8-2~ 7)。また図版 8-1 は外面に陶質に近い光沢がみられ

る無文の壷の肩部破片で，釜山市老囲洞遺跡(9)などで出土している陶質土器出現期の瓦質土器との比

較検討が必要だが，これらについては別の機会にゆずりたい。

(5) 三国陶質土器 (第 4 図42~45，図版 9 ) 

陶質土器には完形の壷 1点 (43) と，若干の破片がある。

42・44・45はいずれも叩き目をもっ壷の胴部の破片である。

42は縦方向の縄目叩きを横方向の沈線で区切り，内面は横方向のナデで仕上げている。

43は無文の小形短頚壷の完形品で，肩が張った肩球形の胴部に大きな平底がつく。口頭部は短く直

立気味に外反しており，さらにその上部は反転内傾して複合口縁状となる。胴部は無文の叩き後に，

口縁部から胴下半部までヨコナデで仕上げているが，頚部つけね外面に指おさえの痕が残る。口径8.7

cm，器高9.7cm，胴最大径14.7cm，底径8.3cmで，暗灰色を早‘するたいそう堅撤な土器である。

44は外面が青味がかった暗灰色を呈し，平行叩き後に浅い沈線をめぐらした胴の下半部で，内面は

無文の当具とナデの痕が残る。

45は斜方向の縄目叩き後に，横沈線をめぐらす外面灰色の小破片である。

このほかに無文の陶質土器の小片が 3 片みられる(図版 9-4~6) 。

これらの陶質土器はいずれも朝鮮半島産で，そのっくりからみておおむね 3 世紀後半~4 世紀代の

古式新羅加耶系であり，韓国の慶尚道とのつながりが強いとみられる。ただ43については，近年大成

洞29号墳で同様な大きな平底をもっ扇球胴の小形短頚壷が出土してはいるが(10)，複合口縁や大きな平

底は全羅道方面に多くみられる特色であり，いまのところ韓国南海岸一帯の土器としておきたい。
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(6) 小結

以上，原の辻遺跡から1993年度に出土した朝鮮半島系の土器についてみてきた。無文土器系土器の

一部に日本列島産とみられるものがあるが，大部分は朝鮮半島産である。今回の調査結果からすれ

ば，原の辻遺跡の朝鮮半島系土器は後期無文土器にはじまり，楽浪土器や三韓土器が主体をなして，

古式の三国土器まで及んで、いることがわかる。これを今回の原の辻遺跡での日本側の土器の様相や共

伴関係から考えると，上限は弥生前期末で，弥生中~後期が主体をなし，下限は古墳時代前期(有田

I式=布留式土器併行期)となる。これまでの調査で出土した資料も，以上の枠組の中でおさめて大

過ない。

弥生前期末~中期前半にかけては後期前半~後半の無文土器系土器がみられ，弥生中期後半~後期

にかけては楽浪系および三韓系土器が主体を占めている。楽浪系土器が中期前半までさか上るか否か

については，今後の検討課題である。三国陶質土器は，共伴関係が不明なのが惜しまれるが，他遺跡

での成果などを参照すれば，古墳前期が主体をなし，一部は弥生後期末までさか上る可能性がある。

注目されるのは楽浪系土器で，査・杯・筒杯・大鉢・滑石混入の植木鉢形鉢があり，査の器形も，

大形厚手の査や縄藷文壷，無文の中型壷など器種・器形が多様である。三韓系よりも量はやや少ない

ものの，これは弥生時代の通常の遺跡にはない特色で，単に広く掘ったから出たというようなもので

はない。また三韓系土器も前期・後期とみられ，無文土器や三国土器の様相も合わせて考えるなら

ば，前期末以降，原の辻遺跡と朝鮮半島との密接な交流は古墳時代前期まで絶えることなくつづき，

特に中期後半~後期が最盛期であったことがわかる。

また，今回出土した朝鮮半島系土器の故地を探ると，朝鮮半島南部，それも南海岸地方一帯との関

係が強いが，弥生中期後半~後期には楽浪郡や帯方郡との関係も，それに迫るほどであったことがわ

かる。ただし，これらの朝鮮半島系土器は，遺跡内の全面に散漫に分布しており，狭い範囲から集中

して出土する傾向はみとめられない。したがってこれらは渡来漢人や韓人が集団的に固まって居住し

たことを示すというよりは，倭人や韓人・漢人が交易の際にもたらしたものであり，原の辻に居住し

た人々を主体とした海上活動の結果であろう。

f説志倭人伝jが一支国について対馬国とともに「また南北に市薙す」と記し，女王国について

「玉， 1.更を遣して京都・帯方郡・諸韓国に詣りJと記した内実の一端が，これらの朝鮮半島系土器から

もうかがわれるのである。
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原の辻遺跡出土の動物遺存体

京都大学霊長類研究所茂原 信生

奈良国立文化財研究所・京都大学大学院人間環境学松井 章

1 )はじめに

原の辻遺跡から出土した軟体類をのぞく動物遺存体は，軟骨魚類数種，硬骨魚類 4種以上，腿虫類

1種以上，鳥類2種以上，晴乳類11種以上にのぼる。その大部分は環濠内埋土からの出土で，環濠が

集落のゴミ捨て場の機能を果たしていたこともわかる。採集された動物遺存体は，破片数では2000点、

を越えるが，現段階では集計が終わっておらず，整理途上での概要であることをあらかじめ断ってお

く。本資料の分析には，茂原，松井の両名が1995年12月に原の辻遺跡の発掘調査事務所を訪れ，現地

で出土した動物遺存体全体の観察，選別を行い討議した。さらに 3月になって出土した資料をすべて

奈良国立文化財研究所の松井の手元に搬入し，現生標本と比較しながら同定の確認を進め，部位別に

集計を行った。本文は，主として茂原が現地での観察，計測をもとに犬骨を分担執筆し，松井が動物

遺存体一般を分担執筆し，各々の観察，意見を交換しながら文章に纏めた。

2 )種類ごとの概要

A)軟骨魚類

大型のサメ類の歯，椎骨が多数出土している。サメの歯のなかにはかなり大型のものが含まれてい

る。歯を目的として集落に持ち込まれたものであろう。また椎骨には中央部に穿孔してペンダントに

加工したものもあり，大型のサメが精神世界になんらかの重要な役割を果たしていたことであろう。

8)硬骨魚類

他の遺跡、でも見られる現象であるが，タイ類のうちマダイ，クロ夕、イ，ヘダイが多い。この 3種の

中でもマダイは特に骨が大きくて頑丈なため，イヌも食べずに遺跡に残りやすい傾向がある。岩礁性

の海岸が近くにあるので，岩場に生息するカンダイ(コブダイ)の咽頭歯が自に付く。発掘時にフル

イを用いていないので，微細な小型魚類が存在したかどうか不明であるが，現地で環濠の土壌を少量

調べた結果，水漬けの低湿地の土壌では，小型魚類の骨の遺存は期待できず，さらに集落で飼われて

いた多くの犬が小型の魚類の骨を食べていたことは想像に難くない。このことは丘暖の上部の高元地

区の調査で検出された人為的に埋め戻されたことがあきらかな土坑から，小型のベラ科，コチ，フサ

カサゴ科の魚類などが検出されていることからも裏付けられる。
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c)照虫類

ウミガメの甲板(甲羅)が多い。長時間煮られた結果か，白く粉を生じるまでに硬度を失っている

ものも多い。四肢骨は見あたらない。

0)鳥 類

キジまたはヤマドリに相当する資料が見られる。鳥類の骨は少ないが，魚類と同じようにイヌの餌

になった可能性が高い。ワシ，タカなどの猛禽類の爪が出ている。古墳時代には鷹狩りが存在したこ

とが埴輪から明らかであるが，弥生時代に行われた証拠はまだない。

E)噛乳類

原の辻の動物遺存体のなかで最も特徴のあるのは，大量のイヌの骨の出土である。出土した動物遺

存体の半分以上がイヌの骨であろう。

ウマの歯が一点、出土しているが，上層の包含層からのもので弥生時代の可能性は少ない。環濠の中

からは皆無であるので， ~説志J 倭人伝に記された「其の地，虎豹牛j馬鵠無しJ とする記事は，少なく

ともこの壱岐に関する限り正しいようである。

この遺跡の特徴となるのは，アシカと思われる鰭脚類の遺存体が多いことである。日本海沿岸，島

興部には絶滅したニホンアシカが，近年まで多数生息していたことから，壱岐周辺でも捕獲可能であっ

たのだろう。ただし，大部分が破片であるうえ，ニホンアシカの標本と比較することが出来ず，正式

報告書までは最終同定は保留したい。

イルカもまた多く出土している。椎骨が大部分であるが，鰭脚類と並んで、貴重な海のタンパク源で

あっただろう。

アカシカと思われる，巨大な角座が出土している。明らかにニホンジカよりは数段大きし骨角器

の素材として大陸よりもたらされたものであろう。

ニホンジカに相当する大きさの四肢骨も存在するが，量は多くない。現在では壱岐にはシカは生息

しないが，弥生時代には少数，生息していたのか，それとも九州から搬入されたものか不明で、ある。

上腕骨の 4点、が最も出土例が多い。

弥生時代には，すでにブタが存在していことを西本豊弘は述べている。本遺跡でも上下顎骨が24点

出土しているが，西本の基準に基づいた形態上の検討はまだ行っていない。多くの骨には，関節部を

中心にイヌの噛み跡が残り，大部分の骨がイヌの餌になったことを窺わせる。

イヌは別項で述べるように，本遺跡で最も多くの個体数をしめる。破片数を含めると，数百点にの

ぼり，これまでに日本中の弥生時代の遺跡から出土したイヌの骨の総数をも凌ぐかもしれない。分析

はまだ始めたばかりであるが，本稿では，部位別の破片数量と計測値を明らかにして，後日の正式報

告書に詳細をゆずる。



原の辻遺跡出土動物種名表

魚 類

軟骨魚綱 Class Chondrichthyes 

サメ類種不明

Fam. et gen. indet. 

硬骨魚網 Class Osteichthyes 

マダイ Pagrus major 

クロ夕、イ Acanthoρα~grus schlegeli 

カン夕、イ Sel11Icosミyphusreticulatus 

ベラ科の一種 Labridae gen. et sp. indet. 

マフグ科の一種 Tetraodontidae gen. et sp. indet. 

フサカサゴ科の一種 Scorpaenidae gen et sp. indet. 

コチ Platycψhalus indicus 

JI¥巴虫綱 ClassRepitalia 

ヘピ科の一種 Colubridae gen. et sp. indet. 

ウミガメ科属，種不明 Chelonidaegen. et sp. indet. 

鳥 綱 ClassAves 

ガンカモ科属，種不明 Anatidaegen. et sp. indet. 

キジまたはヤマドリ Genus Phasianus sp. indet. 

ワシ・タカ科

カイツブリ科の一種属，種不明 Podicipidaegen. et sp. indet. 

晴乳綱 ClassMammalia 

ヒト H omo sapience 

クマネズミ属の一種 Gen. Rattus sp. indet. 

ノウサギ Lepus brachyurus 

ウマ Equus caballus 

イノシシ Sus scro_舟

アカシカ Cervus dαρhus 

ニホンジカ Cervus ni~ρon 

鯨目の一種 Cetacea Fam. et gen. indet. 

イルカ科の一種 Delphinidae gen.et sp.indet. 

イヌ Canisβzmiliaris 

タヌキ Nyctereutesρrocyonoides 



表 1

1 シカ 左右 イヌ 左右 イノシシ 左右

2 鹿角 左 1 頭蓋骨 中 2 頭蓋骨 左 5 

3 右 1 上顎骨 左 6 右 2 

4 中 17 右 8 中 中 5 

5 上腕骨 左 1 下顎骨 左 40 上顎骨 左 9 

6 右 3 右 19 右 5 

7 榛骨 左 。環椎 中 5 下顎骨 左 6 

8 右 1 軸椎 中 4 右 4 

9 尺骨 左 。その他椎骨 中 49 環椎 中 7 

10 右 。屑肝骨 左 9 軸椎 中 1 

11 中子骨 左 。 右 5 その他椎骨 中 12 

12 右 l 上腕骨 左 16 肩肝骨 左 6 

13 寛骨 左 。 右 16 右 2 

14 右 。榛骨 左 12 上腕骨 左 8 

15 大腿骨 左 。 右 11 右 11 

16 右 。尺骨 左 10 棲骨 左 5 

17 腔骨 左 。 右 9 右 5 

18 右 1 寛骨 左 13 尺骨 左 5 

19 腫骨 左 。 右 6 右 6 

20 右 。大腿骨 左 15 寛骨 左 1 

21 距骨 左 。 右 23 右 3 

22 右 。腔骨 左 13 大腿骨 左 。
23 中足骨 左 l 右 10 右 1 

24 右 1 腫骨 左 2 腔骨 左 7 

25 中手・中足骨 不明 1 右 3 右 7 

26 距骨 左 。躍骨 左 4 

27 右 。 右 1 

28 中手・中足骨 左右 25 距骨 左 。
29 犬歯 左右 8 右 1 

30 肋骨 左右 27 中手・中足骨 左右 9 

31 犬歯 左右 6 

32 肋骨 左右 3 

33 排骨 左 l 

34 右 。
35 第三大臼歯上 左 3 

36 右 2 

37 第三大臼歯下 左 。
38 右 E 

39 第二大臼歯上 左 。
40 右 3 

41 第二大臼歯下 左 。
42 右 1 

43 第一大臼歯下 左 l 

44 右 。



テン Martes }nelampus 

カワウソ Lutra lutJ~α 

アシカ科属，種不明 Otadiidaegen.et sp.indet. 

3 )イヌ

A)出土した犬骨の概観

本遺跡から出土した犬骨 1は，弥生時代の犬骨としても，また大陸系と縄文犬以来の日本の在来犬

との関係を探るうえで非常に重要なものである。縄文時代に日本列島で飼育されていた縄文犬は，南

北に細長い国土や， 1万年近くにもおよぶ長い存続年数にもかかわらず，犬の形質からすると長谷部

言人の五区分のうち，オスが小中，メスが小の一系統であったと考えられている(長谷部1953)。しか

し，弥生時代になると，中国大陸，あるいは朝鮮半島から，犬もまた人と共に渡ってきて，日本列島

に分布する犬の形質がかなり変化したと考えられている。しかし渡来系の大型の犬が弥生時代に存在

したことを証明するまとまった資料はこれまで非常に少なし数例の出土資料から推測されていたに

過ぎない。今回の原の辻遺跡出土の犬骨は，完全な頭蓋骨は少ないとはいえ，四肢骨の出土量は多く，

大きさなどを推定する資料となり得る。今後の引き続き行われる発掘によって，さらに多くの犬骨，

特に頭蓋骨が発掘されるであろうことを考えると，日本在来犬の系統を明らかにする上でたいへん重

要な資料となることは明らかである。なお，犬骨の計測法は斎藤 (1963) にしたがった。

B)出土状況

今回，取り上げる犬骨は，他の動物遺存体と同様，集落を取り巻く環濠のなかから出土したもので，

表 2 原の辻遺跡出土の犬骨の下顎第一大臼歯の計測値

右 左 参考データ

近遠JL、径 頬下径 近遠J心径 頬下径 国柄犬骨 ♂ 19.8 

2l.5 8.6 20.5 8.6 ♀ 18.7 

20.7 8.0 20.5 8.2 シノてイヌ ♂ 18.6 

20.6 8.0 19.6 7.7 ♀ 17.4 

19.6 7.8 19.3 7.8 

19.1 7.8 19.1 7.6 

18.9 7.6 19.0 7.3 

18.9 7.5 18.6 7.6 

18.8 7.7 18.4 7.4 

18.8 7.7 18.2 7.4 

18.7 8.7 18.1 7.5 

18.3 7.0 17.9 7.2 

17.7 7.0 17.9 6.8 

17.5 7.0 17.9 7.0 

17.2 7.2 17.3 7.0 
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大部分が散乱状態で出土したものである。したがって，成長段階を明らかにしたり，骨端部の左右の

計測値を比較するなどの個体ごとの識別が必要で、あるが，今回は下顎骨の左右の大きさと，頭蓋骨と

下顎骨の組み合わせを識別しただけである。四肢骨の識別は難しいので，羅列的に計測値をならべて

全体としての議論となる。骨の保存状態は低湿地遺跡によく見られるように非常によいものが多く，

環濠内に埋没してからの風化，浸食はほとんどないと考えられる。ただし，同じ地点から出土した犬

骨にも表面が白っぽく柔らかくなっているものもみられるので，煮炊きされた結果保存度に差が出た

可能性もある。

c)出土犬骨の特徴

頭蓋骨(下顎骨以外)

頭蓋骨は 2頭分が計測可能であった。頭蓋骨最大長は157.9ミリと 159.3ミリであり，縄文犬と比べ

てもあまり大きくはない。弥生時代犬の平均値ではメス (157.8ミリ)に相当する大きさであり，オス

(174.3ミリ)よりかなり小さい。計測値だけでなく，頭蓋の形態から判断するとどちらもメスとは考

えにくく，黒色がかった個体の方(仮に l号犬頭蓋骨とする)はメス的であり，白っぽい方(仮に 2

号犬頭蓋骨とする)はオス的である。

1号犬頭蓋骨は矢状稜が発達しておらず，タ十前頭稜はやや膨隆している。また脳頭蓋はやや円型

で，下顎骨は華者である。また下顎の岐筋嵩は普通だが，外側頭直筋の付着部位は左右がよく発達し

てオス型である (The，T. L.他1976)。吻部では犬歯の後部にややくびれが見られ，吻が華著である。

大孔の上縁にやや切れ込みがあり，縄文時代犬には見られない特徴である。

一方 2号犬の頭蓋骨は，吻の犬歯後部のくび、れが小さく頑丈な印象である。また矢状稜はほとんど

発達しておらず，外前頭稜の下方はやや膨隆している。外側頭直筋の付着部位はメス型である。大孔

は一般的な楕円形であるがやや上方に凸である。

前頭部から鼻骨までの窪み，すなわち額段(ストップ)はどちらも小さく，直線的で縄文時代犬と

ほとんど代わらない大きさある。鼻骨回陥示数はl3.0と10.1で，弥生時代犬よりもむしろ縄文時代犬

(オスェ11.2，メス =10.5)とあまり変わりなし現代のシバイヌ(オスニ18.7，メスニ17.4)などよ

りははるかに小さい。今後の研究を待たなければならないが，頭蓋骨から見る限り，出土した犬の個

体は，縄文時代犬の影響をかなり強く示していると言えよう。一般的に考えられているように，弥生

犬全体が額段(ストップ)が大きくなっているわけではなく，依然として縄文犬の顔つきを残した犬

も存在したことがわかる。

下顎骨

計測に耐え得る保存の良好な下顎骨の出土数は，左が28個，右が16個である。ただし，完形のもの

はさほど多くない。さらに計測に用いなかった破片を加えると，左40個，右19恒と骨の中で最も多く

の出土量を示す。これらの下顎骨は大きさの変異が比較的大きく，下顎底が丸みを帯びた縄文時代犬
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には見られないような下顎骨もあり異なる形質の犬が飼われていたことを示す。このような縄文犬と

異なる形質の犬は，大陸の影響を示唆するものであろう。全体には縄文時代犬と比べると華者であり，

縄文犬によく見られる生前に歯が脱落したり破損したりする痕跡はほとんどない。

四肢骨

他の動物遺存体と同様，四肢骨はどの長骨も均等の出土をしているわけではなく，部位によって偏

りが見られた。もっとも多く出土したのは大腿骨で左15本，右23本であった。続くのは，鹿骨で左13

本，右10本，梼骨が左12本，右11本である。逆に排骨の本数は現段階では確認していない。腔骨は骨

端が癒合しているもので最大のものが172.o n1l11 ，最少のものが119.1酬である。大きい腔骨の方は縄文

時代の田柄員塚犬(茂原他;1984)のオスの腔骨最大長14l.80mmや現生のシバイヌのオス(小野寺他;

1987)の最大長135.1mmよりもかなり大きし小さいものは縄文時代犬のメスの平均値125.58mmや現生

シバイヌのメスの125.2mmよりもやや小さい。腔骨最大長が172.0mmの個体は，長各部の型区分(1952)

では中大級に属すことになり，小さいほうは長谷部の小級でも小さいほうに属する。多くの腔骨最大

長は140mmから160mmの大きさで，この値は長谷部の型区分では中級に属する。この大きさの犬も，縄

文時代犬には少なく，縄文時代犬はオスが中小級(腔骨最大長で、131~14511lm) ，メスで小級(腔骨最大

長で130mm以下)であるから，原の辻の犬骨は，頭蓋骨では縄文時代犬に相当する大きさのものであっ

たが，四肢骨を含めると全体に縄文犬よりもやや大型であると言え，他の弥生時代犬と同様の傾向を

示していると言えよう。

病 気

歯根嚢胞が2個体で認められ，歯槽の変形がQ5 -12IV上の個体に観察される。この個体の変形は第

2・第 3大臼歯の部分と第 4小臼歯の部分である。残っている骨に骨折などは認められない。

個体数の推定

今回調査した犬骨のうち条件の良い下顎骨は，左が28個，右が16個確認された。そのうち左右の計

測値，形態土の特徴の一致するもの，すなわち同一個体のものは11個であった。これを元にして下記

のような推定を行った。

最少個体数は左下顎骨の数であるから28個体ということになる。しかし，左右があうものを除いた

左側の下顎骨は17個，右側の下顎骨は 5個であるから，この発掘された集団には少なくとも11十17+

5こ 33個体はいたことになる。さらに考えを進めて，左・右の下顎骨がなくなる確率は

まったく同じと考えて ipJとし，もともといた個体数を i11Jと仮定する。下顎骨はもともと左右

あわせて合計211個である。 それぞれの側の下顎骨が16と28になる確率は左右とも同じはずである。



右 n1固が16になる確率は 1-P 

左 11個が28になる確率は 1-P 

左右あわせて 2n個が今は44個になっているのだから

1p=;; ① 

右と左が両方のこる確率は pXp (=pりである。それが11個あったのだから

p2二 11 ……・…・・…-……・・……・…・…②
n 

②から てしレ」日一げ
一一n

 

①へ代入して 1-pニ 2p2

2p十p-1ニ O

(2p-1) (p+ 1)ニO

一一p
 

1 
2 

したがって， 11=44である。今回は，たまたま左右の下顎骨の数をたした数になったが常にそうなる

わけではない。この集団には44頭のイヌがいたということになるが，発掘された部分だ、けで、あるから

さらに多い数がいたことはまちがいない。

D)弥生時代犬骨としての「原の辻犬」の位置

原の辻犬骨は全体としてみると，顔面の窪み(額段あるいはストップ)が小さく，形の上では縄文

時代犬の系統を強く示しているものがある。しかし，四肢骨の大きさに見るように縄文時代犬よりは

大きいものが多く，長谷部の型区分では中級のものが多い。さらに歯の岐耗が少なく，歯の破損や脱

落は少ない。下顎骨はきゃしゃなものが多い。また，下顎底の形態が丸みを帯びており，樺太の鈴谷

貝塚や北海道の香深井遺跡などから出土するイヌの下顎骨とよく似た形態を示す下顎骨もみられる

(S 7-201 V)。このように朝鮮半島などからの北方系と思われる大陸型のイヌの影響があった可能性を

示唆しているいる。

出土状況が縄文貝塚犬でみられたように埋葬ではなし散乱状態や溝の中に遺棄された個体が多く，

食用に供された可能性を示唆している。実際に中近世の遺跡から出土した犬骨に見られる関節部を切

断した痕跡や，肉をはぎ取った時に着く細かな刃物傷が見られる例は，存在はするが数が少ない。四

肢骨でも上腕骨の近位端，大腿骨の近位端などに胴体から四肢を切り放すときに破損したと思われる

傷が多く見られる。おそらく，原の辻の犬は，集落内で多数飼われていたのが必要に応じて人々の食

料ともなったものであろう。このような陸上の動物資源の限られた島では，貴重な動物性タンパクの

供給源であったことが推定できる。関節部に焼かれた痕跡がほとんどないことから，焼く調理よりも
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現代の東アジアの多くの国で見られるように煮炊きされて賞味されたものであろう。上腕骨の遠位端，

尺骨，榛骨の近位端，大腿骨の遠位端，腔骨の近位端など，前肢，後肢は一体として調理されたよう

で，この部位に切断痕跡を持つ資料は少ない。つまり，胴体から四肢をはずした後，さらに細かくし

てから煮炊きしたものではなく，胴部，四肢をまるごと煮たことを考える必要があろう。

四肢骨に比して下顎骨以外の保存状態の良い頭蓋骨が少ない点も，埋葬された例が無かったことに

よるものであろう。死んだものを単に投げ込んだりした食用になった以外の出土例もあることから，

すべての犬が食用であったという事は言えないが，上記の観察から，出土した犬骨のかなりのものが

食用となった可能性が高いということは言える。

4 )まとめ

原の辻遺跡から出土した弥生時代の犬骨は，完形で残っていたイヌは縄文時代犬の形質を強く残し

ているが，四肢骨の大きさなどでは縄文時代犬よりも大きく長谷部の型区分では中級犬が多い。北方

型の犬によくみられる，丸みを帯びた下顎底の形態を示すものもあり，大陸の犬の影響が強いことが

示唆される。出土状況が大部分が散乱状態であり，人為的破損のある四肢骨も少なくないので，なん

らかの形で食用に供された可能性がある。ただし，中近世の遺跡で見られるように切痕のある四肢骨

は多くない。

今回の調査にあたり，観察の機会を与えて下さった長崎県教育庁文化課の方々に心から感謝致しま

す。個体数の推定は，濁協医科大学の神崎教授のご教示を得た。神崎教授はさらにシュミレートして，

この数の妥当なことを検定していただいた。厚く御礼申しあげます。
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表 3 原の辻遺跡出土の犬骨の計測値と比較資料(単位はffiffi，*推定値)

1 :頭蓋最大長 (pr-i)

2 :基底全長 (pr-)

3 :頬骨弓幅 (zy-zy)

4 .脳頭蓋長 (na-i)

5 : nasion-basion (na-ba) 

6 :頭蓋l幅(1)(eu-eu) 

7 :頭蓋高(1)(br-ho) 

8 : basion-bregma高 (ba-br)

9 :最小前頭幅 (ft-ft)

10:前頭骨頬骨突起端幅 (ect-ect)

11:後頭三角幅 (ot-ot)

12 :両耳幅 (au-au)

13 :最小限嵩間幅(ent-ent) 

14 :顔長 (pr-na)

15 :吻長(1)(pr-o. a) 

16 :吻幅(犬歯部)

17:吻高 (na-)

18 :鼻骨凹陥深

19 :硬U蓋長 (pr-sta)

2o :硬口蓋最大幅

2l:下顎骨全長(1)(id-goc) 

22 : (2) (id-c. mid) 

23 :下顎枝高

24 :下顎枝幅(最小値)

25 :下顎体高 (M1の中央)

26 :下顎体厚 (M1の中央下方)

27 : [皮筋嵩深(下顎枝幅位)

頭蓋示数(1)(3/1) 

脳頭蓋示数(6/ 4 ) 

長高示数(8/1 ) 

幅高示数(8/6 ) 

横頭顔示数(3/6 ) 

眼霞後示数(9/6 ) 

顔面示数 (14/3)

吻長示数 (15/1) 

鼻骨四陥示数 (18/17)

u蓋示数 (20/19)

下顎体厚高示数 (26/25)

原の辻遺跡出土犬骨(弥生時代)

S 7 -21 

B5 
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87.2 
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22.0 

9.9 
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55.2 

57.4 

37.8 

116.4 

170.0 

61.6 

87.3 

42.7 

13.0 

73.5 

45.0 

2号溝
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87 

84.7 

49 

44.8 

62.3 

32 

42 

60.9 

69.3 

29.4 

79.1 

70 

32.8 

4l.5 

4.2 

77.3 

57.1 

56.3 

39.1 

127.1 

65.3 

43.9 

10.1 

73.9 

102* 

27.3 

21.0 

9.8 

7.0 

46.7 

122.0 

49.1 

30.6 

23.1 

11.2 

6.9 

48.5 

126.8 

33.4 

26.3 

12.5 

7.6 

47.5 

18.9 

9.6 

50.8 

132 * i 

131ぉ

35.1 

26.7 

12.9 

9.7 

48.3 

縄文時代犬平均

168.7 

158.5 

95.4 

90.0 

86.5 

52.5 

49.5 

65.2 

3l. 7 

44.6 

6l.6 

59.8 

3l.1 

82.9 

72.2 

34.1 

39.7 

4.5 

8l.5 

57.3 

123.5 

123.1 

48.8 

31.3 

23.6 

11.0 

7.9 

56.6 

58.4 

38.6 

124.3 

18l.8 

60.5 

86.9 

42.8 

11.2 

7l.1 

47.1 

156.9 

148.5 

87.5 

84.8 

80.8 

51.6 

45.8 

59.9 

31.4 

41.2 

58.8 

57.4 

28.2 

76.4 

67.5 

31.5 

36.8 

3.9 

77.2 

55.2 

113.3 

113.7 

43.3 

27.4 

21.1 

9.9 

6.7 

55.9 

60.8 

38.1 

116.2 

170.2 

60.9 

87.2 

42.6 

10.5 

70.3 

46.7 

弥生時代犬平均

♂ 1 ♀ 

174.3 

165.6 

103.5 

97.1 

93.9 

5l. 0 

52.8 

68.2 

33.0 

47.8 

61.5 

60.8 

31.6 

8l. 7 

72.1 

34.0 

40.2 

5.6 

82.5 

58.6 

128.0 

128.3 

50.6 

35.0 

23.5 

12.2 

59.3 

52.6 

39.2 

134.1 

203.2 

64.8 

79.1 

41.3 

13.8 

7l.1 

51.8 

157.8 

148.3 

89.4 

86.3 

80.7 

52.3 

47.2 

59.8 

32.1 

42.3 

58.0 

56.5 

28.6 

77.4 

67.7 

31.5 

38.1 

3.9 

76.9 

54.0 

114.2 

114.0 

44.9 

29.0 

21.4 

10.3 

5.2 

56.6 

60.6 

37.9 

114.5 

171.0 

61.4 

86.6 

42.9 

10.3 

70.3 

48.1 

中世犬平均

♂;♀  

177.7 

167.3 

100.8 

99.0 

54.4 

49.7 

67.5 

34.7 

46.0 

64.3 

63.0 

31.3 

84.2 

74.1 

37.6 

40.8 

5.1 

84.7 

61.8 

131.3 

131.3 

52.7 

32.1 

23.3 

10.9 

7.4 

56.7 

55.0 

38.0 

124.3 

185.5 

63.8 

83.7 

41. 7 

12.5 

73.2 

46.8 

157.8 

150.6 

90.6 

86.3 

84.7 

51.4 

44.7 

61.1 

30.9 

41.2 

58.3 

58.2 

27.6 

74.4 

66.4 

32.8 

36.1 

4.0 

78.1 

56.9 

117.9 

116.3 

47.6 

28.5 

21.0 

10.0 

6.5 

57.4 

59.6 

38.8 

118.4 

176.4 

60.2 

82.1 

42.0 

11.1 

36.6 

47.6 

シバイヌ平均値

現生

♂ (Ave) :♀ (Ave) 

155.5 

147.9 

94.8 

86.1 

84.2 

50.1 

49 

65.0 

29.5 

43.5 

55.2 

54.2 

28.7 

74.6 

65.0 

31.5 

34 

6.4 

74.9 

59.2 

114.1 

114.2 

44.6 

27.7 

18.9 

9.1 

5.8 

61.0 

58.2 

41. 9 

129.9 

189.4 

59.0 

78.8 

41.8 

18.7 

79.2 

48.3 

145.3 

137.9 

88.1 

80.8 

79.1 

48.3 

45 

61.4 

28.2 

39.3 

51.6 

50.7 

25.4 

69.4 

60.1 

28.9 

32 

5.5 

70.3 

55.2 

107.0 

107.0 

41.3 

25.5 

17.2 

8.2 

5.3 

60.7 

59.8 

42.3 

127.3 

182.7 

58.3 

78.8 

41. 4 

17.4 

78.6 

47.7 

-199~200 



表 4 原の辻遺跡出土のイヌの四肢骨の計測値，および比較資料 (R:右，し:左)

各自肢骨を個別に記載したが上下の四肢骨は対応していない

原の辻犬骨(弥生時代)

上腕骨 R R R R 民 R R 

全長 137.1 135.3 135.1 129.6 141.3 138.3 115.1 

上端最大III冨 20.7 23.4 21.6 20.8 24.3 24.3 18.6 

中央最小幅 10.2 11.4 11.0 9.9 11.8 12.0 8.6 

中央最大幅 13.7 14.7 13.4 13.3 15.0 15.0 10.9 

下端最大幅 25.1 26.4 26.3 25.6 27.6 28.4 20.5 

上腕骨中央断面示数 74.5 77.6 82.1 74.4 78.7 80.0 78.9 

中央頑丈示数 10.0 10.9 9.9 10.3 10.6 10.8 9.5 

榛骨 R L R R L 

全長 124.8 122.8 120.6 108.5 132.7 

上端最大幅 15.0 16.1 12.0 15.3 

上端最大矢状径 9.9 10.5 7.8 9.6 

頚部最小|隔 11.9 12.9 12.1 9.1 11.8 

中央横径 11.2 10.6 11.3 8.5 10.3 

中央矢状径 7.2 7.5 7.1 5.5 7.1 

下端最大III冨 20.0 19.9 18.1 15.6 19.9 

下端最大矢状径 11.3 11.4 10.6 8.6 11.1 
唱曲暢帽帽憎暢骨骨司早朝骨帽骨量幽世惜醤骨骨骨普情 4再開 4号明骨骨--

中央断固示数 64.3 70.8 62.8 64.7 68.9 

中央頑丈示数 9.0 8.6 9.4 7.8 7.8 

尺骨 R R R R R R R 

全長 148.0 136.8 148.4 

切痕中央矢状径 12.8 10.2 12.0 11.3 12.2 9.1 10.7 

7.4 6.2 6.8 7.5 8.6 6.0 7.2 

大腿骨 R R R R R R R 

全長 139.2 163.7 123.1 146.6 150.9 129.2 159 

中央横径 12.3 14.1 10.1 12.7 11.6 10.8 14.8 

中央矢状径 11.3 13.6 9.9 11.3 11.0 10.5 13.9 

下端最大幅 26.3 28.3 24.7 25.2 25.7 23.5 28.3 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--怯ー世--骨時暢暢#

大腿中央断面示数 108.8 103.7 102.0 112.4 105.5 102.9 106.5 

中央頑丈示数 8.8 8.6 8.2 8.7 7.7 8.4 9.3 

鹿 骨 R L R L R L L 

全長 172.0 158.3 158.3 151.1 151.6 

上端最大幅 32.7 29.6 29.6 29.8 

上端最大矢状径 30.8 30.8 28.9 

中央横径 13.4 12.6 12.3 10.6 11.1 

中央矢状径 12.6 12.0 12.0 11.6 10.3 10.4 

下端最大幅 20.3 18.7 19.4 19.3 18.3 
明骨骨ー『再---時『骨骨骨働姐合唱峰暢骨骨ーーーーーーーーーーーー

腔骨上端示数 96.1 96.1 103.1 

中央断面示数 106.3 105.0 106.0 102.9 106.7 

中央頑丈示数 7.8 8.0 7.8 7.0 7.3 

L 

114.8 

17.9 

8.8 

10.8 

20.5 

81.5 

9.4 

L L 

11.9 11.3 

7.5 7.5 

L L 

140.3 123.5 

9.6 

11.3 9.2 

23.4 20.3 

0.0 104.3 

0.0 7.8 

L L 

148.5 

28.7 

29.2 

11.1 11.1 

9.9 10.1 

18.5 18.8 

98.3 

112.1 109.9 

7.5 

田柄貝塚 現生シバイヌ

縄文後・晩期

(茂原地:1984) (小野寺他:1984) 

♂ ♀ ♂ ♀ 

131.28 117.34 123.0 114.5 

22.7 20.9 21.8 20.1 

11.19 10.13 9.4 8.7 

14.98 12.90 11.9 11.1 

28.36 25.88 26.1 24.3 

74.75 78.70 79.2 78.7 

11.42 10.77 9.7 9.7 

125.66 112.77 118.5 109.7 

15.48 14.66 13.9 12.9 

10.7 9.0 8.3 

12.1 10.8 9.8 

10.71 9.85 9.9 8.9 

7.10 6.52 5.7 5.3 

20.60 18.80 18.7 17.2 

12.5 10.5 9.5 

66.41 66.17 58.4 58.8 

8.53 8.74 8.3 8.2 

L L 

148.45 133.67 141.5 130.9 

12.3 9.2 12.2 10.9 11.6 10.9 

7.4 6.0 

134.80 126.60 133.8 124.1 

12.04 11.05 10.6 9.7 

11.58 10.77 9.6 9.2 

27.52 25.90 24.5 22.8 

104.08 102.80 110.2 106.5 

8.92 8.97 7.9 7.9 

R L R L L R R L R R R 

147.6 142.5 140.1 138.3 125.8 125.5 119.1 135.6 141. 80 : 125.58 135.1 125.2 

28.9 27.0 28.9 28.5 25.3 24.6 21. 9 29.1 28.90 28.05 26.8 25.2 

29.2 29.1 29.6 29.4 27.1 26.5 22.8 28.7 30.07 28.45 26.0 24.7 

10.5 8.7 8.8 9.5 8.7 8.6 10.1 11.3 10.92 9.98 10.0 9.3 

10.1 10.1 10.2 10.2 8.4 8.1 8.9 8.2 9.0 9.2 10.7 10.63 9.48 9.8 9.1 

19.6 17.5 18.4 18.9 17.0 17.1 17.7 14.5 17.1 19.0 18.6 20.10 18.20 17.9 16.7 

99.0 92.8 97.6 96.9 93.4 92.8 96.1 101.4 96.27 98.73 103.5 102.2 

104.0 103.6 108.6 106.7 106.1 95.6 109.8 105.6 102.86 : 105.46 102.9 102.1 

7.1 6.9 7.0 7.3 8.3 7.71 7.79 7.4 7.4 
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長崎県壱岐・原の辻遺跡出土の弥生時代人骨

松下孝幸*

キーワード:長崎県，壱岐，弥生時代人骨，四肢骨，きゃしゃ

は じめに

長崎県壱岐郡石田町と芦辺町にまたがる原の辻遺跡は， I幡鉾川流域の深江田原に南北に突き出す舌

状の丘陵上および、層辺の現在の水田面を含む約80ヘクタールの範囲に分布する旧石器時代，弥生時代

~中世に至る複合遺跡であるJ(副島， 1995)が，主体は弥生時代前期から終末期にかけての大規模な多

重環濠集落跡である。この原の辻遺跡の1993年度に行なわれた環濠部分の発掘調査で，環濠の中から

人骨が発掘された。今回調査された多重環濠集落跡の周辺からは饗棺墓が見つかっており，かつて発

掘調査も行なわれたが，人骨は残存していなかった。墓域からではなく，環濠からの人骨検出なので，

出土状況を確認したく，現場へおもむいた。人骨は一次葬の状態は保つてはおらず，量も少なかった

が，環濠中に均等に散乱しているのではなく，間隔をおいてまとまって出土していることから，環濠

が廃棄されたときに，土に混ざって投げ込まれたものと考えられる。

歴史的にみて，壱岐は北部九州と韓国とを結ぶ文化やヒトの交流の重要な飛び石であり，日本人の

起源を考察する上では欠かすことのできない地域のひとつである。このような理由から，古人骨の出

土に期待し，注目してきた。かつて石田町の海岸部に位置する大久保遺跡から人骨が出土したが，頭

蓋はいわゆる西北九州タイプの弥生人の特徴を示していたが，四肢骨は西北九州弥生人的でも北部九

州弥生人的でもなかった。

原の辻遺跡はいわゆる「貌志倭人伝Jに記載された「一支国Jの中心集落であることが確認されている

ので，本人骨は 3世紀の「一支国jの倭人(弥生人)そのものの身体的特徴を知ることのできる貴重な資

料となるものと期待して，現場を訪問した。保存状態は思っていたよりも良好で、あったが，何分量が

少なく，結果的に知りえた情報は少ないものになってしまった。それで、も人類学的観察や計測を行なっ

た結果，興味ある所見が得られたので，報告したい。

資 料

1993年の発掘調査で得られた人骨はすべて環濠から出土したものである。人骨は表 1に示すように，

環濠の 4 カ所から発掘されたので，順番にそれぞれグループ I~IVに区分した。

グループ Iには幼児の頭蓋 1個体分と複数体と思われる成人骨が認められた。所見の項で記載して

いるように，頭蓋は女性 2体分，四肢骨は男女各 1体分，遊離歯は幼児を含む 2体分と推測されるの

-209-
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で，グループ Iには幼児骨 1体と成人骨 3体の合計4体分の人骨が含まれているようである。グルー

プIIでは 1体分の四肢骨，グループIIIでは l体の幼児の遊離醤，グループIVには少なくとも 1体分の

四肢骨が確認できたので，今回出土した資料は合計7個体分の人骨(一部を含む)であることになる。

しかし，グループIVの四肢骨片(lV-1， IV -2 )はほんの一部にすぎないので，これを 1体と数えれば，

表 1 出土人骨一覧 (Table1.しistof skeletons) 

出土場所

2号溝 S 7 -27区(グループ 1) 

JJ 

JJ 

JJ 

JJ 

JJ 

JJ 

人骨番号 性別

1 -1 

1 -2 

1 -3 

1-4 

1 -5 

1 6 

1 -7 

II-1 

III-1 

IV-1 

IV-2 

2号溝 R 7 -6区(グループII)

2号溝 R 5 -25区(ク、ループIII)

西向大溝 T 9 -14区(グループIV)

JJ 

女性

女性

不明

男性

不明

男性

不明

不明

年齢 備 考

幼児 頭蓋のみ

不明 前頭骨，頬骨

壮年 後頭骨

不明 寛骨(女性?) 

不明 大腿骨，腔骨

不明 切歯 1本

幼児 大臼醤冠 1本

不明

幼児 歯排土から採集

不明 大腿骨片(散乱骨)

不明 上腕骨片(散乱骨)

1 -5 (男性)

。
1 2 (女性)

II -1 (男性)

図 2.人骨の残存部，アミかけ部分

(Fig 2. Regions of preservation of the skeleto札 Shadedareas are preserved.) 



いたずらに体数を増やしてしまうことになるので，これはできれば散乱骨として扱いたい。

本人骨は，考古学的所見より，弥生時代中期から後期に属する人骨群である。

計測方法は， Martin-Saller (1957)によったが，腔骨の横径はオリビエの方法で計測した。

なお，人骨のクリーニング，復元は人類学調査研究推進協議会の職員が行なった。

表 2 資料数 (Table2. Number of materials) 

成 人
幼児

男性 女性 不明

2 2 1 2 

所見

{ 2号溝・ 57 -27区から出土した人骨)=グループ I

之』
口

7 

計

本地点、から出土した人骨は，幼児の頭蓋 1体と成人の頭蓋，歯 2本および四肢骨である 0

1 .幼児骨=1-1号人骨

バラバラに破砕した頭蓋片が多数出土した。骨質は幼児にしては堅牢で、，黒色を呈している。残っ

ていた骨は頭蓋のみで，頭葦冠を復元することができた。

2 .成人骨

前頭骨(1-2)，後頭骨(1-3)，左側頬骨(1-2)，歯 2本(1 6と1-7)を確認することができ

た。これ以外に頭蓋片と思われる骨片が数片あるが，これは人骨ではないかもしれない。

前頭骨は左側眼窟部を中心にした部分，後頭骨は完全で，骨壁は厚い。左側頬骨も良く残っている。

前頭骨は，居上弓がやや隆起しており，前頭鱗の正中部に弱い隆起が認められるが，前頭鱗は豊かに

膨隆しているので，女性の前頭骨と推定した。後頭骨は，外後頭隆起の発達が弱いので，女性の後頭

骨と思われる。前頭骨と後頭骨とが女性のものと考えられることから，これらの頭蓋は同一個体とも

考えられるが，前頭骨は骨壁が薄く，一方後頭骨はかなり厚いことから，別個体の可能性の方が強い

ので，ここでは一応別個体として処理しておきたい。

遊離歯は上顎右側中切爾と下顎右側第一大臼歯の歯冠である。後者は歯根が形成されておらず，咳

耗も認めがたいので，これは 1-1号人骨(幼児)のものと判断した。上顎右側中切歯は切縁部分が岐耗

し，象牙質が露出しているので，これは成人のものであろう。

四肢骨(1 -5 )は，左側大腿骨体遠位部と左側腔骨体遠位部であり，両者とも骨質はかなり堅牢であ

る。計澱は腔骨だけしかできないが，両者とも骨体はあまり大きいものではない。しかし，大腿骨の

粗線はよく発達しており，腔骨体はやや扇平で，その断面形はヘリチカのIV型を示している。径は大



きくはないが，形態的特徴から両者とも男性のものと推測されるので，同一個体とした。

また，左側寛骨(1 -4)の大坐骨切痕部分が残存していたO 切痕部分は完全ではないので，切痕の角

度がはっきりしないが，残存部分から推測すれば，角度は広そうである。

以上のように，女性のものと推測される 2体分の頭蓋， 1体の男性のものと推測される大腿骨と控

骨，女性の可能性のある寛骨，成人と幼児の遊離歯が確認されたことになり，成人骨の体数は，少な

くとも 3個体と推測される。

( 2号溝・ R 7 -6区から出土した人昏)=グループII=II-l号人骨

四肢骨のみである。左側大腿骨，両側の膝骨体と排骨体および左側寛骨の坐骨体であるが，これら

はすべて同一個体のものと思われる。

現在も水をたたえた環濠から出土したことを考えれば，保存状態は良い方ではあるが，r2号溝・S7 

-27区から出土した人骨jに比べれば，脆弱である。

1 .大腿骨

左側が残存していたが，遠位部を欠いている。骨体の径は小さいが，両側面は後方へ突出しており，

粗線の発達も良好である。

計測値は，骨体中央矢状径が26mm(左)，横径は25mm(左)で，骨体中央断面示数は104.00(左)となり，

示数値はあまり大きくないが，肉眼観察では示数値以上に両側面の後方への発達は良好で、ある。骨体

中央周は81mm(左)で，骨体は細い。また，上骨体断面示数は72.41(左)となり，骨体上部は扇平であ

る。

2 .腰骨

両側が残存していた。骨体はやや細い。前縁の様態は不明であるが，ヒラメ筋線は突出したり陥凹

したりしていることから，ヒラメ筋の発達は良かったことが推測される。骨体の断面形は両側ともヘ

リチカのV型を呈している。

計測値は，中央最大径が28mm(右，左)，中央横径は21mm(右)， 20mm(左)で，中央断面示数は

75.00 (右)， 7l. 43 (左)となり，骨体には肩平性は認められない。骨体局は79mm(右)， 78mm (左)，最小

周は70mm(右)， 71mm (左)で，骨体は細い。

3 .排骨

両側の骨体が残存していた。長さは不明だ、が，骨体はやや大きく，稜の発達は良好で、，溝も深い。

4 .寛骨

左側の大坐骨切痕部が残存していたにすぎない。切痕の角度は明確ではない。

5 .性別・年齢

大腿骨，腔骨，排骨，寛骨はおそらく同一個体のものであろう。左側寛骨の大坐骨切痕部からは性

別を判別できなかった。大腿骨体の径はけっして大きくはないが，骨体両側面の後方への発達が良好

なことや腔骨体と勝骨体の径がやや大きいことから，男性と推定した。年齢は不明である。



{ 2号溝・ R5 -25区から出土した人骨}=グループIII

遊離歯が 6本(乳歯 2本，永久歯冠 4本)残存していた。環濠の排土中から採集されたものである。

残存歯を歯式で示した。

/ / / / / C I2 /1/ / / / / M1 / / [/:不明(破損)] 

i 2 / / ill2 

/ / / / / /し /1/ / / / / / / / 

永久歯は歯冠のみで，歯根はまったく形成されていなかったものと考えられる。乳歯もまだ歯根が

完全に完成していない。また，下顎第二乳臼歯の歯冠には大きな麟触の跡(虫歯)が認められる。

年齢は，乳歯の歯根の形成状態から2.5歳から 3歳と推定される。

〈西向大溝・ T9 -14区から出土した人骨〉口グループN

左側大腿骨体近位部の一部と考えられる骨片と左右不明の上腕骨体近位部の一部とみられる骨片と

が残存していた。両者が同一個体かどうか，また性別・年齢も不明である。

考 察

計測ができた男性の大腿骨と腔骨に関して，若干考察を行なっておきたい。

1 .大腿骨

表 3で大腿骨の主要計測値を比較してみた。中央周はどの資料よりも小さく，表3では最小値であ

る。北部九州地域の墾棺から出土する弥生人の大腿骨体は太く，その径は大きいが，西北九州地域の

弥生人や土井ヶ浜弥生人など響灘沿岸の弥生人の大腿骨はそれほど太くはない。その骨体の細い西北

九州タイプの弥生人である大友弥生人や土井ヶ浜弥生人の平均値よりも本例はかなり小さいのである。

骨体断面示数も表 3では最小値を示しており，骨体両側面の後方への突出の程度は弱いようで，とく

に大友や壱岐の大久保よりも小さい。しかし，上骨体断面示数は小さく，骨体上部はかなり扇平で，

その断面示数は表 3では最も小さな値を示している。

すなわち，本大腿骨は骨体が細く，骨体の両側面の後方への発達も他の弥生人ほど強くはないが，

骨体上部の肩平性はかなり強い大腿骨である。

2 .罷骨

大腿骨の場合と同じように比較してみた(表 4)。腔骨も骨体の径は小さく，骨体周も最小周も表 4

では最小値であり，この比較資料の中では両計測値が小さい，すなわち骨体が細い土井ヶ浜弥生人の

平均値に近い。一方，中央断面示数は，大友弥生人よりはやや大きいが，この示数値が異常に大きい

壱岐の大久保よりは小さしさらに三津，二塚山などの斐官弥生人よりもやや小さく，土井ヶ浜弥生

人の平均値と大差ない。
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大腿骨計測値(男性，右， mm) (Table 3. Comparison of measurements and indices of male right femora) 
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腔骨計測値(男性，右， mm) (Table 4. Comparison of measurements and indices of male right tibiae) 
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すなわち，本経骨は大腿骨と同じように骨体の径は小さく，骨体の形態(肩平の程度)は土井ヶ浜弥

生人と同じ程度である。

要 約

長崎県壱岐郡石田町と芦辺町に所在する原の辻遺跡の1993年度に行なわれた発掘調査で，環濠の中

から人骨が発掘された。この遺跡は「貌志倭人伝Jに記載された「一支国jの中心集落であることから，

「一支国」の倭人の身体的特徴を知る上できわめて貴重な資料である。人類学的観察と計測を行なった

結果は次のように要約することができる。

1.人骨は環濠内の 4地点、から出土した。いずれも埋葬状態を保っておらず，散乱状態、であった。

2.人骨の所属時代は弥生時代中期から後期である。

3.発掘された人骨は合計7個体分で，いずれも人体の一部の骨であるが，比較的まとまっていたの

は，幼児の頭蓋(1 -1 )と遊離歯(III-1)，成人男性の下肢骨(II-1)であった。

4.計測や観察ができたのは，成人男性の大腿骨と腔骨のみであった。大腿骨体の径は小さく，骨体

断面示数は他の弥生人に比べると小さいが，観察したところでは示数値以上に骨体両側面の後方

への発達は良心骨体上面の扇平性は強い。また，腔骨体も細いが，骨体の形態は(扇平の程度)

他の弥生人と大差ない。このように本弥生人の男性四肢骨は北部九州の察官弥生人よりは明らか

に細く，その程度は西北九州弥生人よりもさらに小さいもので，きゃしゃである。

四肢骨の細さとその形態的特徴は，北部九州の婆宮弥生人や西北九州弥生人よりもむしろ土

井ヶ浜弥生人の方により近いようである。しかし，人骨の残存量が少なかったので，得られた情

報量も少なく，原の辻弥生人の形質的特徴をすべてにわたって明らかにすることはできなかった

が，少なくとも四肢骨は北部九州の察官弥生人とは異なり，また，壱i肢の大久保人とも異なるも

のであった。

四肢骨の特徴からもぜひ彼らの顔の特徴が知りたいものである。今回これほど人骨の保存状態

が長かったことから，顔面部が保存された人骨の出土を期待したい。
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自然科学分析調査報告

古環境研究所

1 .原の辻遺跡、の植物珪酸体分析

1 .はじめに

植物珪酸体は，植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02) が蓄積したものであり，植物が

枯れた後も微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。この微化石は大

きさや形態、が植物群により固有であることから，土壌中から検出してその組成や量を明らかにするこ

とで過去の植生(おもにイネ科)を復元することができる(杉山， 1987)。また，イネの消長を検討す

ることで埋蔵水田跡の探査も可能である(藤原・杉山， 1984)。

ここでは，環濠内の堆積物や周辺の土壌について分析を行い，イネをはじめとするイネ科栽培植物

の検討および遺跡周辺の古植生・古環境の推定を試みた。

2 .試料

調査地点は，第 1地点(1区4号溝断面)，第 2地点(1区1号溝基盤)，第 3地点(1区田地)，第

4地点(1区1号溝)，第 5地点 (11区1号溝)，第 6地点、(調査区西部，三重目環濠)，第 7地点(調

査区西部，三重自環濠の外側)，第 9地点(調査区中央部，三重自環濠)，第10地点(調査区中央部，

三重自環濠の内側 9m)，第11地点(調査区中央部，三重臣環濠の外側 8m)，第13地点 (T7区， ト

レンチ中央部深堀)，第14地点(1号溝状遺構)の計12地点、である。

試料は，弥生時代の土器包含層および環濠 (V字型溝)や溝内の堆積物を中心に計60点、が採取され

た。試料採取笛所を分析結果の柱状図に示す。

3 .分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，プラント・オパール定量分析法(藤原， 1976) をもとに，次の手JI震で

行った。

1 )試料の絶乾 (105
0

C・24時間)，仮比重測定

2 )試料約 1gを秤量，ガラスビーズ添加(直径約40畑，約0.02g) 

※電子分析天秤により 1万分の 1gの精度で秤量

3 )電気炉灰化法による脱有機物処理

4 )超音波による分散 (300W'42KHz・10分間)



5 )沈底法による微粒子 (20仰以下)除去，乾燥

6 )封入剤(オイキット)中に分散，プレパラート作成

7 )検鏡・計数

同定は，イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし， 400倍の偏光顕微鏡下で

行った。計数は，ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート 1枚分の精

査に相当する。試料 1gあたりのガラスビーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の

比率をかけて，試料 1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの健に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体1個あ

たりの植物体乾重，単位:10-5 g )をかけて，単位面積で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。

換算係数は，イネは赤米，キビ族はヒエ，ヨシ属はヨシ，ウシクサ族はススキの値を用いた。その値

は2.94(種実重は1.03)，8.40， 6.31， 1.24である。タケ亜科については数種の平均値を用いた O ネザ

サ節の値は0.48，クマザサ属は0.75である。

4 .分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い，その結果を表 1，表 2 および図 1~図12に示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を

示す。

〔イネ科〕

機動細胞由来:イネ，サヤヌカグサ属，ヨシ属，ウシクサ族(ススキ属やチガヤ属など)，ジュズダ

マ属，シバ属，キビ族型，ウシクサ族型，ウシクサ族型(大型)， Aタイプ，ネザサ節型(おもにメダ

ケ属ネザサ節)，クマザサ属型(おもにクマザサ属)，メダケ節型(メダケ属メダケ節・リュウキュウ

チク節，ヤダケ属)，マダケ属型(マダケ属，ホウライチク属)，タケ亜科(未分類等)

穎の表皮細胞由来:イネ，オオムギ族

その他:表皮毛起源，棒状珪酸体(おもに結合組織細胞由来)，菜部起源，未分類等

〔樹木〕

ブナ科(シイ属)，ブナ科(アカガシ亜属?)，マンサク科(イスノキ属)，クスノキ科(パリパリノ

キ?)，クスノキ科(タブノキ?)，その他

(1 ) 第 1地点、(1区 4号溝断面，図 1) 

4号溝の覆土(試料 1~ 4) について分析を行った。その結果，すべての試料からイネの植物珪酸

体が検出された。このうち，試料2(6層)と試料 3(7層上部)では密度が5，600個/gおよび8，400

個/gと高い値であり，水田跡の検証や探査を行う場合の基準値としている5，000個/gを超えている。

なお，これらの層準ではイネ籾(穎の表皮細胞)に由来する植物珪酸体も検出された。その他の分類



群では，覆土上部の試料 1 (5層)でメ夕、ケ節型が多く検出されたのが特徴的である。

(2) 第 2地点(1区 1号溝基盤，図 2) 

1号溝の上層(試料 1)および溝が構築される以前の堆積層(試料 2~ 7) について分析を行った。

その結果，上位の試料 1~3 からイネが検出された。このうち，試料 1 (溝の上層， 4'層)では密度

が10，500個/gと非常に高い値である。また，試料3ではオオムギ族(穎の表皮細胞)がわずかに検出

された。オオムギ族については標本の検討が十分とは言えないが，ここで検出されたのはムギ類(コ

ムギやオオムギなど)と見られる形態のもの(杉山・石井， 1989)である。

下位の試料 4~6 ではマンサク科(イスノキ属)が多く検出され，プナ科(シイ属)やクスノキ科

(パリノてリノキ?)も検出された。樹木はイネ科と比較して一般に植物珪酸体の生産量がかなり低いこ

とから，植物珪酸体分析の結果から古植生を復原する際には，他の分類群よりも過大に評価する必要

カまある。

(3) 第 3地点、(1区間地，図 3) 

白地の覆土(試料 5~7)について分析を行った。その結果，ヨシ属が比較的多く見られ，上位の

試料5ではマンサク科(イスノキ属)が多く検出された。イネはいずれの試料からも検出されなかっ

た。おもな分類群の推定生産量(図の右側)によると，ヨシ属が卓越していることが分かる。

(4) 第 4地点、(1区 1号溝，図 4) 

1号溝の覆土(試料 1~ 4)について分析を行った。その結果，すべての試料からイネが検出され

た。このうち試料 1と試料4では密度が8，000個/g前後と高い値である。その他の分類群では，中位

の試料2でウシクサ族(ススキ属など)が43，000個/gと多量に検出されたのが特徴的である。

(5) 第 5地点 (II区 1号溝，図 5) 

1号溝の覆土(試料 1~ 3)について分析を行った。その結果，すべての試料からイネが検出され

た。密度はいずれも10，000個/g以上と非常に高い値である。

(6) 第 6地点(調査区西部，三重目環濠，図 6) 

三重目環濠の覆土およびその上層について分析を行った。その結果，すべての試料からイネが検出

された。このうち，試料 1~5 および試料 8 では密度がおよそ5 ， 000個/g 以上と高い値である。その

他の分類群では，メダケ節型やウシクサ族型が比較的多く検出され，ヨシ属も連続的に検出された。

(7) 第 7地点(調査区西部，三重目環濠の外側，函 7) 

三重目環濠の外側の堆積層(試料 1~ 4) について分析を行った。その結果，試料 1~3 からイネ



が検出された。

(8) 第 9地点(調査区中央部，三重目環濠，図 8) 

三重自環濠の覆土(試料 1~4) について分析を行った。その結果，すべての試料からイネが検出

された。このうち，試料し 3， 4では密度が5，000個/g以上と高い値である。その他の分類群では，

メダケ節型が多量に検出され，とくに試料 2では密度が 8万個/gにも達している。

(9) 第10地点(調査区中央部，三重目環濠の内側 9m，図 9) 

三重呂環濠の内側の堆積層(試料 1， 2)について分析を行った。その結果，両試料からイネが検

出された。密度は，試料 1 (②層)で13，000個/g，試料 2 (弥生時代遺物包含層)で15，000個/gと

いずれも高い値である。その他の分類群では，メダケ節型が多く検出されたのが特徴的である。

(10) 第11地点(調査区中央部，三重百環濠の外側 8m，図10)

三重目環濠の外側の堆積層(試料 1， 2) について分析を行った。その結果，再試料からイネが検

出された。このうち，試料 1(②層)では密度が10，000倍/gと非常に高い値であるが，試料 2(弥生

時代遺物包含層)では1.200個/gと低い値である。その他の分類群では，メダケ節型が多く検出され

たのが特徴的である。

(11) 第13地点 (T7区， トレンチ中央部深堀，図11) 

本地点は二重自環濠と三重自環濠の聞に位置している。ここでは，現表土(1層)から約230cm深の

9層までの層準について分析を行った。その結果， 1 層~6 層でイネが検出された。このうち， 3層

では密度が7，300個/gと高い値であり， 5層(弥生時代土器包含層)でも4，200個/gと比較的高い値

である。なお，本地点と第14地点の層名は，各地点、で層相の変化ごとに付けられたものであり，地点、

間の対応関係を示したものではない。

仰) 第14地点、(1号溝状遺構，図12)

1号溝状遺構の覆土(6 層~9 層)およびその上層(4層， 5層)について分析を行った。その結

果，すべての試料からイネが検出された。このうち， 5層(弥生時代土器包含層)では密度が6，100個/

gと高い値である。溝状遺構の覆土ではヨシ属が連続的に検出された。



5 .植物珪酸体分析から推定される植生・環境・農耕

(1) 環濠や溝が構築される以前

環濠や溝が構築される以前の堆積層からは，マンサク科(イスノキ属)やブナ科(シイ属)，クスノ

キ科(パリパリノキ?)などの樹木(照葉樹)が比較的多く検出され，ヨシ属も見られた。また，イ

ネやムギ類も部分的に少量検出された。

これらのことから，環濠や溝が構築される以前は，調査区の一部でイネやムギ類の栽培が行われて

いた可能性が考えられるが，量的に少ないことからその耕作期間は比較的短かったもの考えられる。

当時の遺跡周辺にはイスノキ属やシイ属，クスノキ科などの照葉樹林が分布しており，ヨシ属などが

生育する湿地的なところも見られたものと推定される。

(2) 弥生時代

環濠や溝の覆土および二重目環濠(中濠)と三重目環濠(外濠)の聞の弥生時代遺物包含層からは

イネが多量に検出された。また，環濠覆土の下位付近ではヨシ属，上位付近ではメダケ節型が多く検

出され，ウシクサ族(ススキ属やチガヤ属など)やネザサ節型なども見られた。メダケ節型にはメダ

ケ属のメダケ節とリュウキュウチク節およびヤダケ属が含まれるが，植物珪酸体の形態からここで検

出されたものの大部分はメダケ節(メダケなど)に由来するものと考えられる。また，ブナ科(シイ

属)などの樹木(照葉樹)も多くの地点で検出された。

以上のことから，当時は二重目環濠(中濠)と三重目環濠(外濠)の簡をはじめ，調査区の比較的

広い範囲で稲作が行われていたものと推定される。環濠内はヨシ属が生育するような湿潤な環境で

あったと考えられるが，イネが多く検出されることから，用水や排水路として利用されていたことも

想定される。

当時の遺跡周辺は，メダケ節(メダケ)などのタケ頭科が多く生育し，ススキ属やチガヤ属なども

見られるイネ科植生であったものと推定される。メダケは高さ 7m，直径 3cmにもなり，建築用材や

竹細工の材料などとして有用である(室井， 1969)。ススキ属やチガヤ属は，日当たりの悪い林床では

生育が困難であることから，環濠周辺はかなり開かれた環境であったものと推定される。なお，周辺

ではシイ属などの照葉樹林もある程度見られたものと推定される。
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(単位:xIOO個/g)
長崎県，原の辻遺跡の植物珪酸体分析結果表 1

分類群¥試料
No.1 (I区4号溝断面) No.2 (1区1号溝基盤) No.3 (I区白地) No.4 (1区1号溝) No.5 (II区l号溝)

l 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 5 6 7 1 2 3 4 1 2 3 

イネ科

イネ 20 56 84 36 105 21 22 79 6 14 86 124 165 103 
イネ籾殻(穎の表皮細胞) 14 14 
オオムギ族(穎の表皮細胞) 7 
サヤヌカグサ属 14 7 
ヨシ属 7 18 41 27 34 72 
ウシクサ族(ススキ属など) 7 6 7 7 11 7 428 7 104 34 
ジュズダマ属 6 
シパ属

- - 同相時帽・・・ーー品世帽--骨相帽---・・ーー組幹』幽 a開帯情・・・・ー世白幽--帯開 --- -ーー働組、包』幽植田伺----晶曲岨 a・---早朝帽・・ーーー ---_.‘---ーーーー・邑曲邑世--世相骨ーーーー--世申司』件嶋咽骨骨ーー晶ー世晶画由 F 且 a・ H 骨畢帽・ーー・曲白骨同 件幽閉骨曙・・・・岨喧白骨幽--司亭曹帽.・ー・・ 喧幽曲』且有田-----ー--組曲--制四骨・・・・・ー・ー幽四世圃戸 'ーー・ーーー・世世世---輔骨骨骨・ーーーー

キピ族型 14 
ウシクサ族型 61 21 63 36 98 14 22 30 129 14 6 11 20 52 14 147 36 43 78 103 90 
ウシクサ族型(大型) 7 6 6 14 
Aタイプ 7 13 27 

世晶幽世甲骨曲事再明帽.骨量幽晶』回世晶画喧恒帽帽骨・M・・働幽曲』世世再開帽骨幽圃幽晶画ーーー 畠恒幽向恒明司鴨'ーー・・幽幽白#幽品伊包帯--ーー--曲曲曲曲曲由幽開明 - - - 晶 幽 世 』 世 世 畠 包 再 司 - - - 圃 晶 姐 _ . 働 幽 悼 - - - - ー - - - ・ ・ ・ ・ 助 晶 晶 画 ・ 刷 - - 再 明 骨 骨 岨 ー ・ 世 幽 曲 _ - - - 包 帯 ー - - 世 圃 ----再世帯骨'・ーー晶曲直白血・--薗品--ーーー ー・・ー幽曲-_---腎---圃岨幽世曲、園白幽曲司骨骨・ーー骨量曲 ー悼，包帯--・ーー・ー・助曲曲-_--帯'・ー・b ・

タケ亜科

ネザサ節型 48 7 28 29 13 7 39 7 
クマザサ属型 34 21 21 7 14 7 15 24 14 6 5 20 20 36 6 29 7 7 76 
メダケ節型 244 91 144 13 79 52 19 
マダケ属型

未分類等 258 7 14 14 223 7 6 6 5 7 7  123 140 129 14 65 76 78 
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その他のイネ科

表皮毛起源 27 21 21 7 28 7 12 7 6 5 14 7 13 7 14 20 48 45 
棒状珪酸体 197 106 357 166 244 29 141 54 109 57 89 32 102 98 72 549 129 136 372 625 355 
茎部起源

未分類等 713 415 525 397 677 214 430 535 586 481 342 398 470 512 563 715 580 343 562 646 562 
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樹木起源

ブナ科(シイ属) 7 7 36 7 14 20 26 7 14 6 
ブナ科(アカガシ亜属?)

マンサク科(イスノキ属) 7 7 7 7 125 170 359 344 75 
クスノキ科(パリパリノキ?) 14 7 7 7 18 14 22 5 27 26 7 6 7 13 
クスノキ科(タプノキ?) 5 
その他i 7 7 20 7 5 7 7 6 

ーー幽幽世』曲畠司ー』骨甲骨--世怯幽--圃晶画喧』骨晴晴也姐・---ー幽--甲骨冊幽ー幽--・-__.・---由幽 ------_甲骨輔幽幽世幽---白戸骨骨.幽怯幽司圃』曲由ーー 帽唱曲圃喧晶司圃圃晶画喧-----世世白--幽曲--晴晴柑幽歯骨量幽咽圃畠包』戸骨骨幽幽曲世白幽且曲『司・ーー幽・--幽 h 悼 白 戸 骨骨幽曲白幽』世世--骨骨骨ー・--由幽幽--早朝 司骨骨岨品世白幽・・ーー，骨骨骨』世幽』ーーー』・・--冊岨幽司e ・--馳 e色白色 骨骨柑幽曲曲幽曲晶』白骨骨・ー幽--幽ー』自明時

(海綿骨針) 32 7 7 7 
'欄 ー骨ー骨曲量姐幽陸岨曲 4由・，圃.喧 ー_.司E園F田開'骨F骨骨・ー岨ー 幽幽幽晶幽画'尚“胃ー戸-骨F 骨骨甲骨骨骨骨骨.幽 掛幽曲骨幽幽 幽白園』陸再ー Fー -ー e骨F 司骨早明骨唱.骨幽台骨晶幽幽曲司圃悼』骨ー ー』母恒国骨司早柄朝開 柄. 幽晶幽画曲幽骨』骨M 幽噌F 唱帽骨・骨・・岨岨幽岨合曲・ h世，白Fー輯 F情骨"骨・圃圃幽幽幽骨晶量組由ー-ーh 司" 司・骨 骨・ー .幽晶 司幽島晶 由由 a曲・ ---ιι 咽ー骨 司胴' ー骨 ー骨 ー晶 -画 a曲. 白邑 骨』 骨ー ---間 ・帯ー ー骨 ー・ ーー ・幽助 幽幽 合幽』・ ---再--骨骨 骨骨 帽'ー幽骨 晶骨 画園 曲晶 --ー且 ・ aι骨 曹骨 司暢骨 ー・ ・・--幽晶 曲ー -ーー --ー 帯再情開骨制働働幽幽曲画戸曲咽幽圃ー白再血開早唱朝開骨骨岨帽 ーーーーーーー・ー陸ー出ー』刷ー出色帽曲弔曹 唱骨骨個曙'幽・ --曲e幽幽曲恒ー幽圃 明幽骨畠包骨帯-司亭 M曹岨場晶姐--幽・曲ー-曲-圃晶 F幽 h開骨・再ー開ー骨・姐bー・.・ー--世色"岬 ー 骨 副骨陣 曲量 邑岨 』晶働 由世畠 』出 a暢h 骨h ・宇・ ・骨岨 圃骨 ・骨ー -量幽・ -世 h直'・--抽

植物珪酸体総数 1636 676 1113 693 1515 314 667 868 1104 970 475 855 831 820 1098 2049 1017 643 1430 1807 1272 
-----'-ーー嶋田



表 2
(単位:xI00個/g)

分類群¥試料
No.6 (調査区西部三重目環壕) No.7 (調査区西部) No.9 (調査区中央部三重自環壊) No.lO (中央部) 時0.11(中央部)

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 l 2 3 4 1 2 1 2 

イネ科

イネ 83 46 64 70 47 34 27 51 43 39 15 85 15 60 52 134 146 99 12 

イネ籾殻(穎の表皮細胞)

オオムギ族(穎の表皮細胞)

サヤヌカグサ属

ヨシ属 14 21 19 34 7 14 15 6 6 15 43 6 23 20 12 

ウシクサ族(ススキ属など) 7 34 7 13 7 89 14 27 14 12 

ジュズダマ属

シパ属 6 6 
--悼品』圃圃』岨晶画曲幽骨骨帽罰帯----昌司包品世』ー出品世骨骨骨骨骨骨再--・・ a包』酬抽 白血幽曲幽世幽幽幽伺静帽弔骨---ι ，値曲出』幽白晶画.幽幽幽骨骨骨再開母国』国幽---曲曲面白幽・.-骨骨柄ー----世幽品晶画喧出幽幽幽 世 情 暢 罰 骨 ー . _ - 且 悼 畠 畠 』 曲 白 骨 幽 幽 働 時 畳 明 骨 骨 明 - - - 且 ・ ・ 4且 -- 白 幽 圃 喧 幽 帽 " 冊 司 . _ . 恒 』 幽 幽 - - 喧 圃 幽 世 世 幽 幽 幽 暢 明 開 帯 平 戸 - . ・ 幽 幽 喧喧幽・e幽'・ー._-伺._--・』世世』白幽白世 岨陪骨骨柄骨悼_.・ 4色世司圃白幽世幽姐ー--骨骨柄

キピ族型 8 7 7 7 15 12 7 

ウシクサ族型 69 107 43 70 61 154 204 145 98 45 124 18 151 40 74 49 53 99 66 
ウシクサ族型(大型) 7 7 6 6 
Aタイプ 37 32 
ーー・色刷骨圃白血曲曲骨量曲ーー岨"骨骨_---_-・M 世世世晶画._------骨 F 曲--- 』ー・-_.・骨量幽骨ー，司事平---ー世均値曲』圃圃出品幽幽骨骨，曹司亭骨----“・・--昌也世曲昌世聾'骨昏情"ー---喧隆副曲晶白幽-- --伺静開明苧 F 白 血 争 恒 幽 幽 回 世 幽 晶 白 幽 働 世 ' 唱 同 時 伺 . _ - ー 世 幽 由 世 曲 骨 晶 画 晶 . 骨 ' 鴨 署 司 亭 ー 』 畠 包 曲 輯 』 ・ ー ・ 自 由 ー ー - - _ . ー ・ 申 宇 司 包 』 品 世 ---曲幽世幽晶幽幽司胴--ーー世世』白血曲 世晶幽幽情咽明帯 F 白』圃畠酬喧喧』世世曲世世幽幽

タケ亜科

ネザサ節型 21 15 28 45 41 128 68 22 43 6 61 38 127 170 14 40 78 72 

クマザサ属型 28 53 6 7 20 20 29 12 6 6 36 20 37 21 53 21 24 
メダケ節型 76 46 114 77 196 161 109 51 12 91 109 803 433 214 283 199 198 292 
マダケ属型 7 

未分類等 166 168 184 274 257 295 258 204 86 78 37 376 75 220 251 240 305 169 119 
品世岨・・ a骨骨ー---喧喧ーーー--晶画・岨骨量幽骨骨明骨骨骨ー』ーー---世品齢世幽骨晴骨骨 - - “ ー ーー幽由量出歯幽世岨--田 F 恒幽』ーー晶司圃世世幽幽曲岨・-----再--ー-ーー.白幽曲骨幽.骨骨開甲骨-----ー._- 姐 陸 幽 幽 圃 骨 骨 帽 甲 骨 _ . 圃 』 ー - - ー 幽 曲 世 世 幽 幽 世 岨 恒 骨 骨 明 恒 担 制 ー』幽曲幽幽幽画骨骨骨明匂圃--ーーー幽白由曲幽幽幽幽明開閉骨再桐 ーーーーー骨量曲晶幽幽幽骨，膏骨骨骨品--ーー 』晶司色白血晶幽骨量・回骨骨明平--・・ a・ー--ーーー

その他のイネ科

表皮毛起源 7 46 21 32 14 27 27 7 25 32 15 6 67 23 13 7 14 33 64 24 

棒状悲酸体 104 114 270 402 250 564 740 487 289 110 292 61 576 173 133 354 304 226 290 137 

茎部起源 6 7 7 

未分類等 381 366 468 555 540 712 727 705 554 545 599 474 836 360 520 693 699 744 551 555 
ーー白』白白幽幽曲岨伺開骨骨伊白血』ー--ーー白・---_.骨骨明_.・ー“ーーー白曲曲喧圃醤幽骨骨骨--幽--- ー曲圃由幽由世世帽骨帯骨---園自国ー』品世世世世世骨冊鴨署--------ー・世世世岨骨骨帯---ー・曲---白骨世』幽量憎骨骨---ー --骨幽』曲世幽幽暢--骨伊 F ー』ーーー幽白幽曲幽唱e 幽置欄干 F ー--ー』世幽幽世働岨骨骨骨明母国世世--幽白由世幽昌也岨・，骨骨 且』ーーー』且』世世幽岨-_.骨帯------一ーーーーーーーーーーーーーー一一ーー-ーーー‘

樹木起源

プナ科(シイ属) 7 13 7 6 7 7 7 

ブナ科(アカガシ亜属?) 

マンサク科(イスノキ属) 14 15 14 6 

クスノキ科(パリパリノキ?) 7 15 7 13 13 18 6 7 7 14 12 

クスノキ手斗(タブノキ?) 

その{塩 7 13 7 
世世----ーーーー』幽 ・ーーー場帯情--“ーーーー'“ーーー情骨骨明_.・ーーーー』白幽世叫情骨骨甲ーーー 』・ーーー 』世曲幽骨骨骨--.・ーーーーー曲曲世幽骨骨司骨骨--ーーーー--曲幽由幽幽帽骨骨--ーーー--骨量曲仙台'蝿骨帯情---且--- ー ー ー - - - - 再 開 4・幽』ーー白』曲圃喧幽幽世幽明骨骨骨ー---ー“ --幽姐骨骨骨平---ー』幽』世世曲ー骨畳暢骨---ι ー--ーーー 骨量幽骨冊骨司・ー』曲』ー---白幽曲幽.-・・ー ーーーーーーー一一ーーーーーーーーーーーー・ー

(海綿骨針) 7 6 7 7 12 7 18 6 7 7 

植物珪酸体総数 985 1000 1242 1575 1465 2149 2234 1745 1225 980 1148 632 2308 1509 1599 1940 1780 1846 1603 



表 3
(単位:xI00個/g)

分類群¥試料
第13地点(トレンチ中央部深掘) 第14地点 (1号溝状遺構)

1-2 1-2 2 3 4 5 6 7-1 7-2 7-3 8 9-1 9-2 4 5 6 7 8 9 

イネ科

イネ 20 36 40 73 21 42 11 28 61 7 13 7 7 

イネ籾穀(穎の表皮細胞)

オオムギ族(穎の表皮細胞)

サヤヌカグサ属 7 

ヨシ属 7 14 7 14 12 14 55 27 7 22 

ウシクサ族(ススキ属など) 27 22 7 7 12 22 41 14 13 7 
ジュズ、ダマ属

シパ属 778  7 
甲骨罰・ーーー“ーー・ h 世畠圃』圃幽 a・ー，白抽司早明ーーーー--幽・・ h 曲--出世』幽 a幽凶・ h 早明骨骨帽 -ー・幽曲世白幽司・ 4 酬幽由色抽弔骨骨帽帽幽働.幽世曲曲』世司値抽』幽--再開帽・ーーーー--晶量出量曲』世曲抽由色幽--包帯骨胃骨骨幽幽骨幽幽曲面白色』世世--・・ー骨骨 4開骨幽幽幽幽働幽曲由』白』且白---明骨骨骨ー ー・ーーーー・・幽幽・--幽曲 4・h 幽--再開骨骨骨-- ー ・ 幽 田 昌 曲 曲 曲 世 - - 幽 曲 由 品 開 間 帯 帽 - - ・ ー ー ー ー ・ ー 幽 晶 画 ' “ 曲 』 悼 個 a・悼再開司鴨署曹骨・・岨幽幽晶.曲曲曲曲』組曲曲 6・H

キビ族型 6 15 

ウシクサ族型 40 36 13 13 35 30 16 6 8 8 21 28 20 134 30 

ウシクサ族型(大型) 6 7 7 7 7 

Aタイプ 7 13 
骨量幽圃由骨骨個』世白 a・4・帽胃暢唱陸倒場合峰働幽曲歯固曲、ー-~ --再弔問骨骨--骨量幽曲喧佐世幽 ー--曲由』昌明骨骨・ー曲働ーー・ h 幽由--岨 a・4 幽白骨骨明----ーー・幽幽曲世副司・ 4・世 a・--色白明骨骨骨・ー・ー幽曲幽幽--同値---ー伺早朝・ 4骨岨幽幽骨量白白幽--品幽 a・4 国骨骨骨帽骨骨岨・幽晶幽曲世幽 曲白#幽---司司骨骨骨・世姐--幽曲幽岨』白幽園育科 a包帯再開骨骨帽・ーー・ー幽幽曲面曲世世幽悼世圃喧曲 4・明帽骨骨ーー幽幽晶幽曲量出曲』骨曲噂圃』幽明明帯情帽骨岨・幽圃幽幽世世幽

タケ亜科

ネザサ節型 13 14 7 14 6 14 7 7 

クマザサ属型 7 13 13 6 8 7 28 34 21 7 

メダケ節型 13 36 13 7 
マダケ層型

未分類等 20 57 101 73 91 91 11 6 14 8 56 225 55 101 30 
自画晶画喧曲----圃畠幽向晴晴晴骨骨骨・・世幽幽幽曲幽司値品世同』晶画'・ 4・骨帯曹骨骨圃 a ・ 幽曲白血・幽噂圃----_.白骨骨咽'憎晶画晶画掛軸幽曲----由直色---骨帽骨骨働幽幽幽晶画曲世幽世』ー幽 a包帯-----陪幽働.曲世面白-------弔骨情咽画世幽岨幽量幽由世幽--_.幽---帽骨帽ー・ーーー岨世曲曲--個--悼幽 a包帯再開閉画・ーー・岨b ・ 世 喧 佐 世 曲 由 a・同園--弔帽罰'ーー幽晶画画世幽白 4・M 幽圃畠悼曹司司骨伺開--骨骨幽晶画世曲白』恒--幽開明明早朝開・世---幽曲世骨量命・ 4

その他のイネ科

表皮毛起源 13 7 20 7 28 24 22 6 8 14 48 48 54 35 30 

棒状珪酸体 193 129 141 212 189 175 44 64 38 15 21 22 15 247 348 221 376 373 275 

茎部起源

未分類等 253 230 282 264 377 314 163 167 38 23 159 15 30 332 355 352 329 267 327 
骨骨骨骨幽幽司齢出血・ー-----・・--雫咽骨骨惜幽曲曲幽曲』ー --ι ー・--包早明帽--幽.勘世世也曲白血・ 幽 a・ーー噂白骨骨骨制 骨 曲 世 幽 幽 台 幽 』 ー ー ー 幽 司 ・ - - - 甲 骨 骨 骨 ・ 世 世 幽 白 骨 』 圃 喧 』 世 幽 白 - - - 骨 骨 骨 帽 暢 幽 台 骨 岨 画 世 世 - - 噂 佐 世 曲 』 曲 a白骨骨伺開曹骨岨幽勧曲幽曲曲曲幽曲--包由『帯開明骨個幽歯幽圃喧曲--幽晶画畠』恒宇 再開'骨幽世世曲幽』骨---晶画喧白帯開閉情暢・--世幽曲 ------世--骨骨伺骨骨幽幽世世幽ー---悼--咽圃恒骨桐情蝿世岨幽世圃喧白--幽幽----骨骨伺開僧働幽幽幽世出司圃白幽 a値

樹木起源

ブナ科(シイ属) 13 7 7 6 8 13 
ブナ科(アカガシ亜属?) 7 14 7 14 6 16 7 7 7 
マンサク科(イスノキ属) 7 14 7 
クスノキ科(パリバリノキ?) 7 6 7 13 

クスノキ科(タブノキ?)

そのイ也 12 11 8 7 8 7 20 
』骨_---曲---_平骨'暢骨 骨曲幽幽世曲』司・ーー---ー---早再開亭骨価値世世』幽由』ーーーー・--- --骨骨骨ー抽出量幽---回--ーーー・帯帯骨働世世世世---台】--・ー』ーー骨晴骨冊幽幽・ー』・・ーー・ー』ー晶画・--色宇骨骨量抽幽幽量ー由--ー---_骨骨骨岨骨骨量幽陸出血--】--ー』ー骨骨'唱曲』白幽ー---------骨骨蝿晶幽値曲曲---ーーー』ーー ' 骨 骨 輔 岨 』 ー - - - - 曲 a包---_帯骨骨世世』曲ー---晶画・--早朝骨骨暢幽曲曲ー』ー幽曲 a・ー・再開骨骨樋働由昌也--

(海綿骨針) 33 14 7 6 5 13 15 7 14 14 13 28 59 

植物珪酸体総数 625 603 623 688 818 755 316 263 91 53 201 52 83 783 1139 835 1000 830 750 



表 4 主な分類群の植物体量の推定値
(単位:kg/m. cm) 

No.1 (I区4号溝断面) No.2 ( 1区1号溝基盤) No.3 (I区田地) No.4 ( 1区1号溝) No.5 (II区1号溝)

分類群 ¥ 試料 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 5 6 7 1 2 3 4 1 2 3 

イネ科

イネ 0.60 1.66 2.47 1.06 3.08 0.63 0.65 2.34 0.19 0.42 2.52 3.65 4.85 3.04 

ヨシ属 0.43 1.13 2.58 1. 70 2.15 4.55 

ウシクサ族(ススキ属など) 0.09 0.07 0.08 0.09 0.13 0.09 5.30 0.09 1.30 0.43 
ーー，包曲畠ーー坤_.色ー白曲白幽幽ー』喧“世--幽.白血』司喧恒圃由幽喧喧畠白血且幽曲』世幽司圃--幽』ーー“ ーー幽白骨量白白幽由曲幽骨骨幽幽晶幽幽幽岨幽・ー.岨幽司・ーーー・ーーー・. .世世剖膏岳個唖骨骨暢骨骨骨弔冊骨骨骨帯情骨 F 胃弔 F 司亭戸』ι-_.・悼品a・ - - 曲a・世品』匹--.色刷曲直島』世-- 曲曲・ー曲幽幽幽齢世岨幽由時帽・.場帽閉骨骨明早明' 田由『再圃喧抽-_--ーーー悼岨』幽司値司圃由畠幽曲幽曲幽幽世岨・ー・世憎幽 --骨骨--平--.包----ι 再---曲曲---

タケ亜科

ネザサ節 0.23 0.03 0.13 0.14 0.06 0.03 0.19 0.03 

クマザサ属 0.25 0.16 0.16 0.05 0.10 0.05 0.11 0.18 0.10 0.05 0.04 0.15 0.15 0.27 0.05 0.21 0.05 0.05 0.57 

※表 1の値に試料の仮比重(1.0と仮定)と各植物の換算係数をかけて算出。
(単位:kg/ぱ・ cm)

No.6 (調査区西部三重白環壕) No.7 (調査区西部) No.9 (調査区中央部三重目環壕) 時0.10(中央部) No.l1(中央部)

分類群 ¥ 試料 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 1 2 

イネ科

イネ 2.45 1.35 1.88 2.06 1.39 0.99 0.80 1.50 1.27 1.14 0.43 2.49 0.44 1.76 1.52 3.95 4.29 2.91 0.35 

ヨシ属 0.88 1.34 1.21 2.13 0.42 0.86 0.92 0.39 0.41 0.92 2.69 0.38 1.42 1.26 0.75 

ウシクサ族(ススキ属など) 0.08 0.42 0.09 0.16 0.08 1.10 0.18 0.33 0.18 0.15 
ー困骨世.幽骨量ーーー・ー・・骨骨暢唱骨骨-----帯骨司-----ーーーーーーー』ーーーーー 』 ーー白白色』白幽--幽世直世曲曲晶画借幽唱曲量幽曲晶画曲世曲幽.世岨-----幽副・----岨・ー.帽.骨骨帽帽骨帯帽鴨署桐甲骨帝時 情甲骨----ー』ーーーーーーーーーーー』ー-----曲 h 幽 幽 --晶_.勘.晶ーーーーーー岨ーーーー・田骨骨暢膏帝時--骨"ー骨ー ----ーー』ーーーー----曲 ーー曲喧白幽岨働晶画ーー・ー幽圃ー

タケ亜科

ネザサ節 0.10 0.07 0.14 0.21 0.19 0.61 0.33 0.10 0.21 0.03 0.29 0.18 0.61 0.81 0.07 0.19 0.37 0.34 

クマザサ属 0.21 0.40 0.05 0.05 0.15 0.15 0.22 0.09 0.05 0.05 0.27 0.15 0.28 0.16 0.40 0.16 0.18 

(単位:kg/ぱ・ cm)

第13地点(トレンチ中央部深掘) 第14地点、(1号溝状遺構)

分類群 ¥ 試料 1-1 1-2 2 3 4 5 6 7-1 7-2 7-3 8 9-1 9-2 4 5 6 7 8 9 

イネ科

イネ 0.59 1.06 1.18 2.14 0.62 1.24 0.32 0.83 1.81 0.20 0.39 0.21 0.22 

ヨシ属 0.42 0.91 0.42 0.88 0.76 0.89 3.48 1.69 0.44 1.41 

ウシクサ族(ススキ属など) 0.33 0.27 0.08 0.09 0.15 0.27 0.51 0.17 0.17 0.09 
四鴨骨骨明帝宇押--司・ー_.・-----白』ー』幽』ー由曲--白血世幽幽曲曲幽幽幽世幽幽幽 幽幽骨幽姐回世骨"骨伺静骨柄骨骨骨--_--ー_----司圃由晶】曲刷・--曲』ー白由』ー白曲曲幽白幽世幽幽働岨.-世怯岨・幽個個骨量欄・ 4骨制帽帽骨骨情甲骨明早朝骨骨噂白---咽圃--ーー--白 a・ー------_“ー』出世』 幽幽曲量圃喧白世世幽世怯岨幽._--圃世世恒明暢伺陪骨骨骨骨"骨桐明骨骨柄甲骨早朝宇宇由-------

タケ亜科

ネザサ節 0.06 0.07 0.03 0.07 0.03 0.07 0.03 0.03 

クマザサ属 0.05 0.10 0.10 0.05 0.06 0.06 0.21 0.26 0.16 0.05 







II. 原の辻遺跡、における種実同定

1 .はむめに

種実同定は，従来，第四紀学や地質学の分野から化石としてあっかわれてきた。考古遺跡では，流

路や遺構内堆積物に含まれており，一定量の堆積物から水洗選別して種実組成を調べることによって，

植生と環境を推定することができる。種実は花粉・植物珪酸体などの植物遺体のなかで穏まで同定で

きるものが多いため，栽培植物もわかりやすく，農耕の推定により適している。また，大型植物遺体

であるため移動性も低く現地性の高い植生を復原することもできる。

北九州の弥生遺跡では，菜畑遺跡，板付遺跡などで調査が行われており，イネ籾をはじめ，ウリ類

やヒョウタン類などの栽培植物が検出されている。原の辻遺跡では，以上の要因も考慮に入れ同定と

復原を行った。

2 .試料と方法

調査地点は，第 1地点(1区4号溝断面)，第 2地点(1区1号溝基盤)，第 3地点(1区白地)，第

4地点(1区1号溝)，第 5地点、 (II区l号溝)， 1区V溝，川沿い東 2トレンチ 3の計 7地点、である。

試料は，弥生時代の土器包含層および環濠や溝内の堆積物を中心に計12点が採取された。試料採取箇

所を分析結果の柱状図に示す。

試料は，堆積をはかった後， O.25mmと3mmのふるいを用いて水洗選別を行った。ただし， 1区V溝

の試料については，すでに選別されたものをあつかった。 O.25mmふるいでは試料100ccを用いて微細遺

体を調べ， 3 mmふるいでは試料500ccを用いて大きな遺体を調べた。選別と同定は肉眼及び双眼実体顕

微鏡(ビノキュラー)下で行い，同定は現生標本との対比で行った。同定レベルによって分類は種や

属の階級単位の分類群で行った。

3 .分類群について

同定された種実遺体は樹木21，草本22の計43分類群であった。結果を表 1・2にまとめ，主要な分

類群について記載する。主要な分類群は写真に示した。

4 .結果と考察

(1 ) 第 1地点 (1~ 4号溝断面)の 7層(図 1) 

樹木より草本の種実が多い。樹木ではヒサカキが最も多く，サカキ，モチノキ，キイチゴ属，サル



ナシ属などが検出された。草本ではナデシコ科，アカザ属，ギシギシ属が多く，ナス科，カタバミ属，

アブラナ科の種実が検出された。

樹木より草本が多いため，周囲は比較的ひらかれた景観であったと推定される。樹木のほとんどを

占めるヒサカキは照葉樹林の低木相であり，サカキ・モチノキなども中低木の要素であり，近接して

これらが生えていたと考えられる。草本で集落や畑などの乾燥地に生育する人里植物の性格をもっナ

デシコ科とアカザ属が繁茂していた。よって周囲はやや乾燥した人里の環境であったと考えられる。

4号溝の縁辺には水路ぎわなどに多いギシギシ属が繁茂していた。

(2) 第 2地点(1区 1号溝基盤，図 2) 

樹木のほうが草本の種実より多い。樹木ではヒサカキが多く，ニワトコなどが出現する。草本では

ナス科・カタバミなどが少し含まれていた。

周囲は樹木が多く，草本は少なかった。ヒサカキを主にニワトコが分布し，高木としてはムクノキ

やカラスザンショウなどが生育していた。花粉分析結果ともあわせて周囲は照葉樹林に覆われていた

と推定される。人里植物が認められず，自然度の高い植生であったとみなされる。堆積地は樹林内の

小規模な湿地であったと推定される。

(3) 第 3地点(1区田地)の試料 1・2 (函 3) 

下位の試料2では，樹木の種実が草本より多い。樹木ではヒサカキが極めて多く，サカキ・サルナ

シ属・ウドカズラ・クワ属なども出現している。革本ではタデ属がやや多い。上位の試料 1になると，

草本の種実が多くなる。カヤツリグサ科が多く，次にセリ科，タデ属が続く。ミゾソパやオモダカ科

も含まれる。ヒサカキをはじめとサカキ・シイ属という照葉樹林の構成要素が多いため，周囲が照葉

樹林に覆われていたことが推定される。ウドカズラもみられ，自然度の高い植生が分布していたと考

えられる。堆積地はカヤツリグサ科・タデ科・セリ科・オモダカ科などの水湿地草本の繁茂する照葉

樹林に屈まれた湿地であった。

(4) 第 4地点(1区 1号溝)の試料 1・2・3 (図 4) 

下位の試料3では，種実があまり含まれておらず，ツノレコウゾ・カヤツリグサ科など少量検出され

た。他にイネ・ウリ類が含まれていた。試料2ではキイチゴ属とシマサルナシが多い。試料 1ではあ

まり種実が含まれず，キイチゴ属とサルナシ属がわずかに検出された。

キイチゴ属・シマサルナシをはじめツルコウゾ・サルナシ属はいずれも食用となる果実であり，栽培

植物のイネ・ウリ類もみられる。このことから本地点の種実遺体は，周囲の植生が反映されたもので

はなく，人為要因の食用植物の種実が堆積したとみるのが妥当であろう。



(5) 第 5地点(1区 1号溝)の試料 1・2・3 (図 5) 

中下位の試料2・3には種実は含まれていなかった。上位の試料 1から，ツルコウゾ・キイチゴ属・

ニワトコがわずかに検出された。

種実遺体が少ないのは，堆積速度がきわめて速かったか植物遺体が分解するような乾燥した堆積環

境であったかが考えられる。ここでは後者が妥当であると推定される。これらも第 4地点、N区1号溝

と同様に人為要因の食用植物の種実が堆積したとみなされる。

(6) 1区V溝(表 2) 

水洗選別されていた試料で， 12分類群が同定された。結果は表 2に示すように，栽培植物と可食植

物の種実がほとんどである。ヤマモモ，ツルコウゾ，ブドウ属は食べられる果実であり，イネ・マメ

類(アズキ?)・ウリ類(マクワ・シロウリ型)・ヒョウタン類は渡来した栽培植物である。キカラス

ウリは塊根からデンプンがとれる有用植物である。

I区V溝の種実遺体は，食用植物が投棄されたりして人為的に堆積したものと推定される。マメ類

(アズキ?)・ウリ類(マクワ・シロウリ型)・ヒョウタン類の畑作物の検出は，原の辻遺跡において，

水田に加えてこれらの畑作が行われていたことを示唆する。キカラスウリも栽培されていた可能性が

高い。

(7) )11沿い東 2トレンチ 3のNo.l (図 6) 

樹木の種実が草本より多い。樹木ではヒサカキが多く，シイ属・クワ属・カラスザンショウ・アカ

メガシワ・ウドカズラ・ニワトコなどが検出された。草本は極めて少ない。樹木ではヒサカキやシイ

属等は照葉樹林の構成要素であり，周囲が照葉樹林に覆われていたこと示唆する。ウドカズラの検出

からも人の手が加わっていない自然度の高い植生が分布していたと考えられる。
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和 名 子品主4 名 部位 個数

樹木 arbor 

ヤマモモ Myrica rubra Sieb. et Zucc. 核 2 

ツルコウゾ Bγoussoγzeti，α加em争ifeγiSi(ピ~b. 種子 2 

カラスザ、ンショウ Zantho砂 lumailanthoides Sieb. et Zucc. 種子 1 

ブドウ属 Vitis 種子 1 

クマノミズキ Coγγzus bγαchy争odαC.A.M巳Y‘ ネ亥 2 

草本 herb 

イネ 0γyzαsα:tivαL. 果実 2 

カナムグラ Humulus japonicus Sieb. et Zucc. 種子 2 

マメ類(アズキ?) Leguminosea (Vigna) 種子 2 

ウリ類(マクワ・シロウリ型) Cucumis melo L. 種子 2 

カラスウリ Trichosαγzthes cucumeroides Maxim. 種子 2 

ヒョウタン類 Lagenαγiα szceγαγiαStandl. 種子 2 

トウガン Benincαsα ceγifera Savi 種子 2 

計 total 22 

表 6 I区V溝における種実同定結果



追加種実同定結果(金原正明間定提供)

分類群

表 7
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111.原の辻遺跡における花粉分析

1 .はじめに

花粉分析は，従来湖沼や湿原の堆積物を対象として広域な森林変遷を主とする時間軸の長い植生や

環境の変遷を復原する手法として用いられてきた。考古遺跡では，埋没土壌や遺構内堆積物など堆積

域や時間軸の限定された堆積物を対象とすることによって，狭い範囲の植生や短い時間における農耕

を含む植生や環境の変遷を復原することも可能である。また，植物遺体分析は植物珪酸体・種実・花

粉などによって特性が異なる。原の辻遺跡ではこれらのことも考慮、に入れて植生・環境・農耕の復原

推定を行った。

2 .試料

調査地点は，第 1地点(1区4号溝断面)，第 2地点(1区1号溝基盤)，第 3地点(1区凹地)，第

4地点(1区1号溝)，第 5地点、 (II区1号溝)，第 6地点(西部三重自環濠)，第 8地点(大溝敷石付

近)，第 9地点(中央部三重目環濠)，第12地点(弥生時代溝)，第15地点(調査区東V字溝)の計10地

点、である。試料は，弥生時代の土器包含層および、環濠や溝内の堆積物を中心に計22点、が採取された。

試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3 .方法

花粉粒の分離抽出は，基本的には中村 (1973) を参考にし，試料に以下のJI贋で物理化学処理を施し

て行った。

1) 5 %水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2 )水洗した後， 0.5mmの簡で擦などの大きな粒子を取り除き，沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3) 25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4 )水洗した後，氷酢酸によって脱水し，アセトリシス処理(無水酢酸9: 1濃 硫酸のエルドマン

氏液を加え 1分間湯煎)を施す。

5 )再び氷酢酸を加えた後，水洗を行う。

6 )沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色を行い，グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理聞の水洗は， 1500rpmで2分間の遠心分離を行った後，上澄みを捨てる

という操作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに，生物顕微鏡によって300~1000倍で、行った。花粉の同定は，島倉

(1973)および中村 (1980)を基本とし，所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによっ



て，科，亜科，属，亜属，節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン(-)

で結んで示した。なお，科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別

の分類群とした。イネ属に関しては，中村 (1974，1977)を参考にし，現生標本の表面模様・大きさ・

孔・表層断面の特徴と対比して分類し，個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

4 .結果

(1 )分類群

分析の結果，樹木花粉29，樹木花粉と草本花粉を含むもの 4，草本花粉29，シダ植物胞子 2形態の

計64分類群が同定された。結果は花粉遺体一覧を表(表い 2)にまとめ，花粉総数が200個以上の試

料は花粉総数を基数とする百分率を算定して花粉組成図にあらわした。なお，主要な分類群は写真に

示した。

以下に同定された分類群を示す。〔樹木花粉〕

マキ属，モミ属，ツガ属，マツ属複維管束亜属，スギ，イチイ科…イヌガヤ科ーヒノキ科，ヤマモ

モ属，サワグルミ，ハンノキ属，カバノキ属，ハシバミ属，クマシデ属-アサダ，クリーシイ属，プ

ナ属，コナラ属コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜属，ニレ属-ケヤキ，エノキ属-ムクノキ，キハダ，

アカメガシワ，ウルシ属，モチノキ属，カエデ属，ツバキ属，モクセイ科， トネリコ属，シナノキ属，

グミ属，タニウツギ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科-イラクサ科，マメ科，パラ科，ウコギ科

〔革本花粉〕

ガマ属ーミクリ属，サジオモダカ属，オモダカ属，マルパオモダカ，イネ科，イネ属型，カヤツリ

グサ科， ミズアオイ属，ギシギシ属，タデ属サナエタデ節，ソパ属，スベリヒユ，アカザ科ーヒユ科，

ナデシコ科，キンポウゲ科，アブラナ科，ブウロソウ属，ノブドウ，ヒシ属，セリ科，ナス科，オオ

バコ属，シソ科，オミナエシ科，ゴキヅル，タンポポ亜科，キク亜科，オナモミ属，ヨモギ属

(シダ植物胞子〕

単条溝胞子，三条溝胞子

(2) 花粉分析結果

1 )第 I地点(1区4号溝断面)

下位の 7層では樹木花粉より草本花粉が多い。樹木花粉ではクリーシイ属・エノキ属-ムクノキが

優占する。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科とオナモミ属が優占する。

5層では草本花粉の占める都合がより高くなる。樹木花粉ではマツ属単維管束亜属とクリーシイ属

が優占する。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科とアブラナ科・ヨモギ属が優占し，アカザ科ーヒユ
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科・タンポポ亜科なども出現する。

2 )第 2地点(I区1号溝基盤)

樹木花粉の占める割合がきわめて高い。樹木花粉ではクリーシイ属・エノキ属一ムクノキが優占し，

ツバキ属やモクセイ科が伴われる。草本花粉は著しく低率でイネ科やヨモギ属などが出現する。イ也に

ガマ属ーミクリ属やマルパオモダカも出現している。

3 )第 3地点 (I区間地下部)

樹木花粉の占める割合がきわめて高い。樹木花粉ではクリーシイ属が優占しコナラ属アカガシ亜

属・エノキ属-ムクノキが伴われる。草本花粉は著しく低率である。他にガマ属ーミクリ属も出現し

ている。

4 )第 4地点 (I区1号溝)

下位の試料3では樹木花粉の占める割合が草本花粉よりやや高い。樹木花粉で、はエノキ属-ムクノ

キ・キハダ・ツバキ属が優占する。セリ科・イネ属型を含むイネ科・ヨモギ属・アカザ科ーヒユ科が

優占する。他にサジオモダカ属・マルパオモダカも出現している。試料2ではキハダやツバキ属が減

少し，エノキ属一ムクノキのみが優占する。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科・アカザ科-ヒユ科・

ヨモギ属が優占する。試料 1には花粉がほとんど含まれていない。

5 )第 5地点 (II区1号溝)

下位の試料3では，樹木花粉より革本花粉の占める割合が著しく高い。樹木花粉ではクリーシイ属・

ニレ属-ケヤキなどが出現する。革本花粉ではイネ科・アカザ科ーヒユ科・セリ科・ヨモギ属が優占

する。試料2・1では花粉があまり検出されなかった。

6 )第 6地点(西部三重目環濠)

樹木花粉の占める割合が草本花粉より少し高い。樹木花粉ではクリーシイ属・エノキ属一ムクノキ

が優占する。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科・ヨモギ属が優占し，アブラナ科も伴われる。他に

ガマ属ーミクリ属・オモダカ属・マルパオモ夕、カも出現している。

7 )第 8地点大溝石敷付近

試料3は弥生時代前期であり，試料 1は弥生時代中期である。試料 3と試料2はほぼ同じ花粉組成

を示し，樹木花粉の占める割合が草本花粉より極めて高い。樹木花粉ではクリーシイ属・エノキ属一ム

クノキが優占する。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科がとヨモギ属が出現するほかは低率である。

試料 1になると，草本花粉の占める割合が著しく高くなり，オナモミ属が高率となり，イネ属型を含



むイネ科・アカザ科-ヒユ科も増加する。

8 )第 9地点(中央部三重自環濠)

樹木花粉と草本花粉はほぼ同程度の割合を占める。樹木花粉ではクリーシイ属が優占し，コナラ属

コナラ亜属・エノキ属-ムクノキが伴われる。草本花粉ではイネ属型を含むイネ科・アカザ科ーヒユ

科・アブラナ科・セリ科・ヨモギ属の出現率が高い。

9 )第12地点(弥生時代溝)

6試料あるが，花粉組成は同傾向を示す。樹木花粉より草本花粉の占める割合が極めて高い。樹木

花粉ではクリーシイ属・コナラ属コナラ亜属・コナラ属アカガシ亜属が多い。草本花粉ではイネ属型

を含むイネ科・ヨモギ属が優占しカヤツリグサ科・セリ科などが伴われる。

10)第15地点、(調査区東V字溝)

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。樹木花粉ではクリーシイ属が優占し，コナラ属コナラ

亜属・エノキ属-ムクノキが伴われる。クワ科-イラクサ科も多い。草本花粉ではイネ属型を含むイ

ネ科・アカザ科ーヒユ科・アブラナ科・セリ科・ヨモギ属の出現率が高い。

5 .花粉分析および種実問定から推定される植生・環境・農耕

花粉分析結果および種実用定結果から原の辻遺跡の植生と農耕について推定すると次のようである。

(1 ) 環濠や溝が構築される以前

第 2地点(1区1号溝基盤)と第 3地点(1区間地下部)の分析結果は，樹木花粉の占める割合が

きわめて高く，人里植物の花粉が検出されない。第 2地点(1区1号溝基盤)，第 3地点(1区田地下

部)， J 11沿い東 2トレンチ 3No.1の種実同定結果では，人為干渉によって増加する人里植物がほとんど

合まれていない。このことから，自然度の高い植生が推定され，人間の営みが著しくなる以前の自然

植生を反映しているとみなされる。

これらの地点、の花粉分析から，クリ シイ属(ここではシイ属)が主要高木とする照葉樹林が周辺

に分布していたと推定される。種子が多く検出されたヒサカキは森林内の低木相を構成する主要な樹

木と考えられ，堆積地に近接して繁茂していたのだろう。種実が検出されたヒサカキをはじめクワ属・

ニワトコ・サカキ・カラスザンショウ・サルナシ属・ウドカズラなどは，照葉樹林中に生育する種類

で林内に混在して生育していたと考えられる。花粉でやや高率なエノキ属-ムクノキは，種実からム

クノキとみなされる。ムクノキは落葉樹であるが，暖地の肥沃な適潤地に生育する高木であり，周囲

に分布していたと推定される。なお，試料採取地点は，ガマ属ーミクリ属などの生える樹林内の小規
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模な湿地であったと考えられる。

以上のように，原の辻遺跡において人々の活動が活発となる以前の自然植生は，シイ林を主とする

照葉樹林が分布し，低木として主にヒサカキが繁茂していたと推定される。樹林内には小規模な湿地

が分布し，その周辺の適潤地にはムクノキも繁茂していたと考えられる。草本の生えるような日当た

りの良い裸地はほとんどなく，森林の状態であったと推定される。

(2) 弥生時代

1 )弥生時代前期から中期への変化 第 8地点(大溝敷石付近)-

弥生時代前期から中期への変化は第 8地点(大溝敷石付)の花粉分析から読みとることができる。

弥生時代前期には，クリ シイ属・エノキ属一ムクノキの樹木が多く分布し，草本の多い開けた景

観は少なかったと推定される。イネ属型を含むイネ科が低率ながら出現しており，ある程度の水田が

営まれていたと推定される。

弥生時代中期になると，周囲の樹木が急速に減少し，オナモミ属をはじめイネ属型を含むイネ科・

アカザ科 ヒユ科などの人皇植物の繁茂する開けたところが多くなる。中期になって急速に開発され

たと推定される。

2) 1号溝(第 4地点 I区，第 5地点目区)

第 4地点 I区と第 5地点、II区では，樹木花粉の組成にやや違いがあるが，局地性の反映とみなされ

る。樹木では，第 4地点、 I区にエノキ属 ムクノキ(種実よりムクノキ)・キハダ・ツバキ属の樹木が

生青し，第 5地点、II区には樹木はあまり分布していなかったと推定される。周辺は人皇植物の性格を

もっイネ属型を含むイネ科・アカザ科 ヒユ科・セリ科・ヨモギ属が繁茂し，かなり聞けた景観であっ

たとみなされる。また，アカザ科 ヒユ科・ヨモギ属は集落や畑地などのやや乾燥したところを好ん

で生える人皇雑草であり，同様の環境が I区と II区の 1号溝周辺に広がっていたとみなされる。 1号

溝の上位では花粉が少なく，植物遺体が分解する乾燥した堆積環境となったと推定される。

種実では，第 4地点 I区からキイチゴ属・シマサルナシをはじめツルコウゾ・サルナシ属の食用とな

る種類とイネ・ウリの類栽培植物が種実が検出され，人為的な食用植物の種実が堆積したと考えられ

る。第 5地点II区でも同様とみなされるが，植物遺体が分解するような乾燥した堆積環境であったと

推定される。自然植生が反映される種実はあまり認められず， 1号溝に隣接して居住域があったと考

えられる。

3 )第 1地点、(1区4号溝)，第6地点(西部三重自環濠)，第12地点(弥生時代溝)，第15地点(調査

区東V字溝)

これらの溝の周辺は，イネ属型を含むイネ科・アカザ科ーヒユ科・アブラナ科・セリ科・オナモミ

属・ヨモギ属の人里植物が多く，第 1地点(1区4号溝)の種実同定結果からも，ナデシコ科とアカ
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ザ属等の集落や畑に多い乾燥地の人里植物が繁茂していたと推定される。食用植物の穣実遺体が多い

1号溝とは対照的で，周辺に農耕地が分布していた可能性が高い。

周辺地域は，基本的にはクリーシイ属(ここではシイ属)・エノキ属 ムクノキ(ここではムクノキ)

の森林が分布していたと考えられるが，これらの溝の周囲には種実遺体からヒサカキ・サカキ・モチ

ノキなどの中低木が少し生える程度であったと推定される。第 1地点(1区4号溝)の 5層ではマツ

属単維管束亜属(ニヨウマツ類)，第12地点、(弥生時代溝)ではコナラ属コナラ亜属・コナラ属アカガ

シ亜属がそれぞれ優勢であり，森林の構成が異なるため，他地点ないし他の層準とは時期差があると

考えられる。

なお，三重巨環濠など各濠ないし溝のほとんどは，当初ガマ属ーミクリ属・オモダカ属・マルバオ

モダカなどが繁茂する水湿地状であったと考えられる。

(3) 可食植物と農作物

I区V溝からは，ヤマモモ・ツルコウゾ・ブドウ属・イネ(炭化米)・マメ類(アズキ 7)・ウリ類

(マクワ・シロウリ型)・ヒョウタン類・キカラスウリなどの食用となる植物の種実が多く同定された。

他の地点および追加試料も加えると，カヤ・イヌガヤ・ヤマモモ・コナラ属・シイ属・ムクノキ・ク

ワ属・ヒメコウゾ・ツルコウゾ・キイチゴ属・スモモ・サクラ属サクラ節・ブドウ属・サノレナシ属・

シマサルナシ・ヒシなどが可食であり，これらは当時採集されて食べられていたと考えられる。キイ

チゴ属・サルナシ属・シマサルナシはかなり多く，よく食べられていたようだ。

栽培植物としては，イネに加えてマメ類(アズキ 7)・ウリ類(マクワ・シロウリ型)・ヒョウタン

類の畑作の栽培植物が認められた。キカラスウリも塊根からデンプンがとれ，栽培されていた可能性

が高い。したがって，原の辻遺跡においては，水田に加えてこれらの畑作が営まれていたと考えられ

る。
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2 

Betula カバノキ属

COl]1lzβ ハシバミ属

Carp仇1β OstJyajaponica クマシデ属アサ夕、

Castanea crenata-Castanopsお クリーシイ属 16 65 95 218 12 8 10 

Fagus プナ属 1 

Quercus subgen. Lゆidobalanzβ コナラ麗コナラ亜属 43  4 5 69118  
Quercωsubgen. Cyclobala1ωpsis コナラ属アカガシ亜属 2 13 10 64 12 7 1 

Ul11lus-Zelkova serrata ニレ属ーケヤキ 4 1 10 

Celtis-Aphananthe aspera エノキ属ムクノキ 2 51 176 33 136 99 1 7 

Phellodendron amurense キノ¥ダ 1 3 1 2 106 8 

Phus ウルシ属

Ilω モチノキ属

Camellia ツバキ属 10 22 3 45 

Oleaceae モクセイ科 1 22 5 10 

FJiαxinus トネリコ属 16 
Elaeagnus グミ属 I 

Arboreal-Nonarboreal pollen 木本・草木花粉

Moraceae-U rticaceae クワ科一イラクサ科 423  

Leguminosae マメ科

Rosaceae ノてラ科

Araliaceae ウコギ科

N onarboreal pollen 草本花粉

Tjμta-SJ戸arganium ガマ属ーミクリ属

Alisma サジオモダカ属

Caldesia parnωsifolia マルパオモダカ 1 2 1 

Gramineae イネ科 37 99 11 2 5 55 33 7 10 48 
OJyza type イネ属型 4 6 11 7 2 

Cyperaceae カヤツリグサ科 3 2 

Rumω ギシギシ属 3 
Polygonum sect. Persicari，α タデ属サナエタデ節

Chelωpodiaceae-Amaranthaceae アカザ科ーヒユ科 11 4 1 1 27 13 ‘ 38 

Caryophyllaceae ナデシコ科 1 2 2 2 

Cruciferae アブラナ科 41 2 2 2 9 3 4 

Anψelopsゐbrevipedunculata ノブドウ 1 1 

Umbelliferae セリ科 18 5 1 3 4 92 1 1 38 

Labiatae シソ科

Valerianaceae オミナエシ科

Lactucoideae タンポポ亜科 10 1 1 3 1 4 

Asteroideae キク亜科 1 3 

Xanthium オナモミ属 2 125 

A7ずのni与ia ヨモギ属 40 14 19 4 4 19 39 3 5 29 

Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 8 3 17 8 3 4 28 4 3 25 

Trilate type spore 三条溝胞子 6 1 8 5 11 4 3 2 17 

Arboreal pollen 樹木花粉 47 150 336 374 1 193 294 2 1 56 

Arboreal • N onarboreal pollen 木本・草本花粉 53  4 0 203000  

onarboreal pollen 革本花粉 167 265 39 11 13 129 195 11 16 167 

al pollen 花粉総数 219 418 379 385 16 322 492 13 17 223 

Unknown pollen 未同定花粉 3 1 3 5 2 7 10 1 1 4 

Fern spore シダ植物胞子 14 4 25 13 2 15 32 7 5 42 

表 8 原の辻遺跡における花粉分析結果(1) 

樹木花粉

木本・草本花粉

革本花粉

花粉総数

未同定花粉

シダ植物胞子



学名 和

Arboreal pollen 木本花粉
Podoca沙問 マキ属
Tsuga ツガ属
Pin郎 subgen.Diploxylon マツ属複雑管束亜属
OY1りtomeJ匂 ja，戸onica スギ
Myrica ヤマモモ属
Pterocaya rhoifolia サワク令ルミ
Alnus ハンノキ属
Betula カバノキ属
COJylus ハシバミ属
Ca;pin附 OstlyaJ~ゅonica クマシデ属一アサダ
Castaηea crlωzata-Castanopsお クリーシイ属
Fagus プナ属
Quercl/s subgen. Lゆidobalanzβ コナラ属コナラ亜層
Quercus subgen. Cyclobalanopsi コナラ属アカガシ亜属
Ulmω Zelkova serrata ニレ属ーケヤキ
Celtis-Aphaηanthe aspera エノキ属ムクノキ
Phellodendron amUrellSe キハダ
Mallotus j{ψonica アカメガシワ
Ilex モチノキ属
Acer カエデ属
Camellia ツバキ属 5 3 2 7 
Oleaceae モクセイ科 18 2 
Tilia シナノキ属 1 1 
Weigela タニウツギ属 2 1 

Arboreal • N onarboreal pollen 木本・草本花粉
Moraceae-Urticaceae クワ科ーイラクサ科 9 
Leguminosae マメ科 1 
Araliaceae ウコギ科 1 2 2 2 
Rosaceae パラ科 1 2 3 

N onarboreal pollen 草本花粉
Typha-~仰rganiwn ガマ属 ミクリ属
Sagittaria オモダカ属
Caldesia仰rnassifolia マ1レパオモダカ
Gramineae イネ科
O，yza type イネ属型
Cyperaceae カヤツリグサ科
Monochoria ミズアオイ属
Polygonu11Z sect. Persicaria タデ属サナエタデ節
FagopyrUln ソノて属
Portulaca oleracea スベリヒユ
Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科一ヒユ科
Caryophyllaceae ナデシコ科
Ranunculanceae キンポウゲ科
Cruciferae アブラナ科
Geraniu1n フウロソウ属
Ampelopsis brevipedunculata ノブドウ
Tlゆα ヒシ属
Umbelliferae セリ科
Solanaceae ナス科
Plantlな0 オオバコ属
Labiatae シソ科
Valerianaceae オミナエシ科
Actinostenuna lobatu1JZ ゴキズノレ
Lactucoideae タンポポ亜科
Asteroideae キク亜科
Xanthium オナモミ属
Altemisia ヨモギ属

Fern spore シダ植物胞子
Monolate type spore 単条溝胞子
Trilate type spore 三条溝胞子

Arboreal pollen 樹木花粉
Arboreal • N onarboreal pollen 木本・草本花粉
N onarboreal pollen 草本花粉

Total pollen 花粉総数
Unknown pollen 未同定花粉

Fern spore シダ植物胞子

第15地点

V字溝

第12地点
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原の辻遺跡における花粉分析結果(2)表 9
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IV.原の辻遺跡、における寄生虫卵分析

1 .はじめに

寄生虫卵分析は，藤原京跡の便所遺構において新たに用いられた分析法であり，まだ分析例は少な

い。寄生虫卵分析は，便所遺構の検出や食生活の復原のみならず，様々な堆積物を分析することによっ

て，農耕における施肥の検証や遺構の機能なども分析課題となる。

2 .試料

試料は，花粉分析に用いたものと同ーの計22点である。

3 .方法

微化石分析法を基本に下記のように行った。

1 )サンプルをそれぞれ1cm3ず、つ採量する。

2) DWを加え撹持する。

3 )箭別により大きな砂粒や木片等を除去し，沈澱法を施す0

4) 25%フッ化水素酸を加え30分静量。(2・3度混和)

5 )水洗後サンプルを 2分する。

6 )片方にアセトリシス処理を施す。

7 )両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作製する。

8 )検鏡・計数し密度を算出する。

4 .結果と所見(表，図 1・2) 

分析の結果，第 1地点(1区4号溝)の 7層，第 4地点(1区1号溝)の試料2・3，第 5地点、 (II

区1号溝)の試料 3，第 6地点(西部三重目環濠)，第 8地点(大溝敷石付近)の試料 1・2・3，第

9地点(中央部三重目環濠)，第12地点(弥生時代溝)の試料5・6，第15地点(調査区東V字溝)か

ら寄生虫卵が検出された。

検出された寄生虫卵はそのほとんどが鞭虫であり，異形吸虫類(横川吸虫を含む)，マンソン裂頭条

虫，毛頭虫類も少量見られた。いずれも1000個未満で汚染範囲内であるが，周囲にある程度の人口密

度があったことが示唆される。また，溝ないし濠は汚水および下水施設としての機能も持っていたも

のと推定される。



鞭虫は，虫卵の付着した野菜や野草の摂取や水系により経口感染する。異形吸虫類(横川吸虫を含

む)は，沿岸性の魚類やコイ科の魚を補食することによって感染する。マンソン裂頭条虫は，イヌ科

を主とした肉食獣に寄生する。毛頭虫類は，草食動物や鳥類に寄生する種類である。

現状では，寄生虫卵分析の調査例は少ないが，弥生時代の奈良県鴨都波遺跡でも溝や井戸に汚染が

みられる。また，鞭虫と生活史が類似する回虫は，普通伴って虫卵が検出されるが，原の辻遺跡では

検出されず，時代や地域性によるものか問題点が残る。

第 2地点(1区1号溝基盤)と第 3地点(1区田地下部)からは寄生虫卵が検出されず，人がいな

いか密度が非常に低かったことを示している。このことは，花粉分析と種実同定によって自然度の高

い植生が推定されることと矛盾しない。

付編犬埋葬警の寄生虫分析および花粉分析

1 .試料と方法

犬埋葬察内の骨のそばの堆積物と炭化物の 2試料を分析した。分析方法は自然科学分析本文の方法

に従った。参考文献も同様で、ある。

2 .結果と考察

寄生虫卵分析では， 2試料とも寄生虫卵が含まれていなかった。花粉分析では骨のそばの堆積物か

らマツ属複維管束亜属・スギ・アカザ科-ヒユ科・ヨモギ属がそれぞれ 1倍ずつ検出されたのみで

あった。 2試料とも写真に示すように炭化した植物遺体片が多くみられ，試料となった堆積物が土壌

生成作用や風化作用によって分解を受けていることが推定される。よって，寄生虫卵が当初から含ま

れていなかったか，花粉が当初から少なかったのか判断できない。

参考文献

Peter l Warnock and Karl lReinhard (1992). Methods for Extraxting Pollen and Parasite 

Eggs from Latrine Soils. J ounal of Archaeological Science19. 

金原正明・金原正子 (1992)花粉分析および寄生虫.藤原京跡の便所遺構，奈良国立文化財研究所.

金子清俊・谷口博一 (1987)新版臨床検査講座8医動物学，医歯薬出版.

金原正明・粉川昭平・金原正子 (1992)堆積土・木材の樹種・種実遺体の分析，奈良県御所鴨都波

遺跡11次発掘調査報告，御所市文化財調査報告書第11集，御所市教育委員会.



分 類 群
第 1地点 第2地点 第3地点 第4地点 第5地点

I区4号断面 I区1号溝 IIR田地 I区l号溝 II区1号溝
子A主今 名 和 名 5層 7層 基盤 l 2 3 1 2 3 

Trichuγむ 鞭虫卵 351 260 52 25 

Metαεoγzimus-HeteγoPhyes 異形吸虫類卵 7 
Sがγomet'Ylαeγ加αcei マンソン裂頭虫卵 4 

Total Helminth 虫卵総数 (-) 362 (-) (-) (-) 260 52 (一) (-) 25 

表10 原の辻遺跡における寄生虫卵分析(1) 

分 類 群
第6地点 第8地点 第9地点 第12地点 第15地点
西部 大溝敷石付近 中央部 弥生時代溝 V字溝

守件ιム 名 手E 名 三重目環壕 1 2 3 三重呂環壕 l 2 3 4 5 6 

Trichuγ'Zs 鞭虫卵 36 41 24 12 129 1 49 

Capillαγiα 毛頭虫類卵 1 

Total Helminth 虫卵総数 36 41 24 12 129 (-) (一) (-) (一) 1 1 49 

表11 原の辻遺跡における寄生虫卵分析(2)







V.原の辻遺跡出土木製品の樹種同定

1 .試料と方法

試料は，木製品84点 (No.1 ~No.84) である。これらの試料を，カミソリを用いて新鮮な基本的三断

面(木材の横断面・放射断面・接線断面)を作製し，生物顕微鏡によって120~1200倍で観察した。同

定は試料標本をその解剖学的形質および現生標本との対比で行った。

2 .結果

結果を表 1に示す。以下に同定根拠となった特徴を記載する。

3 .考察

向定の結果，不明材を除き， 25種類の分類、群が同定された。多いものから，マキ属16点，スタジイ

9点，ヤブツバキ 6点，サカキ 6点，タブノキ 5点，ヒノキ 5点，クリ 5点とつづく。スギ・コナラ

属アカガシ亜属・クスノキ・ナシ亜科がそれぞれ2点，カヤ・イヌガヤ・アカマツ・コナラ属クヌギ

節・コナラ属・ニレ属・ムクノキ・イチジク属・サイカチ・ミズキ属・トネリコ属・シャシャンボ・

タケ亜科がそれぞれ 1点ずつであった。

不明材は，木製品で形態を損なうため切片採取が充分に行えなかったものや腐朽が著しく細分類で

きない試料などであり，針葉樹材 l点、，散孔材4点，環孔材 2点，広葉樹 1点、あった。

マキ属がやや多いが，マキ属にはイヌマキ・ナギがあり暖地に分布する。スダジイ，ヤブツバキ，サ

カキ，タブノキはいずれも照葉樹林の主要構成要素で，花粉分析・種実同定から復元されるシイ属を

高木相とする照葉樹林と矛盾しない。他の種類も照葉樹林内に一般的に生えている種類である。

以上のことからみて，原の辻遺跡の木製品の用材は，周辺の照葉樹林から得られたものと考えられ

る。良材の針葉樹材のマキ属が多く使用されるのは，本遺跡の特徴といえる。また，花粉分析から周

辺地域の照葉樹林の主要高木とみなされたシイ属は，スダジイであったと考えられる。

参考文献

島地謙・伊東隆夫 (1982)図説木材組織，地球社.

島地謙ほか (1985)木材の構造，文永堂出版.

日本第四紀学会編 (1993)第四紀試料分析法，東京大学出版会.

福岡市教育委員会 (1976)板付，福岡市埋蔵文化財調査報告書第35集.

唐津市教育委員会 (1982)菜畑遺跡，唐津市文化財調査報告書第 5集.
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表12 原の辻遺跡における樹種間定結果

試料 樹種

No.l ヒノキ

NO.2 ヒノキ

NO.3 ヤブツノてキ

NO.4 アカマツ

No. 5 ヤマグワ

No. 6 ミズキ属

NO.7 ヤブツバキ

NO.8 コナラ属

NO.9 サイカチ

No.lO コナラ属アカガシ亜属

No.ll 環孔材

No.l2 マキ属

No.l3 針葉樹

No.l4 ヤブツバキ

No.l5 スダがジイ

No.l6 サカキ

No.l7 ヒノキ

No.l8 スダジイ

No.l9 散孔材

No.20 タプノキ

No.21 タプノキ

No.22 環孔材

No.23 タケ亜科

No.24 散孔材

NO.25 ナシ亜科

NO.26 散孔材

NO.27 ヤマグワ

No.28 マキ属

(和名/学名)

Chαmaecyparis obtusαEndl. 

Chαmαec.ゆαγisobtusαEndl. 

Cal守~elliαjα':þonicαLinn.

Piγzus densifloγαSied. et Zucc. 

Moγus bombycis Koidz. 

Coγnus 

Cα:melli，αjα':tonicαLinn. 

Queγcus 

GleditschiαjaponicαMiq. 

Quercus Slお包en. Cyclobalanopsis 

ring-porous wood 

Podocαγ争us

conifer 

Cα悦 elli，αjゆonicαLinn.

Cαstanopsis sieboldii H拭:usima

Cleyera japonica Thunb. 

Chα:maecyparis obtu紙、 Endl.

Cαst側 0台sissieboldii Hatusima 

diffuse-porous wood 

Mαchilus Thunbeγgii Si，ピb. et Zucc. 

Mαchilus Thunbergii Si巴:b.et Zucc 

ring-porous wood 

Bambusoideae 

diffuse-porous wood 

Su1J..均m. Maloideae 

diffuse-porous wood 

Moγus bo悦句cisKoidz. 

Podocαゆus
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表13

試料 樹種

NO.29 イヌガヤ

NO.30 クスノキ

NO.31 マキ属

NO.32 マキ属

No.33 マキ属

No.34 クスノキ

No.35 マキ属

NO.36 サカキ

NO.37 サカキ

NO.38 タブノキ

NO.39 クリ

No.40 マキ属

NO.41 クリ

No.42 散孔材

No.43 スダジイ

No.44 スダジイ

NO.45 スダジイ

No.46 クリ

No.47 ニレ属

No.48 スギ

No.49 カヤ

NO.50 コナラ属アカガシ亜属

No.51 マキ属

NO.52 広葉樹

NO.53 サカキ

NO.54 スダジイ

NO.55 トネリコ属

No.56 ヒノキ

No.57 ヤマグワ

(和名/学名)

Cephalot似 :ushαγγingtoni，αK. Koch 

Ciηnα:momum CαwゆhoraPτesl 

Podoca:ゆus

Podocαγ争us

Podocαγ争us

Cin1叩悦omumcαγnphoγαPresl 

Podocαγpus 

Cleyerlα}a_ρonica Thunb. 

CleyeYlαjαρonica Thunb. 

Mαchilus Thunbergii Sieb. et Zucc. 

CαstaneαcγωαtαSieb. et Zucc. 

Podocαγ争us

Castanea crenata Sieb. et Zucc. 

diffuse-porous wood 

Cαst飢 opsissieboldii Hatusima 

Cαstanopsis sieboldii Hatusima 

Cαstanopsis sieboldii Hatusima 

Castanea crenαta Sieb. et Zucc. 

Ul悦 us

CγゆtomeγiαjゆonzcαD.Don 

ToγγのαγzuciferaSieb. 巳~t Zucc. 

Queγcus subgen. Cycloba11αγZO，争szs

Podocαγpus 

broad-leaved tree 

Cleyera ja_ρonzcαThunb. 

Cαstanopsis sieboldii Hatusima 

Fγαχiγzus 

Chαγnαecypαγis obtusαEndl. 

M orus bombycis Koidz. 



表14

試料 樹 種 (和名/学名)

NO.58 スギ Cγ沖tomeγiαjゆonzcαD.Don 

No.59 イチジク属 Ficus 

No.60 マキ属 Podocαγ争us

NO.61 マキ属 Podocαア争us

No.62 ヤブツバキ Cαγ}似

No.63 ムクノキ Aρhananthe aspera Planch. 

NO.64 コナラ属クヌギ節 Queγcus sect. Aegilops 

NO.65 タプノキ Machilus Thunbergii Sieb. et Zucc. 

NO.66 ナシ亜科 Subfam. Maloideae 

NO.67 スダジイ Cαstα:nopsis sieboldii Hatusima 

NO.68 ヤブツバキ Camellia jaρonica Linn. 

NO.69 マキ属 Podocαγpus 

NO.70 サカキ Cleyera j~ρonica Thunb. 

No.71 サカキ Cleyera j~ρonica Thunb. 

No.72 マキ属 PodocαT争us

No.73 マキ属 Podocαγpus 

No.74 ヒノキ Chamaecyρaris obtusa Endl. 

No.75 マキ属 PodocαT争us

No.76 マキ属 Podocarpus 

No.77 ヤブツノてキ Cα悦 elli，αjゆonicαLinn.

NO.78 マキ属 Podocαゆus

NO.79 シャシャンボ Vaccinius bracteatum Thunb 

NO.80 クリ Cαstαγzeαcγ'enαtαSieb. et Zucc. 

NO.81 クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 

NO.82 スダジイ Castanopsis sieboldii Hatusima 

NO.83 スダジイ Castanopsis sieboldii Hatusima 

NO.84 タブノキ Machilus Thunbergii Sieb. et Zucc. 
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玉
が
仮
に
中
国
産
の
原
石
に
相
当
す
る
な
ら
ば
、
壱
岐
が
古
代
の
大
陸
と
の
交
易
の

中
継
基
地
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、

さ
ら
に
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

今
後
、
原
の
辻
遺
跡
の
調
査
に
お
い
て
は
、
弥
生
時
代
の
「
一
支
国
」
と
と
も
に
、

律
令
国
家
体
制
下
の
壱
岐
島
の
中
心
的
施
設
の
実
態
も
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
存
在
の
確
か
な
手
掛
か
り
を
今
回
の
木
簡
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
点
が
大
き
な

意
義
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

-6ー



3
、
内

'*' -a-

不
明

第
四
号
木
簡

1
、
釈

文

X 

高
且

口升
か

斗

× 

口

し一一

口

状
〔
(
%
)
×
初
×

6
〕

上
部
が
欠
損
し
、
下
部
の
片
側
の
削
り
出
し
は
、
第
一
号
木
簡
と
同
様
に
二
次
的

加
工
か
。
本
来
は
、
短
冊
型
と
推
さ
れ
る
。

2
、
形

3
、
内

'*' 合

表
の
斗
量
と
裏
の
人
名
と
思
わ
れ
る
記
載
か
ら
は
、
食
品
の
請
求
ま
た
は
貢
進
文

書
木
簡
か
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
数
字
の
「
萱
」
(
大
字
)
と
「
一
」
(
小
字
)
を
併
記
す
る
こ
と
は
、
木
簡

の
記
載
で
は
よ
く
み
ら
れ
る
。

例

金
沢
市
上
荒
屋
遺
跡
(
第
回
号
木
簡
)

5

6
号
「
〈
萱
斜
一
斗
一
升
」

(
金
沢
市
教
育
委
員
会
『
上
荒
屋
遺
跡
日
』

1
9
9
3
年
)

第
五
号
木
簡

1
、
釈

文

× 

口

× 

口

口

口

2
、
形

状
(
(
紛
)
×
お
×

5
)

全
体
に
傷
み
が
著
し
く
、
特
に
片
面
は
全
く
腐
食
し
、
木
簡
面
を
と
ど
め
て
い
な

し3
0 

3
、
内

円』

合

不
明

ま

と

め

本
遺
跡
の
木
簡
の
特
色
は
、

ま
ず
第
一
点
は
、
す
べ
て
古
代
の
文
書
木
簡
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
文
書
の
内
容
は
、
物
品
に
関
わ
る
貢
進
・
請
求
木
簡
と
記
録
木
簡
(
支

給
帳
簿
と
み
ら
れ
る
も
の
)

と
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
貢
進
お
よ
び
請
求
木
簡

一-5-

と
記
録
木
簡
は
、
古
代
の
宮
街
内
の
活
動
を
示
す
資
料
と
い
え
る
。
今
回
の
発
掘
調

査
に
よ
り
、
本
遺
跡
が
弥
生
時
代
の
『
貌
志
倭
人
伝
』
に
み
え
る
「
一
支
国
」
の
中

心
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、

さ
ら
に
五
点
の
木
簡
は
律
令
体
制
下
(
奈

良
・
平
安
時
代
)
に
お
い
て
も
、
壱
岐
島
内
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
木
簡
を
取
り
扱
う

施
設
が
本
遺
跡
に
所
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
木
簡
は
通
常
の
官
街
内
の
活
動
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
弥

生
時
代
の
環
濠
の
一
部
に
掘
ら
れ
た
土
墳
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
こ
の

土
壌
付
近
に
こ
れ
ら
の
文
書
を
取
り
扱
う
役
所
が
存
在
し
た
こ
と
を
も
の
が
た
つ
て

い
る
。

〔
升
ま
た
は
斤
〕

第
二
点
は
、
五
点
の
木
簡
の
う
ち
で
も
、
特
に
第
一
号
木
簡
の
つ
臼
玉
六

が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
、
想
定
さ
れ
る
の
は
、
「
白
玉
」
が
島
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
か

ら
調
達
さ
れ
た
も
の
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
白



=苛

口

七

升

口

打

〔

七

升

八

升

か

〕

口

口

口

口

円

(
進
ま
た
は
近
か
)

友

一

一

』

口

u 
× 

× 

口

2
、
形
状
〔
(
引
)
×
(
幻
)
×

3
)

上
端
は
若
干
欠
け
て
い
る
が
、
原
状
を
と
ど
め
て
い
る
。
表
面
の
文
字
は
墨
痕
が

ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、
そ
の
部
分
が
わ
ず
か
に
盛
り
上
が
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

3
、

内

容

人
名
と
斗
量
が
列
記
さ
れ
た
内
容
か
ら
推
し
て
、

次
に
参
考
ま
で
に
類
例
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

阿
倍
枚
万
呂
八

三
五

O
八

門川ハハハ〕

〔
諸
ヵ
〕

秦
口
万
呂
八

円

l
l
u八

U
口
口
口
八

丸
部
駿
河
万
呂
一
升
二

口
乃
秋

一
升

近
衛

山
口
乙
万
呂
一
升
二

山
口
虞
演
八

水
取
繕
成
八

茨
田
弥
緩
八

秦
巳
知
万
呂
八

(
津
ヵ
〕
(
繕
ヵ
)

口
口
異
口
八

〔
更
ヵ
〕

口
占
員
立
八

í~く本」

額
田
乙
勝
八

口〔口
日口口
口4 口
口露山
八」四

上
毛
野
力
八

口
口

「くせてgfJ

飯
な
ど
の
食
品
の
支
給
帳
簿
か
。

「同本l1J

il1¥tgfJ 

w 
w 
呼込

× 
CJl 
0口

メ×
サ/'N

板き
目tg

上
折
れ
、
右
は
割
れ
て
欠
損
。
左
下
隅
に
孔
を
穿
つ
。
飯
な
ど
の
食
品
の
支
給
帳

簿
か
。
四
段
に
わ
た
っ
て
人
名
を
列
記
し
、
各
人
に
斗
量
を
記
し
、
各
段
ご
と
に
斗

量
の
小
計
を
材
を
横
に
し
て
追
筆
す
る
。
各
人
の
斗
量
の
合
計
と
各
段
ご
と
の
小
計

と
の
比
較
か
ら
み
て
、
右
辺
の
欠
損
は
一

i
二
行
分
で
あ
ろ
う
(
第
二
・
四
段
で
は

二
人
、
第
三
段
で
は
一
人
の
人
名
を
補
え
ば
、
各
段
の
小
計
と
合
う
)
。

(
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
木
簡
ニ

解
説
』

1
9
7
5
年
)

な
お
、
「
七
升
八
升
」
の
よ
う
な
記
載
の
し
か
た
も
、
次
の
よ
う
な
類
例
が
あ
る
。

三
四
三
三

-
得
客
人
三

-
二
升

ニ
升

口

(
『
平
城
宮
木
簡
二

解
説
』
)

(
進
ま
た
は
近
か
)

次
の
「
友
口
一

-4一

一
」
の
部
分
は
裏
面
の
他
の
文
字
に
比
し
て
大
き
く
、

一
応
別
筆

と
し
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
食
品
支
給
の
責
任
者
の
自
署
(
サ
イ
ン
)

と
判
断
さ
れ
、

一一寸

一
」
は
画
指
(
古
代
に
お
い
て
指
の
形
状
を
書
い
て
署
名
の
代
用
と
し
た
も
の
。

左
手
食
指
の
先
端
・
末
端
と
関
節
二
個
所
を
点
で
示
す
)

で
は
な
い
が
、
何
ら
か
の

友
近
に
関
わ
る
記
号
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
号
木
簡

1
、
釈

文

× 

円

× 

U 

円

U 

2
、
形

(
(
臼
)
×
(
日
)
×

(
7
)〕

状

材
質
等
か
ら
判
断
し
て
、
直
接
接
続
し
な
い
が
、
第
二
号
木
簡
と
同
一
個
体
か
。

片
面
は
全
く
木
簡
の
原
状
の
表
面
を
と
ど
め
て
い
な
い
。



跡
・
三
重
県
落
河
原
遺
跡
・
滋
賀
県
井
口
遺
跡
・
京
都
府
平
安
京
跡
八
条
三
坊
・

広
島
県
藤
ヶ
迫
三
号
墳
・
広
島
県
九
郎
杖
一
号
墓
・
福
岡
県
観
世
音
寺
跡
・
福
岡

県
大
宰
府
跡
な
ど
。

最
も
新
し
い
報
告
例
で
は
、
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
で
白
玉
製
の
舘
尾
が
出
土

し
た
と
い
う

(
1
9
9
3
年
5
月
)
。
し
か
し
、
こ
の
詑
尾
は
専
門
家
の
肉
眼
観
察
結

果
で
は
石
英
結
日
間
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
白
玉
製
の
詑
尾
と
い
う

報
告
例
の
多
く
は
、
石
英
結
晶
や
大
理
石
な
ど
と
み
ら
れ
、
次
に
あ
げ
る
正
倉
院
宝

物
の
い
わ
ゆ
る
白
玉
製
と
さ
れ
る
「
玉
長
杯
」
と
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
調
査

報
告
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

正
倉
院
・
中
倉
七
三

玉
長
杯

一口

灰
白
色
・
半
透
明
・
徽
密
な
石
質
で
、

X
線
解
析
図
は
透
閃
石
と
一
致
す
る
結
果

が
得
ら
れ
た
。
紫
外
線
に
よ
る
蛍
光
は
認
め
ら
れ
な
い
。
通
称
軟
玉
で
、
中
国
産

と
思
わ
れ
る
。

(
益
富
寿
之
助
氏
・
山
崎
一
雄
氏
・
藤
原

卓
氏
「
石
製
宝
物
の
材
糞
調
査
報
告
」

『
正
倉
院
年
報
』
第
十
号

1
9
8
8
年
3
月
)

右
に
あ
げ
た
石
帯
の
出
土
例
の
な
か
で
も
、
大
宰
府
跡
出
土
の
グ
臼
玉
帯
。
と
さ

れ
る
石
帯
は
従
三
位
に
相
当
す
る
大
宰
帥
の
着
用
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
他
の

庁
白
玉
帯
。
と
さ
れ
る
石
帯
と
は
肉
眼
観
察
的
に
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

科
学
的
分
析
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
壱
岐
島
は
、
大
宰
府
管
内
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

木
簡
の
「
白
玉
」
と
大
宰
府
跡
出
土
の
庁
白
玉
帯
。
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
、
今
後

の
分
析
結
果
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
白
玉
」
の
量
目
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

数
量
単
位
は
、
「
斤
」
よ
り
も
や
や
「
升
」
に
近
い
書
体
で
は
あ
る
が
、
通
常
は
金
・

銀
な
ど
の
貴
金
属
や
玉
石
類
の
重
量
単
位
は
「
斤
」
で
あ
る
。
原
石
を
細
か
く
砕
い

て
、
体
積
単
位
「
升
」
で
表
記
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
玉
石
類
と
は
異
な
る
が
、

海
藻
類
の
数
量
単
位
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
表
記
例
が
あ
る
。

O
天
平
宝
字
五
年
二
月
六
日
奉
写
一
切
経
所
解
案

(
『
大
日
本
古
文
書
』

十
五
巻

十
七
頁
)

海
藻

二
百
廿
斤
四
両

滑
海
藻
五
十
五
斤
一
一
向

末
滑
海
藻
八
斗
二
升
五
合
(
抜
粋
)

斤
両
単
位
は
海
藻
・
海
藻
根
に
適
用
し
、
斜
斗
升
合
単
位
は
、
切
海
藻
・
滑
海
藻
(
末

滑
海
藻
)
な
ど
、
被
計
量
体
が
い
ず
れ
も
小
さ
く
刻
ま
れ
た
も
の
か
、
粉
末
状
の
も
の
か
、

い
ず
れ
か
に
用
い
る

(
関
根
真
隆
氏
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』

1
9
6
9
年)。

ま
ず
、
「
斤
」
で
あ
る
と
し
て
現
量
を
考
え
る
な
ら
ば
、
唐
斤
に
つ
い
て
正
倉
院
蔵
の

重
量
銘
の
あ
る
銀
器
よ
り
算
出
し
た
大
一
斤
は
現
量
の
六
七
一
瓦
(
グ
ラ
ム
)
に
相
当

す
る
と
い
う
(
松
島
順
正
氏
「
奈
良
時
代
の
度
、
量
、
衡
」
『
正
倉
院
の
窓
」

1
9
6
1
年)。

一
斤

l
六
七
一

g

六
斤

l
六
七
一

g
×
六

1
四
O
二
六

g

(
約
四
辺
)

参
考
ま
で
に
、
大
宰
府
跡
出
土
の
白
玉
石
帯
の
重
量
は
詑
尾
五

0
・
七

g
、
丸
斬

二
0
・一

g
で
あ
る
(
九
州
歴
史
資
料
館

横
田
賢
次
郎
氏
の
御
教
示
に
よ
る
)
。

「
升
」
と
す
れ
ば
、

一
升
は
現
量
の
約
四
合

(
0
・
七
二

t)
に
相
当
し
、
六
升

1

現
量
二
升
四
合

l
四・一一一一一

ou
と
な
る
。

第
二
号
木
簡

1
、
釈

文

. 
一一寸

升

口高
か

口)

赤

万

七

J¥ 

呂



え
、
天
然
に
産
出
す
る
美
し
い
石
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
「
白
玉
」
を
庁
シ
ラ
タ
マ
。
と
訓
む
と
い
わ
ゆ
る
真
珠
を
さ
す
。
そ
の
場
合

は
、
数
量
単
位
が
丸
ま
た
は
頼
(
果
)
と
な
る
。
次
の
例
は
、
志
摩
国
の
真
珠
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。

『
延
喜
式
』
(
内
蔵
寮
)

諸
園
年
料
供
進

町
恥
シ

E
F
Z
F斤
。
近
江
園
舟
斤
。
越
前
一
国
舟
斤
。

越
中
園
廿
斤
。
丹
波
園
廿
斤
。

、、

0

志
摩
園
所
レ
進
。

白
玉
一
千
丸-

臨
時
事
着
減
一
。

臨
子
二
斜
。
常
陸
閣
七
斗
。
武
蔵
圏

六
斗
。
下
総
園
七
斗

0

2
〔九〕

0

下
野
園

艶

十

枚

庁

主
旨
υ
レ
引
見

『
延
喜
式
』
(
民
部
下
)

交
易
雑
物大

委
三
石
。
小
委
舟
石
。
大
角
豆
六

山
城
圏

石
。
胡
麻
子
四
右
。
荏
子
四
石
。

大
褒
三
石
。
小
委
十
一
石
七
升
三

大
和
閣

合
。
墓
子
六
斗
。
大
角
豆
四
石
。

河
内
閣
大
要
三
石
。
小
委
品
川
五
石
。
草

子
五
斗
。
薦
二
千
五
百
枚
。

小
褒
廿

和
泉
国

1
;

五
石
。

掻
津
園
大
褒
三
石
。
小
委
品
川
五
石
一
斗
。

草
子
九
斗
。
薦
一
千
五
百
枚
。

伊
賀
国
自
絹
十
二
疋
。
鹿
皮
廿
張
。
樽
二

合
。
加
二
赤
漆
杭
一
以
下
皆
向
。

伊
勢
菌
白
絹
十
二
疋
。
絹
三
百
疋
。
水
銀
四
百
斤
。
樽
二
合
。
鹿
角
菜
ニ
石
。
青
苔
五
十
斤
。
海
松

五
十
斤
。
凝
草
品
川
斤
。
於
胡
茶
舟
斤
。
鳥
坂
苔
五
斤
。
海
藻
根
十
斤
。
那
乃
利
曾
五
十
斤
。

志
摩
園
大
凝
菜
品
川
四
斤
。

自
玉
千
頼
。

尾
張
図
白
絹
十
二
疋
。
絹
百
五
十
疋
。
油
三
石
。
樽
ニ
合
。
苧
一
百
・
十
斤
。
鹿
革
廿
張
。
鹿
皮
十
張
。
鹿

角
十
枚
。
樟
子
五
石
。
胡
麻
子
四
石
。
荏
子
四
石
。
鹿
角
菜
三
石
。
凝
菜
品
川
斤
。
於
胡
菜
品
川
斤
。

天
然
の
原
石
と
し
て
の
「
白
玉
」
(
ハ
ク
ギ
ョ
ク
)
は
種
々
加
工
さ
れ
、
器
や
石
帯

な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。
古
代
に
お
い
て
は
、
身
分
制
の
表
象
と
も
い
う
べ
き
石
帯
と

し
て
白
玉
は
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
四
年
(
七
九
五
)
十
二
月
丙
子
条
に
は
、

聴
参
議
己
上
著
白
玉
帯
。

と
み
え
、
参
議
以
上
に
白
玉
腰
帯
を
許
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
日
本
紀
略
」
大
同
四
年

(八

O
九
)
五
月
突
酉
条
に
は
、

聴
五
位
己
上
通
用
白
木
努
。
其
白
玉
吠
瑠
等
腰
帯
者
。
亦
依
延
暦
十
五
年
正
月
。

十
八
年
正
月
両
度
格
。
自
余
禁
制
。

一
如
常
例
。

と
あ
る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
川
尻
秋
生
氏
に
よ
れ
ば
、

五
位
以
上
に
白
木
努

を
許
す
と
と
も
に
、
白
玉
腰
帯
は
四
位
の
参
議
以
上
に
、
吠
瑠
(
タ
イ
マ
イ
)
腰
帯

-2ー

は
五
位
以
上
に
そ
れ
ぞ
れ
装
着
を
許
可
し
た
規
定
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
(
「
白
玉
腰
帯

に
つ
い
て
」
『
千
葉
史
学
』
十
五

1
9
8
9
年
)
。
こ
の
条
に
関
連
す
る
の
が
、
『
延

喜
式
』
(
弾
正
台
)
白
玉
腰
帯
条
で
あ
る
。

凡
白
玉
腰
帯
。
聴
三
位
以
上
及
四
位
参
議
著
用
。
吠
璃
。
馬
脳
。
斑
犀
。
象
牙
。

沙
魚
皮
。
柴
檀
五
位
巳
上
通
用
。

白
玉
腰
帯
は
三
位
以
上
及
び
四
位
の
参
議
に
許
さ
れ
、
吠
瑠
腰
帯
は
五
位
以
上
に
許

さ
れ
て
い
る
。

近
年
の
全
国
各
地
の
発
掘
誠
査
に
よ
っ
て
、
白
玉
腰
帯
と
さ
れ
る
遺
物
が
十
数
例

報
告
さ
れ
て
い
る
(
田
中
広
明
氏
「
律
令
時
代
の
身
分
表
象

(
H
)
|
|腰
帯
を
め
ぐ

る
人
々
の
奈
良
・
平
安
時
代

」
『
土
曜
考
古
」
第
十
六
号

1
9
9
1
年)。

青
森
県
表
館
遺
跡
・
宮
城
県
多
賀
城
跡
(
二
個
)
・
秋
田
県
払
田
棚
跡
・
千
葉
県
有

吉
遺
跡
・
東
京
都
落
川
遺
跡
・
神
奈
川
県
向
原
遺
跡
・
神
奈
川
県
海
老
名
本
郷
遺



長
崎
県
壱
岐
郡
原
の
辻
遺
跡
出
土
の
木
笥

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

教
授

平

川

南

第
一
号
木
簡

1
、
釈

文

一一寸

〔
進
か
)

U

口

×

円

一一寸

〔
升
ま
た
は
斤
〕

六

口

'臼

玉

同

日伎
か

円)

× 

U 

状
(
(
山
)
X
(
お
)
×

m
m〕

木
簡
の
下
半
部
は
原
状
で
平
面
を
か
な
り
深
く
削
り
、
側
面
も
先
端
を
尖
ら
せ
る

よ
う
に
右
側
の
み
削
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
側
面
上
半
部
一
ヶ
所
に
も
浅
い
切

り
込
み
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
加
工
は
す
べ
て
二
次
的
な
も
の
と
判
断
で
き
、

現
状
は
短
冊
形
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
下
半
部
平
面
の
削
り
に
よ
っ

て
墨
痕
は
全
く
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
木
簡
は
、
全
面
的
に
鉄
分
が
付
着
し
、
文
字
を
覆
っ
て
い
た
部
分
も
あ
っ

た
の
で
、
一
部
取
り
除
い
た
。

2
、
形

容

表
面
は
墨
痕
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
が
、
「
進
」
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

(
役
所
名
・
職
名
な
ど
)

他
の
例
に
「
解
申
進
」
「
口
口
進
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
な
貢
進
文
書
木

簡
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
は
当
然
、
裏
面
に
は
具
体
的
な
貢
進
物
が
明
記
さ

3
、
内

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
升
ま
た
は
斤
〕

つ
目
玉
六
口
」
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。

類
似
の
木
簡
の
文
例
を
あ
げ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

翠
鎚
十
六
隻
長
三
寸
牢

二
O
八
一
ニ
・
北
口
所
進

U
尻
塞
品
川
西
枚

牒
口
六
隻
長
四
寸

銀
二
隻

合位
丹十井
二尻
斤塞

四
枚

本
戸z.
ムι

鍛
「崩
了三
」斤

十
雨

損
包紳十
ヴ亀一
♀六斤
ヲ年十
~三爾

月
き十

日
足
嶋

鉄
製
扉
金
具
の
製
作
・
進
上
に
関
す
る
文
書
。

(
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
「
平
城
宮
木
簡

解
説
」

1
9
8
1
年
)

秋
田
城
跡
第
七
号
木
簡

解

申
進
人
事

円円
u u 
n n 
u u 
H 
U 

合
五
人

品
切
印
×
A
F
(
)

〈

Jω
日
×
一
{

。。一戸川
V

(
秋
田
市
教
育
委
員
会
・
秋
田
城
跡
発
掘
調
査
事
務
所
「
秋
田
城
出
土
文

字
資
料
集
H
』

1
9
9
2
年
)

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
白
玉
六
回
」
で
あ
ろ
う
。

「
色
葉
字
類
抄
』

(
1
1
4
4
年
成
立
)
に
よ
れ
ば
、
「
白
玉
」
は
庁
ハ
ク
ギ
ョ
ク
。
と

訓
ん
で
い
る
。

『
延
喜
式
』
(
治
部
省
)
祥
瑞
条
に
、

流
黄
出
谷
。
〈
土
精
也
。
〉
沢
谷
生
白
玉
郡
芹
景
。
〈
玉
有
光
景
者
。
〉
〔
〈
〉
注
〕
と
み
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三E註言ヨ 名 原の辻遺跡

高日 三巨ヨま 名 幡鉾川流域総合整備計画(圃場整備事業)に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書

巻 ラ、，ヘ~ I 

シリーズ名 長崎県文化財調査報告書

シリーズ番号 第124集

編著者名
副島和明・山下英明・]1旧洋平・在尾和貴・松永泰彦・武末純一・松井章・

茂原信生・松下孝幸・平]I[ 南
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所 在 地 干850 長崎県長崎市江戸町2-13 TEL. 0958-26-5010 

発行年月日 西暦 1995年3月31日

ふりがな ふりがな コ 一 ド 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 i遺跡番号 。， " 。， " m2 

原の辻遺跡
長なカT
崎さきけ県ん壱い岐き 33

0

45'29" 129
0

45'18" 19930422 4.969 m2 圃場整備
f、~

郡ぐん芦あし辺ベち町ょう 19940331 

ふ深か江え 鶴っる亀き
42423 92 

触ふれ・右いし田だち町ょう

い石し田だに西しふ触れ
42424 10 

所収遺跡名 種 定リ 主な時代 主 な 遺 構 主な遺物 特記事項

原の辻遺跡 集落跡 弥生時代 環濠 弥生土器 貌志倭人伝に記された

古墳時代 石敷遺構(水場) 朝鮮半島系土器 「一支国Jの中心集落で

奈良時代 柱穴群 土師器 あると考えられる。

平安時代 通路状遺構 石器

青銅器

鉄器

木製品

骨角器

木簡
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